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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ＣＯＤＥ：０００







　水中で圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくを誇るシャチ。

　一撃で獲物を殺す腕力をもつグリズリー。

　地上最速の瞬しゆん発ぱつ力りよくを備えたチーター。

　それらの能力を、充分に訓練された兵士が身につければどうなるか。

　答えは火を見るよりも明らかだった。

「博士。訓練項目を全すべて達成。所要時間は32分17秒05です」

　オペレーターからの報告に、博士と呼ばれた初しよ老ろうの男は満足げに頷うなずいた。

「充分な成果だ。やはり、あの国は奇跡の宝庫だな。良い意味でも、悪い意味でも」

　口の端はしに笑みを浮かべ、椅い子すの背に凭もたれる。

　彼の目に映し出されている映像には、様々な「実験」を軽かる々がるとこなす「強化兵」たちの姿があった。全員が、複数の「ネメシス」を投とう与よされて活動している。

「ネメシスの効果持続時間も、30分を越えたか。深度が６にまで達すれば、効果時間の延えん長ちようも能力の向上も可能ということだな」

　頭の中でこれからの展開を考え、実用化までの細かい課題を洗い出す。

　じきに、この国の兵士たちは一いつ新しんされる。かの国の研究者が愚かにも無む償しようでばらまいた「ネメシス」というプログラムによって、全く新しい戦力が生み出されるのだ。

　高度な情報戦と超ちよう長ちよう距きよ離り兵器がメインとなった昨今の戦争において、兵士個々人の能力向上には、どの国もさほど労力を割いてはいない。

　だが、と彼は頭を振る。

　結局はマンパワーなのだ。人間が現地に降り立ち、その地を制圧して初めて、真の勝利が得えられる。そのためには他を圧倒する兵士の存在が不可欠だ。

「全く。実に不思議でならない。あの国は一世紀以上前から、画かつ期き的てきな技術に対して正当な評価を下さず、高い技術をもつものに相応の対価を払ってこなかった。およそ技術者にとって恵まれた環境とは言い難いのに、いつだってブレイクスルーを成し遂げるのは、あの国の技術者だ。ネメシスしかり、オラクルしかり」

「実験は順調かね、博士」

　コントロールルームの扉が開き、軍ぐん服ぷく姿の男が一人、室内に入ってきた。

「閣かつ下か。このようなところにまでご足そく労ろう頂けるとは」

　椅い子すから立ち上がって相手を迎える。

「例の、『ＷｉＮＧ』の件。儂わしが直々に、セメディに問いただしてきた」

「感謝致します。あの連中、邪魔ばかりしおって……」

　忌いま々いましい連中だ、と舌打ちしてしまった。

「連中は儂に任せて、君は実験を完成させてくれたまえ。『強化兵』運用モデルは、我が国に莫ばく大だいな利益をもたらすことだろう」

「ありがとうございます。とはいえ、彼らもフェクターに比べれば赤子同然。やはり、そろそろフェクターのサンプルが欲しいのですが」

「安心したまえ。そちらの予算案もじきに通る。あの『ＷｉＮＧ』とかいう羽は虫むしどもも、すぐに駆除してやる」

「心強いお言葉です、閣下」

　頭を下げられ、軍服が尊そん大だいに笑う。

「ところで、君が提案しているサンプル開発の優先順位なんだが、何な故ぜ『セイレーン』がこんな上位にいるのかね？　もっと軍事転用できるフェクターはいるだろうに」

　以前、提出したファイルが視界の端はしに開かれた。

「閣下。セイレーンの神話をご存じですか？」

「無論だ。その歌声で船乗りを惑わし、船を難なん破ぱさせる怪物だろう？」

「その通り。セイレーンは音波によって他人を魅み了りようするのです。これは、大々的な洗せん脳のうを可能にする、極めて強力な兵器になり得ます」

「なるほど。その力があれば、国民の扇せん動どうも他国民の誘導も思いのままかっ」

「ご明めい察さつです、閣下」

「よく分かった！　予算が下り次第、『セイレーン』の感染と探索を第一に進めさせよう。実験の責任者は君だっ」

「ありがとうございます、閣かつ下か」

　軍ぐん服ぷくが愉ゆ快かいそうに大笑する。

　単純な男だ、と相手に見えないよう嗤わらった。




　世界は密ひそかに、だが、着実に変わりつつあった。





　　　　※　※　※






　光の中にいる。

　たくさんのライトに照らされて、たくさんの視線を浴びて。

　私は、私たちは、光の中にいる。

　心地よい旋律メロデイと胸を打つ鼓動リズム。

　壇だん上じようから見える景色は、いつだって夢のように幻想的で悲しくなるほど美しい。

　イヤホンから聞こえてくる音楽に合わせ、何度も練習したステップを踏む。

　夜空に瞬またたく星々のようなサイリウムの波。

　その一つ一つに向けて、ありったけの思いを届ける。

　歌い出しは、少し怖い。

　でも、私の口から歌声が出た瞬間、得えも言われぬ喜びが湧わき上がり、そこからは一気に楽しくなる。大切な仲間と、友だちと、一緒に歌い踊る最高の舞台。

　キラキラと輝き続ける世界。

　そんな光の中に、今、私たちはいる。

「みんなーっ！　もっともっと盛り上がっていっくよー!!」

　ワアアアアッと押し寄せてくる声援に乗って、大きく跳び上がる。

　客席の一人一人と目が合う。

　みんな歌に魅み了りようされ、いっとき、全すべてを忘れて楽しんでくれている。

　その姿を見るたび元気が、力が、満みち溢あふれてくる。

　そして微かすかな痛みも……。




　この世界は不公平で理不尽にできている。

　生まれた環境や手にした才能には差があって、それが単なる努力なんかで覆くつがえることなんてない。スタート地点ですでにつけられてる差はどうしようもなく広がる一方で、埋まるどころか一向に縮まらない。

　なのにみんな、それをひた隠しにして、滅めつ多たに起こらない奇跡のような逆転劇を美談に仕立て上げて頻ひん繁ぱんに喧けん伝でんしている。

　それはきっと、そんな幻想にすがるしかない敗者と、自分の成功を自分自身の力だと思い込みたい勝者の思惑が変な形で一致してしまっているから。




　諦あきらめないで！

　負けないで！

　あなたの思いは必ず届くから！




　多分、そんなの嘘うそだ。

　嘘だと思いながら、目一杯の笑顔と精一杯のダンスで歌う。

　歌い続ける。

　努力は踏みにじられてばかりで、裏切られてばかりだった。

　いつも、あと一歩で届かない。

　私がここにいるのは、努力とは無縁のもの。

　結局は、生まれもった才能で決まったんだ。

　決められてしまったんだ。




　小さな頃、憧あこがれた夢の舞台。

　キラキラと輝く素敵な世界。

　そこに今、立っているはずの私は、本当に夢を叶かなえたの？

　あんなに一生懸命応援してくれているみんなは、本当に私を応援しているの？

　歌声が会場中に響いていく。

　チクリと胸に痛みが走る。

　私は歌う。

　こんな世界でも、いや、こんな世界だからこそ。

　光の中で、歌い続ける。







『奇跡の歌姫　一周年ドームライブ大成功!!

　昨年のクリスマスドームライブに続き、四月、東京ドームで一周年記念ライブを行ったアイドルグループ「ノルニル」。三十日の追加公演でライブは千せん秋しゆう楽らくを迎えた。デビュー二年目でありながら、その圧あつ倒とう的てきな歌唱力とダンスパフォーマンスで爆発的な人気を博している彼女たちのライブチケットは発売五分で完売。追加公演が急きゆう遽きよ決定するものの、そのチケットを巡めぐるトラブルが発生する等、すでに人気は社会現象となりつつある。海外にも彼女たちのファンは多数存在しており……』


　　　　（ネットニュース　エンタメ欄らんより一部抜ばつ粋すい）






二〇三九年　八月──





ＣＯＤＥ：００１







「オラクル感染者は人間よ」

　そう断言され、総そう上がみ叡えい理りは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　その態度が不満だったのか、断言した女性は咥くわえていたポッキーをくいっと上向かせて彼を見み据すえる。

「納得いかない？」

　彼女は椅い子すの背もたれに身を預け、足を組み替えた。紫のガーターストッキングに覆われた脚が艶なまめかしく踊る。羽は織おっている白衣がはだけ、下着しか着けていない肌を露あらわにした。豊ほう満まんな胸がその存在を主張する。

「……納得いかないというより、どう受け取れば良いのか分からなくて」

　叡理は目のやり場に困り、左隣を見た。

　そこには妹の総上慧けいが座っている。肩の辺りで切り揃そろえた癖のない黒髪を揺らし、妹もこちらを向いた。小柄で華きや奢しやな体つきのため、叡理を上目遣いに見上げる形になる。

　その瞳ひとみには不安の色が見て取れた。

　叡理は妹を励ますように頷き、白衣の女性に向き直る。

「俺は『王おう』、慧は『吸血鬼』のオラクルに感染しています。確か遺伝子が書き換えられているって……」

「ううん。書き換えるというのは少し違うんだよ、エーリ」

　今度は右隣から話しかけられた。

　叡理の右隣に座っているのは赤みがかった茶髪をボブカットに整えた少女。その左目は黒い眼がん帯たいに覆われている。叡理と同い年の幼なじみ、水み無な月づき智とも花かだ。

　彼女はキャスター付きの椅子を動かして叡理に身を寄せつつ、何な故ぜか少し屈かがんで上目遣いにこちらを見上げる。

「書き換えるというより、スイッチを切り替えると言った方がより正しいね。確か、ボクはそう言ったはずなんだけど」

「そう、だっけ？　……というかトモ、何をしてるの？」

「対抗意識を燃やしているんだよ」

「誰に？」

「そのくらい分かっているだろう、エーリ？　知らない振りは良くないね」

　智花の眉み間けんに皺しわが寄った。

　きれいな顔立ちをしているだけに、睨にらまれると凄すごみがある。

「いや、えっと……」

　言いい淀よどむ叡理の左腕に、ぎゅっと柔らかい感触。

　驚いて振り向くと、慧が叡理の腕にしがみついていた。

「け、け、慧けいっ？　何をいきなりっ？」

「ふうん。やるじゃないかっ。だったらボクだって！」

　智とも花かが右目を見開き、ガッと叡えい理りの右腕に自分の両腕をからみつかせる。

　慧と智花。二人の間で火花が散る。

「はいはーい！　青臭い奴やつらは今すぐ出てってー。つき合ってらんないからー」

　叡理の向かいに座る白衣の女性が、パンパンと手を叩たたいた。醒さめた目で見られ、慧と智花が同時に腕を放す。妹は頬ほおを赤らめて俯うつむき、幼なじみは「べ、別に……」などと小声でごにょごにょ言いながらそっぽを向いてしまった。

「面倒臭いわねえ……。話を戻すわよ」

　ウェーブのかかった金髪を乱暴に掻かき上げて女性が椅い子すから立ち上がる。座ったままの叡理を見下ろし、小首を傾かしげた。

「叡理くん。なるべく君の理解力に合わせて説明するわ」

　白衣のポケットからペン型携帯端末を取り出し、空中にペン先を走らせる。複数の図とデータらしき映像が空中に浮かび上がった。

「初めに言っておくけど、君の『王おう』はともかく、私たちがデザインしたオラクルは全すべて、ヒトの遺伝情報内に元から存在していたものなのよ」




　人体を神話や伝承の存在に変へん貌ぼうさせてしまうデジタルウイルス「オラクル」が世界中に拡散されてから数年。オラクル感染者──通称「フェクター」──による事件が発生する中、叡理は唐突に事件の渦中へと巻き込まれた。

　狼おおかみ男おとこの襲撃。フェクター対策部隊「H.A.W.K.」隊員との出会い。「土つち蜘ぐ蛛も」事件。「蛇へび神がみ」事件。妹の「吸血鬼」化。そして、叡理自身も「王」のオラクルを発現させた。

　あれから二日。

　今、叡理たちはオラクル開発に携わった研究者の一人、安あん西ざいシエラの下を訪れている。彼女からオラクルについて、より詳しく話を聞くためだ。

　幾つものデータと論文を挙げながら説明を続けている女性が、安西シエラ本人である。彼女は何な故ぜかいつも紫の下着に白衣のみという格好で、叡理たちがここに来た際も智花が服を着るよう強く言ったのだが、全く聞く耳を持たなかった。




「で、本来発現しないはずの遺伝情報のスイッチをオンにしてやれば、その情報通りにタンパク質が構成されて、体組織が変化するわけ。ここまでは分かった？」

　安西がペン先で叡理を指す。その目が細められた。

「その顔は、分かってなさそうね。ああ、面倒だわ……」

「シーさんは専門用語が多すぎるんだよ」

　天を仰ぐ彼女に智花が口を挟む。

「もう少し大おお雑ざつ把ぱに説明した方が良いんじゃないかな」

「大おお雑ざつ把ぱねえ……。なら、具体的に『吸血鬼』を例に挙げましょうか」

　安あん西ざいが慧けいに視線を移した。妹が背筋を伸ばす。

「慧ちゃんって言ったわよね。オラクル№88『吸血鬼』に感染したわけだけど、ニンニクは苦手になった？」

「え、と……平気です。あんまり好きじゃないけど」

「じゃあ、十字架は？」

「何ともありません」

「じゃあ、コウモリに変化したり霧になることはできるかしら？」

「そんなこと、できません」

「そうよね。コウモリや霧への変化は創作上の設定だし、十字架は単に悪魔と同種扱いされているだけ。ニンニクについては、一応警告しておくわね。ニンニクの中に、『吸血鬼』にとっては毒性のある成分が含まれているから」

「そうなんですかっ？」

　叡えい理りは思わず声を上げてしまった。安西が微び笑しようする。

「命に関かかわりはしないわよ。ただ、お腹なかを壊したりするかもしれないから、あまり食べないようにしなさい」

「気をつけます」

　予想外に重要な事実だった。今後、献こん立だてには気をつけなければならない。

「とにかく、吸血鬼の特性で重要なのは、他生物の血液による養分摂せつ取しゆと日光に極きよく端たんに弱いこと。そして超筋力と超再生ね。どれも慧ちゃん自身、体験したわよね？」

「……はい」

　慧が、か細い声で返事をした。

「じゃあ、質問。他生物の血液から養分を摂取する動物って他に何か思いつく？」

「蚊とか蛭ひる、ですよね」

　叡理が答える。安西は「そう」と頷うなずいた。

「次の質問。日光に極端に弱い疾しつ患かんって知ってる？」

「疾患……ですか？」

「ポルフィリン症だね」

　これには智とも花かが答えた。振り向いた叡理に微笑ほほえみ、説明する。

「皮膚系とか内臓系とか種類があって症状の程度も様々なんだけど、主に太陽光の刺激に過か敏びん症を起こしてしまう疾患だよ。先天性、後天性、両方あって発症すると日光を避けて生活しないといけなくなる。症状によっては顔が青白くなったり、歯が細くなって牙きばのように見えたりもするから、吸血鬼伝説の元になったんじゃないかって推測もあるね」

「それって!?」

　叡理は安西に向き直った。

　安西が軽く肩をすくめる。事務机の上に放ほうり出されていた赤い菓子箱を掴つかんでポッキーを一本引っ張り出した。先端を咥くわえる。

「さっき、遺伝情報のスイッチを切り替えるって話したけど、私たちはどの塩基配列をどう組み替えれば、どの遺伝情報がどんなふうに発現するかを調べていったの。ま、研究のほとんどは天てん満まがベースを作っちゃってたけど。

　ここで大切なのは、遺伝情報は単体で機能しているわけではないってこと。ヒトゲノム解析が流は行やった頃、あらゆる能力に秀ひいでた『デザイナーチャイルド』なんて構想が生まれたりもしたけど、今ではそんなの幻想に過ぎないって高校の生物でも習うでしょ？」

「ええっと……俺、選択は化学なんですけど、そういう話は聞いたことがあります」

　叡えい理りはテレビや雑誌で見聞きした知識を掘り起こした。

「確か、遺伝子は、担当している塩基配列に重なりがあるとか……」

「簡単に言うと、そう。瞬しゆん発ぱつ力りよくがあって持久力もある筋細胞を作ろうとしても、両方を同時に満みたす遺伝情報は組むことができないのよ。単純に量を倍加させてみたら、筋細胞そのものの寿命が短くなったり」

「結局、遺伝情報は全体的にバランスをとって機能しているんだっていうのが今の通説だね。ｎｃＲＮＡの分野で新発見があってから三〇年経たってないんだよ。ボクらはいまだ遺伝子についてほとんど何も分かっていないといっていい」

　智とも花かが溜ため息いき混じりに言う。

「でも、トモたちはオラクルを開発したんだろ？　遺伝子の仕組みが分かってないと、そんなことできないんじゃないのか？」

「エーリ、君、携帯端末使えるよね？」

「使えるよ……」

「じゃあ、端末の基盤を組むことはできる？」

「それは、無理だよ……」

「ボクらも似たようなものなんだ。お恥ずかしい限りだけどね」

「その辺の一般人よりは詳しいわよ。でも、遺伝子の全すべてを理解できてるわけじゃないの。データを分析して、演えん繹えき的にオラクルのデザインを成功させただけってところね」

　安あん西ざいがつけ加えるように言った。ポッキーが上下に揺れる。

「そんなわけだから、『吸血鬼』に関しても、総合的に正しくスイッチを切り替えられて、その能力が安定して発現するようデザインしてみたら、ポルフィリン症に似た症状や養分摂せつ取しゆに血液吸引っていう特殊な条件が不可避になったってこと。その部分を発現させないよう弄いじると、上う手まくいかなかったの」

「……まるで、初めから『吸血鬼』を作るよう仕向けられてたみたいですね」

　何となく口にした叡理の言葉に、安西がパチンと指を鳴らした。

「そう。本題はそこ。ヒト遺伝子の中に、『吸血鬼』の情報が初めから組み込まれていた。『狼おおかみ男おとこ』も『土つち蜘ぐ蛛も』も、私がデザインした『悪あく魔ま』だって。因子は存在していて、ただ、それが発現していなかっただけ」

「そうすると、オラクル感染者は皆、そういう遺伝情報が発現しただけのヒトってことになるだろ、エーリ？」

　智とも花かがこちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「ボクらはヒトの遺伝子に何かをつけ加えたわけじゃない。差し引いてもいない。ただ、表に出ていなかったものを出しただけなんだよ。だから『吸血鬼』だって『狼おおかみ男おとこ』だって一つの個性であって、生物学的にはヒトなんだ」

「……ちょっと待ってくれ。日光に弱い理由は分かるけど、吸血行為は蚊や蛭ひるの特徴だよな？　それが人間に当てはまるっていうのは不自然じゃないか？」

「動物の血液を貴重な栄養として摂せつ取しゆしてる民族なんて世界中にいるし、食人の文化だってあったのよ。でも、そうね、叡えい理りくんの理解が追いつくか分からないけど、こういう想像はできないかしら？」

　安あん西ざいが白衣を軽く羽は織おり直し、室内を歩き出した。

「太古の昔、夜行性で他の生物の生き血を吸う強きよう靱じんな腕力を持つ動物がいたの」

　ペタペタとスリッパの音がする。彼女は部屋をぐるりと回るように進んだ。

「その動物は環境の変化によって数を減らし、とうとう絶滅した。でも、混こん血けつ児じが生き残ったのか、新たな特質を得えて生いき存ながらえた種がいたのか、遺伝情報は受け継がれた」

　叡理の背後に回り込んだ安西が、ペタペタと近づいてくる。

「その遺伝情報をもった動物は、やがてヒトの種とも交わった。そうしてヒトの中にも、その遺伝情報が残された。もちろん、発現することは稀まれだったでしょうけど」

　耳元で囁ささやかれた。

「そんな想像、できる？」

　ドキッとしてしまい、身を逸そらす。試すような安西の視線に、叡理は頭を振った。

「荒こう唐とう無む稽けい過ぎませんか？　その理屈だと、太古の昔に狼男や土つち蜘ぐ蛛もも実際に存在していたってことになるじゃないですか。どちらも伝承の存在ですよね？」

「神話や伝承が実際の出来事をベースにしているなんて、ざらにあることよ。叡理くんは太古の世界をその目で見てきたことがあるの？　恐竜の復元図だって、十数年程度で随分と様変わりしたわ。検証が進めば、それまでの定説が覆くつがえされることも珍しくない」

「だからって、オラクルで発現した存在が、みんな過去に実在していた生物だと考えるのは乱暴ですよ」

「さすがにそこまで言うつもりはないよ、エーリ」

　智花が安西を押しのける。

「ただ、そういう因子がヒトの遺伝情報に組み込まれていたようだって話。そして、だからこそ神話や伝承が生まれたと考えることもできる。シーさんが言ったように、実際の生物をベースにして生み出された神話や伝承は少なくないはずだよ」

「……あの」

　三人の会話を大人しく聞いていた慧けいが、小さく手を挙げた。

「難しいことは良く分からないけど……安あん西ざいさんもトモちゃんも、人類進化のためにオラクルを作ったって、言ってましたよね？　だけど、私、『吸血鬼』になったことで進化したって思えません。学校にも行けなくなったし、昼間は外に出られないし……」

　不安げな瞳ひとみにハッとした。

　肝心なところに触れていなかったのを思い出す。

「そうだ。そうだよっ。ごめん、慧けい！　余計な話ばかりしてた」

　叡えい理りは安西へと目を戻した。

「多様性の確保とか、トモから聞いたりもしたけれど、オラクルって何なんですか？　何でこんなものをばらまいたんですかっ？　無理やり感染者を生み出すことに、どんな意味があるっていうんですかっ？」

「エーリ、それは……」

　智とも花かが珍しく言葉を濁らせる。安西がフンと鼻で嗤わらった。

「最愛の妹ちゃんが苦しんでいて、お兄さんはご立腹みたいね」

「茶ちや化かさないで下さい！　この前、オラクルが何なのか、俺に懇々と説いてやりたいって言ってましたよね」

「記憶力、良いのねえ」

　自分の椅い子すに戻った安西は、これ見よがしに足を上げて組む。その上に肘ひじを突いて、叡理を威嚇するように見つめた。

「じゃ、はっきり言ってあげる。慧ちゃん含め、オラクル感染者はみんな生いけ贄にえよ」

「シーさん！」

「今更いい子ぶるつもりなら黙ってなさい、水み無な月づき！」

　声を上げた智花を逆に怒鳴りつけ、安西が目つきを鋭くする。

「叡理くん。今の地球環境がどういう状態か、学校で少しは習ってるでしょ？　この国の景気回復も、環境ビジネスの出荷が成功したからよ。環境問題なんて言葉は、うんざりするほど聞かされ続けてる」

「……それが、どうしたんですか？」

「ねえ。環境問題って、何が問題なの？」

「何って、自然が破壊されて環境が汚染されているから。動植物も絶滅の危機に瀕ひんしている種がいるし」

「だから、それが、どうして、問題なの？」

　安西の口がニイッと嗜し虐ぎやく的てきにつり上がった。

「自然が破壊されたら何が問題なの？　環境が汚染されたらどうだっていうの？　絶滅する動植物が出たからって、それが何だっていうの？」

　短くなっていたポッキーを口の中に放ほうり込んでから、彼女は椅子の背に凭もたれる。

「ねえねえ叡理くん。勘違いしてはダメよ。環境問題っていうのはね、『人類が生息していける』環境『が減少してしまう』問題なのよ。『地球を守まもろう』なんて意味のわかんないお題目唱えたりするけど。いい？　確かに、人類にとって地球はかけがえのない存在よ。だけど、地球にとっては、人類なんて別にどうでもいい存在なのよ。滅ぼうがどうなろうが知ったことじゃない。

　私たちは、ヒトっていう種が永く存在し続けるために、ヒトが生息できる環境を維持しなければならないの。それが環境問題の本質。だから、別に人類なんて滅んでいいって考えてるなら、環境問題なんて存在し得えない。

　もっと利り己こ的てきに、自分が生きている間だけ持ちこたえてくれれば後はどうでもいいって考え方でも同じね。ま、そんな奴やつらだらけな気もするけど」

「ああ、またシーさんの悪い癖が……」

　叡えい理りの隣で智とも花かが頭を抱えた。

「今のままだと、ヒトの生息範囲は間違いなく減少するわ。だったらどうする？　環境保全に努める？　そんなこと半世紀以上前から言われてる。それでも歯止めが利かなかったら？　環境の変化が避けられないなら？」

　安あん西ざいが目で叡理を促す。

「……変化した環境下でも生きていける種になる、って言いたいんですか？」

「それが一番手っ取り早いでしょ？　もし今、地球に太陽光が直接降り注いでこなくなったとしても『吸血鬼』は生き残る確率がとても高いでしょうね。作物がまともに育たない環境で、養分を他者の血液から摂せつ取しゆできるのはとても有利よ。

　他のオラクルに関しても同じこと。海面上昇もあちこちで叫ばれているけれど、陸地が水没したなら『人魚』や『半魚人』たちにとっては楽園になるわ。環境変化が避けられないなら、それにヒトという種が合わせてやればいい。それが適者生存であり、自し然ぜん淘とう汰た。ざっと四六億年、地球上で繰り返され続けてきた摂理よ」

「だけど、今すぐそうなるわけじゃ……」

「今のうちに準備しておかないと間に合わないのよ。だって、子孫を残していくためには相応の数が必要になるんだから。どのオラクルに感染したヒトが有利になるか分からないのよ？　なるべく多種多様な存在が一定数必要でしょ？

　慧けいちゃんの言う通り、今の地球環境では『吸血鬼』は生活しにくいわね。だけど、そんなこと、はっきりいってどうでもいいの。みんな生いけ贄にえで、全すべてが生き残る必要なんてどこにもないんだから」

　背筋に悪お寒かんが走る。

　叡理は、目の前に座る白衣の女性をまじまじと見つめた。その美び貌ぼうはあまりに冷たく、その眼まな差ざしには狂気の炎が見え隠れしている。

「慧ちゃんが『進化』を感じられないのは分かるわよ。今の環境じゃ不利なことも少なくないでしょうね。だけど、多様性の一端を担っているのは間違いない。あとは頑張って生き残りなさいねとしか言えないわね」

「そんな、薄はく情じようですよっ」

「あら？　気づいてなかったの。私って興味のないものには冷淡よ」

　安あん西ざいは余裕の表情で叡えい理りに返した。それからチラリと視線を左右に振る。

「水み無な月づき、そんなに睨にらまなくてもいいじゃない。慧けいちゃんは意外と落ち着いてるわね。単に整理できてないだけかもしれないけど」

　彼女の言葉通り、慧はさっきまでの不安そうな表情ではなく、真剣な顔で安西のことを見ていた。意を決したように口を開く。

「あの、安西さん」

「なあにーっ？」

「お兄……兄が感染したっていう『王おう』については、どのくらいご存じなんですか？」

　安西が口笛を吹いた。

「ここでそうくるか。慧ちゃんも思ってたより面白そうね」

　嬉うれしそうに足を組み直し、慧の方に身を乗り出す。

「正直に言うわ。『王』については何も分かっていない。出来るなら叡理くんを使って色んな実験をしてみたいのよ。……だから水無月、私を睨むなって」

「シーさん。一研究者として『王』の能力にはボクも関心があるよ。だけど、あまりに未知数なところが多すぎるんだ。何らかのリスクがある可能性は高い」

　そこまで言ったところで、智とも花かが叡理の腕を取った。

「エーリ。『王』の力はなるべく使わないようにしてほしい。ボクはこの前、佐さ嶋じまさんの『蛇へび神がみ』に干渉した話を聞いて、その力の強さに恐れすら抱いたんだよ。さっき言ったように遺伝情報のスイッチを切り替えるためには相当なバランスが必要になるんだ。『食しよく人じん衝しよう動どう』を『食しよく事じ衝しよう動どう』にって、そんなダジャレみたいなことでも簡単にできるものじゃない。少なくともボクたちには不可能だった」

「そうねえ。勿もつ体たいなくもあるんだけど、今のところ『王』は叡理くんしか確認できてないし、取り返しのつかないことになったら貴重な……っと、だから睨まないでよ水無月。あと、慧ちゃんも。みんなして美人のお姉さんを虐いじめないで欲しいわ」

「美人のお姉さん？　シーさんって、本当に冗談が下手だよね」

「処女は黙ってなさい」

　智花がグッと息を詰まらせた。たちまち顔が真っ赤になる。慧も俯うつむいてしまった。

「『王』については後々調べていくとして、とりあえず叡理くんも慧ちゃんもすぐに家を出た方が良いわね。『H.A.W.K.』を通じて鷲わし崎ざきに二人のことが知られるのも時間の問題よ」

　ちょっと買い物に行ってきなさいと言うような軽さで、安西が言う。

「やっぱり、どこかに隠れた方が良いですか？」

「そりゃそうでしょ。あ、うちはやめてね。というか、ここもバレちゃっただろうから私も余よ所そに移らないといけないかしら。面倒臭い……」

「ううん。すぐに動くのも考えものじゃないかなあ」

　気持ちを立て直したらしく、智花が会話に入ってきた。

「『蛇へび神がみ』の一件は、ボクの予想だとセメディまで情報がいかない。『H.A.W.K.』の上層部にすら伝わらないんじゃないかな」

「言うわね、水み無な月づき。その根拠は？」

「『蛇神事件』は迷宮入りするからだよ」

「伊い切きりが本部に連絡しないっていうのか？　でも、あいつはあのとき本部の指示を仰ぐって言ってたぞ」

　叡えい理りの疑問に智とも花かは首を振る。

「伊切くんはそうかもしれない。だけど、きっと他の隊員が止めるよ。本部に真相を話したら間違いなく佐さ嶋じまさんを殺すよう指示される。そうなってから抵抗しても遅い。伊切くんたちが彼女を守まもろうとしても全国の『H.A.W.K.』を敵に回すだけだ。

　あれから二日経たっているのに警察は夜や警けいを続けているし、『蛇神事件』についての報道もない。事件は未解決のままになっている。まだ連絡していないんだ」

「それでも、大した時間稼ぎにはならないと思うけど」

　新しいポッキーを咥くわえながら安あん西ざいが言った。

「ううん。ここで急に叡理たちが失しつ踪そうする方が目立つよ。変に勘ぐられて調べられたら、逆に立場が危うくなる」

「そんな悠長なこと言ってる場合かしらねえ」

「エーリ、もう少ししたら夏休みだよね？　動くにしても夏休みまで待つべきだ。その頃には警察の監視も弱まってるだろうし」

「…………」

　安西の意見は、叡理自身も考えていたことだ。

　対して智花の意見にも一理ある気がする。

　どうすべきか。

　叡理一人の問題ではない。逃げるなら当然、慧けいを連れて行くことになる。そして智花も自分たちに同行すると言うだろう。

「……少し、考えさせて下さい。逃げるにしても準備は必要だし」

「なるべく早く決めなさいね」

　そう告げて、安西はポッキーをクイッと上向かせた。




「天てん満ま博士は、環境問題なんて考えてなかったと思うよ」

　安西の下を辞し、曇り空の夜道を帰宅している途中。

　見送りという名目でついてきた智花が不意に切り出した。

「急にどうしたんだ？」

　叡理は右隣を歩く彼女を見る。

「さっきの話。地球環境がどうこうって、あれはシーさんの考えだよ。ああ見えて、あの人もピュアなところがあるから。でも天満博士は、もっと別のことを考えていたように思えてならないんだ」

「……天てん満ま博士に直接聞いたことはないのか？」

「ううん。それなんだけど、たまにシーさんたちと『進化』について話す機会はあったんだ。そのとき天満博士はいつも、どこか心ここにあらずって感じで……みんなの意見に適当に合わせるだけだったね」

「そうか……」

　実の父親とはいえ、物心ついたときにはすでにいなかった人の考えなど、叡えい理りには想像することすらできない。

　何な故ぜ、オラクルを開発したのか。

　何故、人類の「進化」を促さなければならなかったのか。

　そして天満博士自身は、「進化」によって何を成したかったのか。

「単なる興味本位……なんてわけは、さすがにないよな」

　ポツリと呟つぶやいた言葉に、しかし智とも花かは皮肉げに微笑ほほえんだ。

「それならそれで、あの人らしいとも思うけどね」

「根っからの研究者、か……」

「ねえ、お兄ちゃん」

　クイと袖そでを引かれ、左隣の慧けいを振り向く。

「家の前に、誰かいるよ……」

　固い声音に、叡理は道の先を見つめた。叡理たちの自宅まで、まだ少し距離があるけれど、慧の目には夜の闇やみも見通せているのだろう。

「何人いる？　どんな奴やつか、特徴が分かるか？」

　そう尋ねながら、歩みを止めて目を凝らしてみた。

　さすがに無理かと思ったが、不意に視界がクリアになる。

「えっと……二人……『H.A.W.K.』のジャケットを着てるよっ」

「佐さ嶋じまさんと、もう一人は、誰だ……？」

「見たことあるような気はするけど、あの、伊い切きりって人じゃないね……」

「ああ、違う……」

　玄関前に立つ二つの人影。

　それは佐嶋礼れいと「H.A.W.K.」隊員の少年だった。二人とも思い詰めたような表情のまま黙って立っている。

　叡理は腕時計で時刻を確認した。もうじき十二時を回る。こんな時間になっても家の前で待っているというのは、よほどのことだろう。

「エーリ、ケイ、玄関前だけじゃなく、周辺も探ってくれ。もし囲まれているのなら、申し訳ないけどボクの予想が外れたことになる。すぐに逃げた方が良い」

「そうだな」

　智花の言葉に頷うなずき、叡理は左右に視線を向けた。

「ん？」

　目を瞬しばたたく。さっきまでクリアだった視界が急に闇やみに沈んでしまった。

「何だ？　どうなって……」

「他には、誰もいない。気配も感じないから二人だけだと思う」

　叡えい理りが戸惑っているうちに、慧けいが答える。智とも花かが神しん妙みように頷うなずいた。

「分かった。どうやら、交渉に来たみたいだね。行こう、エーリ。ケイ」

　そう言って、一人先に歩き出す。

「トモっ？　大丈夫なのかっ？」

　慌てて彼女を追う。並んだところで智花が答えた。

「向こうはエーリの力もケイの力も理解している。ボクたちを捕まえたいなら、二人だけで待ち伏せたりはしないよ。まあ、油断は禁物だけどね」

　じきに佐さ嶋じまたちの姿が再び捉とらえられるようになる。相手も叡理たちを目視したらしく、彼女が一歩前に出た。

「こんばんは」

「こんばんは。ボクたちと話がしたいんだね。いいよ、ひとまず中に入ろうか」

　佐嶋に挨あい拶さつを返すなり、智花は先手を取るように叡理の自宅を指さした。佐嶋と、その後ろにいた「H.A.W.K.」隊員らしき少年、そして叡理と慧も目を丸くする。

「どうしたんだい？　真夏の夜風に吹かれて立ち話も悪くなさそうだけど、ボクはゆっくりソファに腰掛けて、麦茶の一杯でも飲みながら話をしたいね」

「……そんなわけだから、佐嶋さん、そちらの人も、どうぞ」

　ひとまず智花に合わせることにして、叡理は白ジャケット姿の二人を自宅に上げた。




「単刀直入に言う。取引をしよう」

　リビングのソファに智花、叡理、慧が並んで座り、佐嶋と「H.A.W.K.」隊員の少年が向かいに座ったところで、少年が切り出した。

「あ、俺の名前は富とみ倉くら。こないだは、何ていうか、世話になったな。色々と……」

　慧の方をチラチラ見ながら言葉尻を萎しぼませる。

　彼の顔には、何となく見覚えがあった。丘で叡理を押さえ込んだ隊員の中にいたような気がする。

「それで、今日はあんたたちに頼みがあって……。いや、取引だっ。お互いにとって有意義な取引になるはずだっ」

　どこか焦りの見える口調で富倉が喋しやべる。佐嶋はその隣で口を引き結んでいた。

「ううん。『蛇へび神がみ』の正体を公言しないで欲しいって話だろ？　その代わり、君たちもエーリとケイのことは誰にも言わない。そういう取引がしたいわけだ」

　智花が退屈そうに言った。富倉がギクッと身を震わせる。

「な、何で分かった!?」

「簡単過ぎてあくびが出るよ。エーリ、ボクの予想は的中したみたいだ」

　そう言い、自慢げな顔でもたれかかってきた。

　慧けいが「あっ」と小さく声を上げる。

　何な故ぜか妹まで叡えい理りに身を寄せてきた。

「二人とも、何で俺にくっついてくるんだ？　えっと、富とみ倉くらくん、でいいよな？　その取引、伊い切きりは承知しているのか？」

　叡理は富倉に言いながら、視線を佐さ嶋じまにも向ける。彼女はローテーブルに目を落として黙っていたが、「伊切」の名が出た瞬間、眉み間けんに小さく皺しわを寄せた。

「隊長については、今、説得してるところだっ。あんたたちが取引に乗るって言ってくれれば、きっと隊長だって折れるっ」

　富倉が身を乗り出す。

「つまり、まだ説得できていないってことだね。この二日間、君たち総出で伊切くんを説得したけれど、本部への連絡を引き延ばすだけで精一杯だったからボクたちからの後押しを求めてきたってわけだ」

　智とも花かが淡々と言い、再び富倉がギクッとした。

「……だから、何でそこまで分かってんだよ？　どうやって調べやがった!?」

「調べるまでもないよ。事は急を要するんだろうね。朝には伊切くんが決断する。だからこんな夜遅くまでボクたちを待っていた」












「ああ、そうだよ……。そこまで分かってんなら、助けてくれてもいいだろっ？」

「おやおや、取引に来たんじゃなかったのかい？　そんなにあっけなく自分たちの不利を曝さらすのは良くないね。足元を見られるよ」

「ぐっ……」

　すっかり主導権を握られてしまい、富とみ倉くらは悔しそうに口を噤つぐむ。

「カードの切り方が下手だね、富倉くん。交渉事は化かし合いが基本だ。ときには、自分たちが持っていないカードすら持っているように思わせないと」

「……あ、あんたたちだって、正体がばれたら『H.A.W.K.』に、いや、セメディの総力を挙げて追われることになるんだぞっ」

「そうはならないよ」

　苦し紛れの脅しにも、智とも花かは不敵な笑みで応じた。

「君も、体験したんだよね？　エーリの圧あつ倒とう的てきな力を。エーリがその気になれば、君たちの記憶を改ざんすることなんて朝飯前なんだよ。あのときは覚かく醒せいしたばかりってこともあったから大人しく立ち去ったけど、あれから二日経たって、こちらも『王おう』について色んなことが分かった。今なら伊い切きりくんを含めて全員、エーリの操り人形にできるんだよ」

「なっ？　……そんな、嘘うそだっ」

「信じないなら、それでもいいよ。ボクたちに不利益はない。交渉が決裂した時点で、君たち二人をエーリの力で洗せん脳のうしてしまえばいいだけだからね」

「…………」

　富倉が口をパクパクさせ、叡えい理りを見つめる。

　その目には恐怖が宿っていた。

「……やっぱり、そうだよね」

　それまで押し黙っていた佐さ嶋じまが、項うな垂だれたまま口を開いた。

「やっぱり、こんなの良くないんだよ。コウちゃんの言う通り、『H.A.W.K.』本部に事実を話して指示を仰ぐべきなんだ。そうしないと、私みたいな人がまた出てしまうかもしれない……。なるべく早く『ネメシス』について本部から、ううん、セントラル・メディックから説明をしてもらわないと」

「だからっ、それじゃ佐嶋の命が危ないんだって！　俺ら、何度も言ってんだろっ」

　富倉が悲ひ愴そうな顔で訴える。しかし佐嶋は頭を振った。

「仕方ないよ……。これは、私への罰なんだ」

「そんなことねえって！」

　グッと胸を締めつけられる。

　痛いほど、苦しく辛つらい。

　唐突に訪れた感情の揺らぎに、叡理は首を捻ひねった。

　富倉や佐嶋の気持ちは、分かっているつもりだった。

　けれど、この感覚は、何か根本的に違う。

　まるで自分が佐さ嶋じま本人になってしまったかのような。

　彼女自身を苛さいなむ罪悪感や痛み、悲しみ、仲間への感謝と遠えん慮りよ。生きたいと願う思い。そして──

「トモ！　もういいだろ……」

　思わず声を上げていた。

「俺たちは佐嶋さんのことを誰にも言わない。佐嶋さんたちも俺たちのことは秘密にする。その取引でいいじゃないか」

　無機質な目で富とみ倉くらと佐嶋を見ていた智とも花かが、右目を大きく見開いて叡えい理りを見つめた。

「エーリ……。ううん。もう少し状況を有利にしておきたかったんだけど。そうかい。君がそう言うなら、ボクはそれに従おう」

「あ……ごめん。ありがとう。佐嶋さん、俺たちは『蛇へび神がみ』のことを誰にも話さない。だから、生きるのを諦あきらめないでくれ。佐嶋さんが本気で頼めば、伊い切きりも折れてくれるよ」

　叡理のその言葉に、佐嶋が弾はじかれたように顔を上げた。

「きっと、大丈夫」

　力強く頷うなずいてみせる。佐嶋は泣きそうな顔で微笑ほほえんだ。




「トモちゃんは、あの人たちと取引するつもりはなかったの？」

　佐嶋たちを玄関先で見送り、再びリビングに落ち着いたところで慧けいが尋ねてきた。智花は「ううん」と唸うなる。

「彼らの申し出は受けるつもりだったよ、最さい終しゆう的てきにはね」

「でも、そんなふうに見えなかったよ」

　妹は納得いっていないようだ。

「お兄ちゃんの力についても、まだそんなに分かってないはずなのに……」

「あれはハッタリだね。言っただろう？　持ってないカードでも持っているように相手に思い込ませないと」

　智花が悪そうな顔になる。

「そもそも、今回の取引はただの口約束に過ぎない。どちらがいつ裏切ってもおかしくないんだ。だから、出来る限り相手にこちらを大きく見せておかないとね。裏切ったら報復が怖い。そう心理的に束そく縛ばくしておかないと、ボクたちの身が危うくなる」

「トモは相変わらずだな」

「エーリは相変わらずでもなかったね。さっきのあれ、何だったんだい？」

　彼女の鋭い視線が叡理に向けられた。

「あ、ああ……。俺にも、よく分からないんだけど……」

　先程、叡理自身が抱いた感覚については、どうしても上う手まく説明できない。

　一応、二人に話してみたものの、智花からは「随分と佐嶋さんに感情移入したんだね」とどこか冷たく返され、慧からは「お兄ちゃん、誰にでも優しいよね」と何な故ぜか拗すねた顔をされてしまった。

「ともかく、あとは伊い切きりの説得が上う手まくいけば取引成立だ。もうしばらく家で今後のことを考えられる。明後日あさつてには学校も再開するし、頑張っていこう！」

　叡えい理りは無理やりまとめる。

「そうだね。慧けいに必要な血液はシーさんが用意してくれる。学校には行けないけど、そのくらい気にしなくていいよ。中学校レベルの勉強なんてボクが教えてあげるから」

「……うん」

　慧は少し寂しそうだったが、それでも頷うなずいた。

　日光に当たってはいけない「吸血鬼」である限り、昼間、学校に通うことはできない。インターネットはともかく、友だちと直に会えなくなるのは辛つらいだろう。家に呼ぶという手もあるにはあるが、吸血衝動のことを考えるとそれも難しいかもしれない。

　妹と同じ境きよう遇ぐうの友人がいたら心強いのにと思い、叡理はしかし首を振った。

　そんな都合の良い偶然など、起きるはずもない。
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「あー、やっと夏休みだよ。マジ長かったわー」

「こんな暑いのに勉強なんかやってられっかっての」

　七月三十一日。

　夏休み前、最後の授業を終えた教室内の空気は気け怠だるげで、ようやく学校からしばし解放される喜びに、クラスメイトたちは浮ついた気持ちになっている。

　七月半ばに校内で起きた「土つち蜘ぐ蛛も事件」。あの影響でしばらく休校になっていたため、叡理の通っている美作みまさか高こう校こうは授業日程が繰り下がり、八月一日から夏休みを迎える。

　事件から数週間経たち、ほとんどの生徒は元の生活を取り戻したようだ。

「総そう上がみ、夏休みは予定とかあんの？」

　叡理の机に友人の脇わき坂さかが軽く腰掛けてきた。その斜め後ろには市いち川かわもいる。彼は音楽を聴いているらしく、指でリズムを取っていた。

「特にないかな。適当にだらだらするよ」

「お前の親、海外なんだろ？　そっち行ったりしねえの？」

「どうかな……。もしかしたら家を空けることになるかもしれないけど」

「あー、いいよなー。俺も旅行行きてーっ。でも金ねえしなー」

「そんな退屈な日常に、ビッグニュースをお届け」

　市いち川かわが会話に入ってきた。面食らう二人にペン型端末を振ってみせる。

　叡えい理りも脇わき坂さかも端末を起動させた。市川の見ている画面を共有する。

「うおっ！　これマジかっ？」

　脇坂が大声を上げた。

　教室内の数人がこちらを振り向く。叡理は少し焦ったが、脇坂はそれどころでないらしく、市川に迫る。

「ノルニルのゲリラライブって、超レアじゃん！　いつだよっ。どこでやんだよっ」

「落ち着けって。まだネット上の噂うわさ程度なんだって。でも、八月中に何かやってくれんのは間違いなさそうだぜっ。どうよ、楽しみになってきたろ？」

「マジでビッグニュースじゃねえの！　すっげえ」

「ノルニル？　私も気になってるんだよね。プレミアライブがどっかで開催されるとか」

「私が聞いたのは、ライブ中継を全国配信って話だったけど？」

「四月にドームライブ終えたばっかでしょ。そろそろ新曲発表希望だなあ」

　近くの席のクラスメイトまで会話に入ってくる。たちまち十人近くの輪ができて、あれこれと情報交換を始めた。

「え？　何？　ノルニルって……」

　そんな中、完全に蚊か帳やの外になってしまった叡理は、共有された画面を見ながら一人呟つぶやいた。映し出されている画面には、赤、青、緑の衣装を纏まとった三人の美少女が大きく載っており、その左上にはnornirという装そう飾しよく文字がある。

「これが、ノルニル？」

　画面はファンの交流サイトのものだ。そこの掲示板にコメントが延々と並んでいる。叡理は適当にコメントをスクロールさせてみた。

「アイドルグループか……」

「ノルニルはそんな甘っちょろいもんじゃねえよ！」

　呟きを聞きとがめられる。顔を上げると、脇坂が今まで見たことないくらい真剣な表情でこちらを見下ろしていた。

「さおりんはマジで奇跡の歌姫なんだぞ！」

「レア姉、格好良いよねっ」

「そしてティアラちゃんは天使！　異論は認めん」

「っていうか、総そう上がみくん、ノルニル知らないの？　嘘うそでしょ？」

　脇坂に続いてクラスメイトが一斉に喋しやべってくる。皆、ノルニルを知っているのは当然と言わんばかりの態度だ。

「俺、アイドルとか詳しくないから」

「ノルニルをそんじょそこらのアイドルと一緒にすんなっつってんだろ！」

　脇坂が叡理の机をパンと叩たたく。周りの男子も女子も深々と頷うなずいた。

「俺らが生まれる前、アイドル戦国時代っつう時期があったらしい。幾いく多たのグループが覇は権けんを争っていたらしい」

「しかし、その流行も廃れ、アイドル不毛の時代が続いていた昨今。ついに現れた本物が彼女たち、ノルニルなんだよっ」

「そのルックス、ダンス、そして何より歌！　全すべてを兼ね備えたスーパーアイドル！　アイドルオブアイドル！　それがノルニル！」

「総そう上がみ、お前だって歌を聞けばすぐに分かるぜ！　ＣＭ曲とかドラマの主題歌とかいくらでも歌ってるし、一度聞いたら虜とりこにならないわけがないっ」

　周りから熱い語りが飛んでくる。そして市いち川かわが端末を振った。

「とりあえず、こないだ出たばっかの新曲を聞いてみろ」

「あ、ああ……」

　端末からイヤホンを外し、友人のそれと回線を繋つないで曲を再生してもらう。すぐに軽快な音楽が流れ出した。市川が指でリズムを取る。

「お、『Dream→Realize!』じゃん。これもいいよなあ」

「明るい曲なのに、サビがちょっと切ない感じがするところいいんだよねー」

「そうそう。さおりん、ホント歌上う手まいよねっ」

「実はレア姉のハモリが神がかってると思う派です！」

「分かる分かるーっ」

　周りで盛り上がるクラスメイトたち。

　しかし、その声は叡えい理りの耳に届いていなかった。

　彼女たちの歌が始まった途端、体ごと引きずり込まれるような錯覚に陥る。

　出だしから三人の歌声が美しいハーモニーを奏でた。

　アップテンポな曲に勢いのある歌声。

　聞くもの全てを魅み了りようする旋律に叡理は酔いしれる。

　ふらふらと心地よい酩めい酊てい感。

　全身が浮き上がるような気持ちよさに包まれる。

　それから──

「!?」

　叡理は目を見開いた。

　イヤホンを軽く押さえてみる。

　一瞬、何か違和感を覚えたのだが、しかしそれはすぐに消え去ってしまった。

「どうだ!?　すげえだろっ」

　歌が終わるやいなや、市川が勢い込んで尋ねてきた。叡理は急いで頷うなずく。

「確かに、すごい。サビは聞いたことがあった。ＣＭでよく流れてるやつだよな」

「そうそう、それ！　すごいだろ、ノルニル。まだデビューして一年しか経たってねえのに、全国ドームツアーも決定してるんだぜ！」

「ってか、総そう上がみ。いくらなんでも知らなすぎだろ。アイドルに詳しくなくてもノルニルは常識だぞ」

「こいつ、リア充じゆうだから」

「ああー。水み無な月づきさんだっけ？　よく一緒に登校してるよなあ」

　アイドルの話が、思わぬ方向に飛び火した。男子たちが妬ねたみのオーラを放ってくる。

「いや、だから、幼なじみなだけだって……」

　智とも花かとの関係は、いつの間にか周囲にばれていた。恐らく智花がばらしたのだろう。隠すほどのことでもないが、脇わき坂さかたちに冷やかしのネタにされている。

「リア充っていやあ、あいつもだよなあ」

　クラスメイトの一人がチラッとそちらに目をやって口元を歪ゆがめた。

　視線の先には、髪を短く刈った眼鏡の少年がいる。

　自分の席に姿勢正しく座り、不機嫌そうに窓から外を眺めていた。

　伊い切きり公こう平へい。佐さ嶋じまたちが属する「H.A.W.K.」の部隊長だ。

　彼の素す性じようは「土つち蜘ぐ蛛も事件」で生徒たちにも知れ渡り、授業が再開されるなり余よ所そのクラスからも彼を一目見ようと人が集まるほどの有名人になってしまった。

　本人はそのことが気に入らないらしく、以前にまして不機嫌そうに日々を送っている。

「何か、一年の女子の間でファンクラブみたいなもんができつつあるらしいぜ。そんな言うほど格好良くねえだろっ。『H.A.W.K.』の隊長さまか何か知らねえけどよお」

「そういや、フェクター退治は終わったんだろ？　あいつ、何でまだここにいんの？」

「転校してきたときは、すぐ出ていくみたいなこと言ってたのになあ」

「制服もうちのになってるし、まだ居座る気かよ」

　多分に僻ひがみの込められた言葉が飛び交う。

　叡えい理りは、少し前のことを思い出す。

　佐嶋と富とみ倉くらは伊切の説得に成功し、そのことを学校が再開されるなり叡理に伝えてきた。そして「蛇へび神がみ事件」の調査を続行するため、伊切が美作みまさか高こう校こうに残ることも教えてくれた。もちろん調査の続行は本部への言い訳に過ぎず、実際はすぐ側そばで佐嶋のことを監視するためらしいのだが。

　これからどうするつもりなのか、伊切とは一切話をしていない。

　彼自身、今後のことを決められずにいるのではないか。叡理はそう考えていた。

「夏休み前、最後のホームルームやるぞ。席に着けー」

　チャイムとともにベテラン教師の担任が教室に入ってきた。

　クラスメイトたちが自分の席に戻っていく。

　担任は「有意義な夏休みを送るように」と通り一遍の訓くん辞じを垂れた後、自由参加の夏期講習と強制参加の補習日程について説明し、それでホームルームは終わった。

　美作高校は二学期制なので、通信簿が渡されるようなことはない。担任が出ていくなり、解放感が教室中に溢あふれた。

　緩ゆるみきった喧けん噪そうを避けるように、伊い切きりが教室を出ていく。

　その背中を佐さ嶋じまがそっと目で追っていたが、友人に声を掛けられて笑顔で対応する。

　叡えい理りは一つ息を吐いて席を立った。

　他人のことを気にしている場合ではない。自分自身も、今後のことをまだ決められずにいるのだから。




　しかし事態は叡理のことを待ってくれなかった。

「こんばんは、総そう上がみ叡理くん」

　夏休み初日の夜。

　智とも花かを駅まで送り、帰ってきた玄関先で叡理は呼び止められた。

　左手首の腕時計にそっと触れながら、慎重に振り返る。

「どちらさまですか？」

「そんなに警戒しないでくれ。俺たちはセメディの関係者じゃない。君たちの仲間だよ」

　暗がりから二つの人影が現れた。

　似たような光景をつい先日も見たな、と思いつつ目を凝らす。偶然なのか、今回も男女の二人組だった。男の方が前に立って叡理の側そばまで歩いてくる。

「改めて、こんばんは。俺は『悪あく魔ま』だ」

　自ら「悪魔」だと名乗りを上げた男は、髪が真っ白だった。本来の色は銀髪なのかもしれないが、蛍光灯の明かりに反射して白く輝いている。

　見た目は叡理と同年代か少し上といったところ。背は叡理よりも高い。恐らく伊切よりも高いだろう。ただ、伊切と違って体つきは細かった。

「お目にかかれて光栄だよ、王様」

　悪魔はとても爽さわやかな笑顔を見せ、握手を求めてきた。

「そっちの、女の子は？」

　あえてそれを無視し、叡理は彼の背後で物珍しそうに家を見上げている少女を見る。

「彼女は、結ゆい園ぞの千ち夏なつ。中学二年だよ。君の妹さんと同い年だ」

　爽やかな笑顔を崩すことなく手を引っ込め、悪魔は少女を紹介した。

　黒髪を短めに整えた、慧けいと同じくらいの背丈の子である。叡理の方を見るなり、ニッと微笑ほほえんで前に出た。

「こんばんは！　結園千夏ですっ。お兄さんの妹さんが『吸血鬼』なんですよね？」

「!?」

「おいおい千夏。いきなりそんなこと言ったら王様が驚くだろう。すまない王様。思ってることをすぐ口に出す困った奴やつなんだ」

　悪魔が軽やかに笑う。叡理は我知らず眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「ねえ、お兄さん！　早く会わせてっ。私、同世代の『吸血鬼』って初めてなんだ！　すごく楽しみにして来たんだよ」

「君も、吸血鬼なのか？」

「うん！　オラクル『吸血鬼』に感染してまーす。だから、こんな夜にしか訪ねられなかったんだ。ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げられ、叡えい理りは戸惑ってしまう。

　悪い子には見えない。しかし、同行しているのは「悪魔」だという。油断はできない。

「王様。俺たちを警戒する気持ちは良く分かるよ。でも、ここは同類のよしみで家に入れてくれないかな。玄関先で立ち話なんて、誰に聞かれるか分からないし」

　先回りするように、悪魔が提案してきた。叡理は二人のことを交互に見る。

「……分かった。でも、妙な真ま似ねはするなよ」

「もちろん」

「はーい！」

　二人の返事を聞いてから、玄関扉を開ける。

　妹は、自室に戻っているはずだ。もしリビングにいたら部屋に戻そう。そう考えながら客人をリビングへと案内する。室内に慧けいの姿はなかった。ホッと胸をなで下ろし、二人にソファを勧める。

「あれ？　妹さんいないよ。どこかなーっ？」

　ところがリビングを軽く見回すなり、結ゆい園ぞのは勝手に廊下を駆け出してしまった。

「あ、ちょっと！」

「まあまあ、王様。無粋な真似はやめようよ。女の子は女の子同士で話した方が楽しいに決まってる」

　呼び止めようとした叡理の肩を悪魔が掴つかんだ。思いの外、強い力に叡理は振り向く。

「そんなに怖い顔しないで欲しいな。千ち夏なつは慧ちゃんに妙な真似はしないよ」

「馴なれ馴なれしく慧の名前を口にするなっ」

　相手の手を払いのけ、睨にらみつける。悪魔は肩をすくめておどけてみせた。

「気分を害したのなら謝るよ、王様。千夏のことは大目に見てやってくれ。あれも本心では寂しがっていたんだよ。周りに同じ境きよう遇ぐうの子がいなかったからね」

　悠ゆう々ゆうと悪魔はソファに腰を下ろす。「君も座りなよ」とまるで自分の家であるかのように勧めてきた。

「……名前を聞いてなかったな」

「名乗るほどの者ではないよ。俺のことは悪魔と呼んでくれ」

「そっちは俺の名前を知っているのに、不公平じゃないか？」

「分かったよ、王様。俺は君の名前を口にしない。王様とだけ呼ぼう」

「論点がずれてるぞ」

「いいねえ。頭の回転が速そうだ。そういう相手が欲しかったんだよ」

　悪魔は長い脚を組み、楽しそうに笑う。

　このまま押し問答を続けていても無駄だと悟り、叡理はソファに座った。

「それで、何の用だ？」

「これからの世界について、王様と打ち合わせたいと思って来たんだよ」

　悪魔が軽く腕を開いた。

「俺たち新世代ネクストの『王おう』に無断で、これからのことを決めるわけにはいかないからね」

「新世代？　王？　これからのこと？　何を言ってるのか、さっぱりだ」

「おっとっと、王様。ずるいなあ。『新世代ネクスト』と『これからのこと』は確かに初耳かもしれないけど、『王』はよくご存じのはずだ。知らない振りしないでくれよ」

「いや、本当に知らない。何で君は俺のことを王様なんて呼ぶんだ？」

　叡えい理りはとぼける。これで「知ってる」「知らない」の水掛け論になってしまえば、この悪魔を追い払うことができるかもしれない。

「いやあ、これはまいったなあ。俺って割と人から信用されやすい方なんだけど、さすが王様はガードが固いね。本当にありがたいよ」

　ところが悪魔は屈くつ託たくなく笑い、嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「それでこそ、王様だ。俺たち新世代の頂点に君臨すべき御お方かた。ええと、そうだな。どこから話そうか。うん。まず、俺が主宰している新世代コミュニティのことからにしよう。少し長くなるけど。お付き合いお願い致しますよ」

　芝居がかった口ぶりで告げると、悪魔は手首を返して、どこからともなくペン型携帯端末を取り出した。

「受信許可してほしいな」

「……どうぞ」

　叡理はセキュリティ設定をＭＡＸにし、さらに閲えつ覧らん限定で受信を許可する。

　目の前にＳＮＳのホーム画面が映し出された。

　ＷｉＮＧというタイトルがついている。「World in Next Generation」の略らしい。

「立ち上げて、ざっと三年になるなあ。今ではメンバー数五〇〇人を超える規模にまで成長した。主催者としては嬉しい限りだよ」

「五〇〇？　メンバー全員がフェクターなのか？」

「もちろん。俺が一人一人直接会って確かめたから間違いないよ。……ああ、ちなみに海外在住のメンバーもいるからね」

　悪魔がこちらをチラリと見た。明らかに叡理の反応を窺うかがっている。

「新世代コミュニティ『ＷｉＮＧ』を作ったお陰で、新世代同士の連携は随分としやすくなったんだ。しかも新世代は様々な職種の人がいるからね。情報収集に長たけている人や実行力のある人、なかには資産家なんてのも」

「皆で力を合わせて身を守まもっている……」

「そういうこと！」

　悪魔が指をパチンと鳴らした。

「王様も妹君も、オラクルに感染したばかりのときは酷ひどく狼狽うろたえたよね。そんな人たちを支援していく。そのためのコミュニティなんだよ。分かってもらえて嬉うれしいな」

「…………」

「さて、俺たち新世代ネクストが生きていく上で、どうしても障害となる存在がある。王様にはそれが何か分かるよね。『H.A.W.K.』だ。奴やつらは俺たちを問答無用で殺しに来る。表向きは新世代の捕獲だとか言っているけど、ようするに人殺し集団だよ。ＷｉＮＧ参加者の中にも、奴らに殺されたものがいる。悲しいことに」

　悪魔は目を閉じてゆっくり首を振った。

「旧世代オールドは、特に頭の固い年寄り連中は理解していないんだ。元から理解する気がないのかもね。俺たちが同じ人間だってことを」

　叡えい理りは少し驚いた。

　悪魔の口から、安あん西ざいと同じ台詞せりふが出てくるとは。

「新世代が平穏に生きていくためには、不本意なことに『H.A.W.K.』と、ひいては大本であるセントラル・メディックと事を構えなければならない」

「一気にきな臭くなってきたな」

「その通りだね。否定はしないよ。だけど、あくまで自衛のためだ」

「それについて深くは聞かない。それより、話が逸それてないか？」

「ああ、すまない。回り道が過ぎたかな。つまり、俺たちは生き残るために連携して情報を集め、生存確率が上がる行動を取っているって話だ」

「それは分かった」

「実は、新世代の中に警察関係の人もいてね。セメディの内部情報も含め、かなり精度の高い情報を入手できているんだよ。その中に、天てん満ま博士が密ひそかに残したっていう『王おう』のオラクルと、彼の息子の情報があったんだ」

　緊張感が高まる。

　悪魔の表情はまだ柔らかいが、声音には核心に迫る強さがあった。

「新世代にとって天満博士は生みの親、いや、神に等しい存在だ。その息子がどこかにいる。そして『王』と呼ばれる謎なぞのオラクルが存在しているかもしれない。これは、とても重要な事実だ。是非、天満博士の息子を見つけ出したい。できれば『王』のオラクルも」

　叡理の手の平が汗ばむ。気取られないよう、相手の目を見つめ続けた。

「ただ、セメディは天満博士の息子の顔も名前も知らなかった。奴らにできたのは、せいぜいがネットに噂うわさを流して煽あおり、天満博士の息子が炙あぶり出されるのを待つだけ。

　そこでＷｉＮＧメンバーと知恵を出し合った。そして一つの案を試してみたんだ。まず天満博士の写真を探す。それもなるべく鮮明で若い頃の写真を。それから画像加工の上う手まいメンバーに加工を施してもらい、『天満博士の息子』の予想写真を作ってもらった」

　悪魔が端末を操作する。

　叡理の目の前に、叡理の顔写真が現れた。

「これって……」

　思わず声が出る。

　よく見ると、自分の写真ではないことが分かった。顔かたちに多少の違いがあり、服も見慣れないものを着ている。

「驚いてくれて嬉うれしいよ。俺も、今日こうして君に会えて、予想精度の高さに感動しているんだ。この写真を、メンバーを通じて他の新世代にもばらまいたんだよ。この人物に会えたら連絡して欲しいってね」

「……これを使って、俺を見つけたのか？　でも、俺が遭遇したフェクターで、そんな情報を流せた人なんて……」

　思い返してみても、心当たりがない。叡えい理りが遭遇したオラクル感染者は、慧けいを除くと「狼おおかみ男おとこ」、「土つち蜘ぐ蛛も」、「蛇へび神がみ」の三人だけだ。そのうち二人は死んでいる。唯一、生き残っている「蛇神」も正体は佐さ嶋じま。彼女が叡理の情報を洩もらしたとは考えにくい。

「気づかなかったのも無理はないよ。ところで王様。つい最近、狼男に襲われたよね」

「……ああ」

「通報を受けて駆けつけた警官まで殺された、恐ろしい事件だった。でも、あれの報道をテレビでもネットでも何でもいいけど、見たことはあるかな？」

「……ない、な」

　そのことは以前、智とも花かも気にしていた。何らかの理由で報ほう道どう管かん制せいが敷かれているのではと彼女は言っていたが。

「あれ。報道しないよう圧力をかけたのは、うちのメンバーなんだ。あの狼男、名前は何て言ったかな？　忘れた。まあ、とにかく彼の記憶から面白い情報が手に入ってね。ようするに君の姿なんだけど」

　絶ぜつ句くする。

　まるで何でもないことのように言っているが、悪魔の発言には幾つもの信じられないような事実が含まれていた。

　七月頭の夜。叡理たちを襲った狼男が、悪魔と間接的に繋つながっていたこと。

　死体から記憶を読み取る能力を持っているオラクル感染者がいること。

　そして、報道管制を敷くよう圧力をかけられる立場のメンバーがいること。

　疑問が一つ解ける。

　狼男が、どうして叡理の顔を見るなり、あんなことを言ったのか。

「君のことを見つけたら、あとはそんなに難しくなかったよ。俺たちの力を駆使すれば、この間の『蛇神事件』のことだって詳細に知ることができた。俺たちは、ちゃんと知っているんだ。君が王様だってことを。新世代の『王おう』だってことを」

「…………」

　さすがに反論できなかった。

　せめて迂う闊かつな発言を避けるため、叡理は口を噤つぐんだ。

「さて、王様の疑問に答えたところで、本題に移ろうじゃないか」

　悪魔は叡えい理りの心を見透かすように、話を先に進める。

「新世代ネクストのこれからについて、有意義な話し合いをしよう。王様」

　爽さわやかな笑顔が、今は実に憎たらしく見えた。

「これからって……まさか、『H.A.W.K.』を潰つぶすとか言う気じゃないだろうな？」

「王様！　そんな、旧世代オールドみたいな発想はやめてくれよっ」

　悪魔が手を叩たたいて大笑いをする。

「俺たちを『フェクター』だとかいって排除しようとしてる、あんな前時代的な発想しかもっていない連中と一緒にされるのはイヤだなあ。王様、現実は『新世代対旧世代』みたいな単純な構図じゃないんだよ」

「構図？」

「今のところ、新世代コミュニティで最大のものはＷｉＮＧだ。でも、たかだか五〇〇人程度。それなのに、この五〇〇人の間ですら意見が一致するのは稀まれなんだよ」

　笑いを引っ込めると、悪魔は淡々と語り始めた。

「新世代と一ひと括くくりに言っても、オラクルには幾つも種類があって、その数だけ俺たちには違いがある。俺は俺と同じ『悪あく魔ま』にまだ会ったことがないし、そもそもいるのかどうかすら分からない。千ち夏なつだって同世代の『吸血鬼』に会うのは今日が初めてだ」

　叡理は慧けいの部屋の方を一いち瞥べつする。

　あれから随分と静かだ。慧は結ゆい園ぞのを中に入れたのだろうかと、少し気になった。

「感染したオラクルが違うと、生活スタイルも違ってくる。考え方も違えば、当然、意見も違う。そんな奴やつらがとりあえずざっくりと集まっている互助のための集団というのがＷｉＮＧの本質だよ」

「……緩ゆるやかな連帯って感じか。主宰者の君にも、特に従う義務はない？」

「もちろん。俺たちはあくまで一人一人自由で対等な存在だ。だから仲間内で、もめ事も起こるし、コミュニティに加わっていない連中との小競り合いなんてのもある。その辺りは、情けないことに旧世代と同じなんだよ。

　なあ、王様。世の中の争いの九割方は、自分と他人との違いを受け入れられないせいで起きていると思わないか？　『みんな仲良くできる』だとか『誰とでもわかり合える』だとかいうクソみたいな幻想に取り憑つかれている連中こそが、『仲良くしたがらない奴』を叩き、『わかり合おうとしない奴』を吊つるし上げて喜んでいる。自分の卑ひ小しような尺度でしか測れないくせに、それに当てはまらないものに出会ってしまうと、その存在そのものを否定して、この世から消し去ってしまおうとする。

　実に愚かしいよなあ。いい加減、認めればいいのに。『この世にはどうしても仲良くできない奴がいる』ってことを。『到底、わかり合えない存在がある』ってことを。それを認めて受け入れさえすればいいんだ。それだけで、けっこうな数の争いが減ると思うね」

「……言いたいことは分かる。君は、フェクターの存在を、人権みたいなものを、社会に認めさせたいんだな？」

「ああ、いいね。察しが良くて助かるよ。そう。そういうことだ。言ったろ？　俺たち新ネ世代クストは旧世代オールドと同じ人間なんだって。だったら、今の状況は異常だ。社会が人殺しを推すい奨しようしていて、何の罪もない人々が一方的に虐殺されているんだよ」

「一方的にっていうのは、どうかな……」

「ああ、分かってる。新世代の中にも殺人を楽しんでいる異常者がいる。でも、それは本人の問題であって、俺たち全体の問題じゃない。一人、罪人がいたら、同じ組織の人間は全員罪人ってことになるのか？　それこそ暴論だろ？」

「それは確かに暴論だ。ただ、一つ確認しておきたい。今から二年前だ。都心部で起きた『悪魔事件』の犯人は、君だよな？」

　悪魔の目が、キュウッと細められた。

「他の『悪あく魔ま』だって可能性は？」

「君自身が言ったんだ。自分以外の悪魔は、いるかどうかすら分からないって。五〇〇人ものメンバー一人一人と直接会うほどの行動力を持っている君が、ある意味で最も有名な存在であり、自分と同じオラクルに感染している『悪魔』を捜さがしていないはずがない。もし、それをしていないというのなら、それは君自身が、その『悪魔』だからだ」

「素晴らしい！」

　悪魔が両腕を大きく広げて叫んだ。

「俺が『悪魔』だと名乗っているのに、二年前の事件について何も聞いてこないのは何な故ぜなのかと気になっていたんだよ。俺が言い逃れできないよう、決定的な発言を待っていたんだね。王様、君は本当に面白そうだ。だから、敬意を表して正直に答えよう。

　そうだ。俺が、あの事件の犯人だ。

　俺にとって、オラクルは神の啓けい示じだったよ。神に導みちびかれ、俺は進化を遂げた。だから、この力で何を為なせば良いのか、それを知るために実験を行った。自分に出来ること、出来ないこと。それを確認するために少々暴れさせてもらった」

「ふざけるな！」

　叡えい理りは反射的に立ち上がっていた。

「さっきから被害者ぶって白々しいことを並べていたけど、君が一番の異常者だ！」

　悪魔が心底楽しそうに口の端はしをつり上げる。

「ひどいなあ。そこまで言わなくてもいいじゃないか。何ごとにも犠牲はつきものだよ。あれから色んな実験を行った。そのお陰で、セメディが世間に発表している情報がどれだけ嘘うそまみれなのか知っているし、あいつらもまだ知らないだろう事実も知ることができた。その成果はＷｉＮＧの皆で共有しているよ」

「それで許されるとでも思っているのか？」

「許される？　悪いけど、そんなものに興味はない。俺は『悪魔』だよ。他人に許しを乞こう悪魔なんかいるわけないだろう。王様、少し落ち着きなよ。ここで俺を糾きゆう弾だんしても実りある話し合いにはならない」

　まさに悪魔的な冷静さで、悪魔は叡えい理りに座るよう促した。

「色んな実験を行ったお陰でね。俺は俺たち新世代ネクストが人間であるという確信を得えることができたんだ」

「確信？」

　ソファに座り直しながら、叡理は油断なく相手を観察する。

「王様。混血動物というのを知っているかな。家畜の品種改良で行われる交雑なんかもそうだけど、レオポンやライガーなんて聞いたことないかい？　ようするに分類上、異なる動物同士を交配させて生まれてくる動物のことだ」

「少しは、知っている」

「実は異種間交配というのは非常に難しくてね。ほぼ不可能といってもいい。生物というのは同種のものとだけ交配し、子孫を残すことができる。色んな要因があって、そういうふうに作られているんだ。だから犬と人間が性交しても子どもはできない。狼おおかみとセックスしたら狼男が生まれるなんてことはあり得ないわけだ」

　軽く笑い飛ばし、悪魔は「しかし」と続けた。

「人間同士なら、当たり前に子どもができる。人種がどうのと騒いだところで、どこの国の奴やつとヤっても子どもはできるんだ。それはつまり、ヒトが皆、非常に近い種で構成されているという証明でもあるよな」

「まあ、そうだな……」

「少し前、俺は旧世代オールドの女と新世代の『狼おおかみ男おとこ』、ああ、この場合は『狼おおかみ女おんな』と言った方がいいな。ま、とにかくそいつらを孕はらませたんだ」

　あまりに軽い調子で、悪魔は衝撃的なことを口にした。

「ちなみに、無理やりとかそういうことはしてないよ。自分で言うのもなんだけど、俺ってモテる方でね。俺とヤりたい女には事欠かなかったから。で、どうなったと思う？」

「どうって……生まれたんだろ？　君の、子どもが」

「そう！　そうなんだ。何の問題もなく生まれたんだよ。しかも、旧世代に生ませた子は娘だったんだけど、俺そっくりでね」

　そこで悪魔がニヤリと意い味み深しん長ちような笑みを浮かべる。

　叡理は思わず尋ねていた。

「君そっくりって……どっちの姿に似ていたんだ？」

「もちろん、悪魔の姿にだよ」

　悪魔の笑みが深くなる。

「背中に小さいながらも羽まで生えていて、産婦人科医もビックリだ！　いやあ、あれは面白かった。それから狼女の方は、彼女そっくりだったんだ。ちなみにこっちは息子だったから、無事、狼男の誕生というわけだ」

「……オラクルは、遺伝するのか」

「それはそうだろう。インフルエンザみたいなウイルスとはものが違うんだよ。それで俺は確信したんだ。俺たち新世代ネクストは間違いなく人間なんだってね。ああ、ヒトって言った方が生物学的に正しいのかな？　いずれにしても、ヒトと交配して子孫を残すことができる種は、俺の知りうる限りヒトしかいない。

　ついでに言っておくと、昔、チンパンジーとヒトの子を作る実験なんてものも行われたらしいね。でも、遺伝子的にはヒトと１％程度しか違わないっていうチンパンジーとの交配すら、上う手まくはいかなかったんだって」

　悪魔は大おお仰ぎような身振りで自分の胸に手を当てた。

「王様。俺たち新世代は人間だ。人権があってしかるべきだ。でも、今の社会は俺たちを排除しようとしてばかりいる。これは正されるべきだよね」

「でも、『H.A.W.K.』を潰つぶす気はないんだろ。一体、何をする気なんだ」

「至極真っ当なことだよ。民主主義社会の原則といってもいいね。ものごとは多数決で決められる。メジャーなグループがマイノリティを従わせる。所しよ詮せんは数の暴力と嘯うそぶいてもいいけれど、それはそれとして、俺も民主的に新世代の権利を主張しようと思う」

「選挙にでも出るつもりか？」

「あはははは！　王様は面白いことを思いつくねえ。確かに、それも試してみたくはあるなあ。ただ、今のままだと当選はおろか立候補した途端、『H.A.W.K.』が押し寄せるよ。それに、オラクルの平均感染率は十万分の一だ。この日本でも、せいぜい千人いるかどうかってところだね。これじゃとても票を集められない。

　ちなみに新世代の年齢内訳なんだけど、明らかに十代、二十代に偏かたよっているんだ。五十代以降はガクンと人数が減る。感染経路の影響もあるのかもしれないけど、新世代は若者が多いんだよね。だからこそ、新世代と名づけてみたってのもある」

「君も、十代なのか？」

「さあ、どうだろう？」

　叡えい理りのジャブは軽くかわされる。

「そこで俺は、パンデミックを起こすことにしたんだ」

「パンデミック？　オラクルはすでに世界中に拡散されているだろ？　今更……」

「いやいや王様。世界中に拡散なんていってるけど、実際は大したことないよ。セメディが警告を発してから大半の人が警戒しているし、この世にはＰＣや携帯端末に全く縁のない生活をしている人々の方が多いんだ。もっともっと多くの人に、オラクルを視聴してもらわないといけない。そして新世代の数を増やすんだよ。

　数が増えるっていうのは、つまりマイノリティから脱するということだ。新世代が勢力を伸ばしメジャーな存在になれば、『H.A.W.K.』は蛮ばん行こうを止めざるを得えなくなる。罪なき同胞たちが理不尽に殺されることもなくなるんだ」

「理屈は分かる。だけど、やり口が乱暴過ぎるだろ。望んでいないのにオラクルに感染してしまって、それで辛つらい思いをしている人だっているんだ……」

「君の妹さんのことかな？　それとも、佐さ嶋じまとかいうクラスメイトのことかい？」

「どっちもだよ」

「だけど、彼女たちの苦しみの大半は、自分たちの存在が社会に認めてもらえないところから来るものだろう？　もし『吸血鬼』のための献けん血けつシステムが存在する社会だったら？　『蛇へび神がみ』のために『食用の人間』を用意できる世の中だったら？」

「人数が増えたからって、そうなるとは限らない。混乱に拍はく車しやをかけるだけかも」

「そう。だからもう一つ、必要なものがあるんだ。絶対的な指導者だよ。古こ今こん東とう西ざい、革命や独立運動には必ず強いカリスマ性をもった指導者が現れて人々を導みちびいてきた。俺たち新ネ世代クストにも、絶対的な力を有する指導者が必要不可欠だ」

　悪魔が身を乗り出し、蠱こ惑わく的てきな眼まな差ざしで囁ささやいた。

「君のことだよ、王様。君が、俺たちの頂点に君臨するんだ」

「……そういうのは君自身がやればいいんじゃないか？」

　叡えい理りの切り返しに、悪魔はゆるゆると頭を振る。

「俺は悪魔だからね。扇せん動どう者しやにはなれても、指導者にはなれない。現に、ＷｉＮＧひとつまとめられないでいるんだ。やっぱり、頂点に立つのは『王おう』であるべきなんだよ」

「買いかぶりだ……」

「もちろん、君だけに負担はかけない。俺が全力で支援する。ＷｉＮＧの皆も王様になら喜んで力を貸すだろう。是非、新世代の王として皆を導いて欲しい」

「……悪いけど」

「断るつもりなんだろう？」

　機先を制するように割り込み、悪魔がニタリと笑った。それから小首を傾かしげる。

「王様。俺がここに来た意味くらい理解できているよな？　俺は王様と妹さんが新世代だってことを知っているんだよ。この情報をセメディに流すこともできる」

　ようやく悪魔が本性を垣かい間ま見せた。

　そう感じ、叡理は気け圧おされないよう下腹に力を入れる。

「脅しか。そっちがその気なら、こっちも容よう赦しやしないぞ。俺たちのことを知っているんなら『王』の力がどれほどのものかも理解しているよな？」

　意識して目つきを鋭くした。

　悪魔がひょいと肩をすくめる。

「もちろん、理解しているよ。だから保険をかけておいた。俺が無事に戻らなければ、セメディに君たちの情報を流すよう指示してある。君が俺にどんなことをしても、その痕こん跡せきは必ず残るよ。それが判明した時点で、指示は実行に移される」

　大きく腕を広げ、「さあ」と悪魔は言い放った。

「破は滅めつの道を選びたいなら、今すぐ俺を好きにするといい！　王様の決断なら、俺は喜んで受け入れよう」

「…………」

　歯を食いしばり、なるべく悔しさを顔に出さないよう努める。やはり、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。












「……ねえ、王様。もっと平和的な方法で決めないか？」

　こちらが動かないのを確認して、悪魔が片かた眉まゆを上げる。仕切り直すように軽く手を打ち合わせた。その手の平の間から一いち葉ようの写真が現れる。

「さっき言っただろう？　パンデミックを起こす予定だって」

　叡えい理りに向けてローテーブルの上を滑らせた。

　滑ってきた写真を指で止めて覗のぞき込む。叡理は目を見張った。

「この人たち……」

　赤、青、緑の華やかな衣装。

　楽屋らしき部屋で、椅い子すの後ろに並びこちらに笑顔を向けている三人の美少女。

　つい先日、脇わき坂さかたちに教えてもらった人気絶頂だというアイドル。

　ノルニルがそこに写っていた。

「王様も知っているようだね。今、大人気のアイドルグループ、ノルニルだ」

「……彼女たちを、どうする気だ？」

「セイレーンって知っているかな？　元はギリシャ神話だったと思うけど、その歌声で船乗りを魅み了りようして船を難なん破ぱさせる怪物だ。実は、オラクルにも『セイレーン』という種類があるんだよ。その歌声には、とてつもない強制力がある」

「……まさか、この三人の中に『セイレーン』に感染している人がいるのか？」

「写真の中の一人が『セイレーン』だよ。今度、彼女たちにライブ映像の日本全国一斉配信を行ってもらう。その映像にオラクルを仕込んでね。これならたくさんの人が観みてくれるだろう？　特に十代、二十代に食いついてもらいたい。俺たちが所有しているオラクル全すべてを映像に乗せるから、どれか一つにでも感染してもらえれば万ばん々ばん歳ざいだね」

「そんなの……混乱を巻き起こすだけだっ」

「だから、このライブ配信終了後に、新世代の王のお披ひ露ろ目めをしたいんだよ。そのときは是非、妹さんにもご登場頂きたいね。王様の側そばにはお妃きさき様がいた方が場が映える」

　悪魔が嬉き々きとして、とんでもないことをつけ加える。

「断固、拒否する。俺はまだしも、慧けいを巻き込むのは絶対に許さない！」

　今度は完全に相手を睨にらみつけた。ところが悪魔は余裕の表情で返す。

「仕方ないなあ。それじゃあ、俺も一緒に顔出しするよ。三人で新世代の皆に結束を呼びかけよう！　全世界の新世代よ、立ち上がれ！　ってね」

「だから、そういうことじゃっ……」

　そこで叡えい理りは気づいた。気づいてしまった。

　この悪魔は、端はなから交渉をする気がない。

　最初に無む理り難なん題だいをふっかけ、それを断られたら妥だ協きようした振りをし、本来の要求を提示して相手に呑のませる。それが交渉術の基本だ。

　先程の「叡理と慧に新世代の王として顔出しして欲しい」という要求に対し、叡理は「妹を巻き込むな」と返した。本来ならここで「じゃあ、王様一人だけでいいよ」という「妥協案」を提示するはずなのだ。

　ところが悪魔は「俺も顔出しするよ」という見当外れな提案をしてきた。当然、叡理はそれを呑むわけにいかない。結局、「慧の顔出し」は残ったままなのだから。

　目の前の白髪悪魔は馬鹿ではない。初めから叡理と交渉をする気がないのだ。叡理が絶対に断ることを前提に話をしている。

　一体、何のために？　という自問には、存外に早く答えが出た。

　先程、悪魔は「平和的な方法で決めよう」と口にした。

　つまり、その「平和的な方法」を実行に移したいのだ。その前に、叡理と悪魔の間で合意が為なされては都合が悪いのだろう。

「……平和的な方法ってのは、何だ？」

　叡理の問いに、悪魔が軽く口笛を吹いた。

「そう。その言葉が聞きたかった。俺と王様でゲームをしよう。王様が勝ったら、俺は潔いさぎよく引き下がるよ。その代わり、俺が勝ったら王様は俺の言うことを聞く。どうかな？」

「どんなゲームだ？」

「とてもシンプルなゲームだよ。ノルニルの中から『セイレーン』を見つけ出して欲しい。ライブ配信前に見つけることができたら、王様の勝ちだ」

「もっと具体的にルールを決めようか」

「いいね。そうだな……それじゃあ」

　悪魔が人差し指を立てた。

「一つ。俺とＷｉＮＧメンバーは、ノルニルを除いて誰も王様の邪魔をしない。ゲームの行方をあくまで傍ぼう観かんする。

　一つ。王様はライブの配信準備自体を邪魔してはいけない。メンバーを拘束したり、他のスタッフに危害を加えたりするのは反則だよ。

　一つ。王様がライブ前に『セイレーン』を見つけることができたなら、俺は潔いさぎよく負けを認めてライブの日本全国一斉配信を中止する。もちろん、お披ひ露ろ目めもなしだ。

　一つ。王様が負けたとき、ライブ配信を止めるような真ま似ねをしてはならない。ライブ終了後、ノルニルメンバー及びスタッフに危害を加えることも禁止だ。

　そして最後の一つ。『セイレーン』を指摘できるチャンスは一回だけ。そこにある写真を『セイレーン』だと見なした相手に突きつけてくれ。

　以上の五つに抵触しない限り、何でもありってことで、どうだい？」

「分かった。そのルールで構わない」

「随分とあっさり受けてくれるんだね」

　さすがに予想外だったのか、悪魔は目を細める。

「もっと俺から聞き出しておいた方が良いこともあるだろうに。それとも、何か必勝の策があるのかな？」

「いいや。今はきっと、君の手の平の上なんだろうと思っているだけだ」

　叡えい理りは緩ゆるく首を振った。

「君は俺に教えておきたいことは全すべて提示したはず。逆に、教えたくないことはどんなに聞き出そうとしても言わないだろ。口を滑らせるようなミスをするとも思えない」

「いやいや、買いかぶりだよ王様。俺はそんなに大したもんじゃない。まあ、そうだな。俺は王様と敵対するつもりは微み塵じんもないんだ。だから王様との会話の中で嘘うそは一つも言っていないと断言できるし、ルールもきちんと守まもる」

　そう言うと、悪魔はソファから立ち上がった。

「さてと。そろそろ失礼させてもらおうかな。王様、会えて本当に良かった」

　叡理もソファから立ち上がったところで、悪魔が握手を求めてくる。

　それに気づかなかった振りをして、叡理はリビングのドアを開けた。慧けいの自室へ目を向ける。あの吸血鬼の少女を呼んでこなければならない。

「ああ、千ち夏なつは呼ばなくていいよ。あれは帰りたくなったら自分の意思で帰るだろう。それじゃ、王様。また近いうちに」

　叡理が声を掛ける前にそう言い、悪魔は一人でさっさと玄関を出る。

　確実に立ち去ったことを確認するため、叡理は玄関先まで彼を見送り、悪魔の背中が夜の闇やみに溶けて見えなくなってから家に入った。

　玄関扉に鍵かぎを掛ける。

　大きく息を吐いた。扉に凭もたれてしまう。

「何だったんだ、あいつ……」

　自覚していた以上に緊張していたようだ。どっと疲れが押し寄せてきた。

「どう思う？　トモ」

『ううん。かなりの曲くせ者ものだねえ』

　腕時計から智とも花かの声が聞こえる。

　玄関先で悪魔に呼び止められたときから、回線を繋つないでおいたのだ。会話は全すべて彼女も聞いている。

『細かい話は後でするとして、ひとまずケイのところに行った方が良いんじゃないかな。結ゆい園ぞの千ち夏なつっていったっけ？　彼女の動向が気になるよ』

「そうだな。じゃ、また後で」

　叡えい理りは気を引き締め直し、妹の部屋へと向かった。

　随分と静かだが、中から人の気配は感じる。

　叡理はドアの前に立ち、ノックしようと腕を上げた。

「キャーッ！」

　そのとき、室内で甲高い声が上がった。
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「慧けい!?」

　叡理は慌てて妹の部屋に飛び込んだ。

「大丈夫かっ？」

「キャーッ、可愛かわいいーっ。慧ちゃん、けっこう大胆なんだねーっ」

「…………」

「この辺とか、ちょっと透けてるしー。可愛いデザインなのに実はセクシーみたいなっ」

「…………」

「こんな下着つけて、一体誰に見せるつもりなのよー。このこのっ」

「…………」

　部屋の中では、二人の少女が下着姿で立っていた。

　結園が慧に背中から抱きつき、彼女の下着を品ひん評ぴようしている。慧は顔を真っ赤にして恥ずかしそうに身を縮めていた。

「いや全く、慧ちゃんってば本当は……あれ？　お兄さんっ？」

「!?」

　そこで叡理に気づき、結園がこちらを向いて目を見開く。

　その言葉にビクッと反応し、慧けいも叡えい理りを見た。

　たちまち、あわわわわと震えだす。

「お兄ちゃん……」

「イヤーッ！　お兄さんのエッチぃっ！　首、ねじ切りますよーっ！」

「ご、ごめんなさい！」

　結ゆい園ぞのの悲鳴に急いでドアを閉める。

　中からは更に怒りの声が飛んできた。

　叡理はドアに背を預けて廊下に座り込んでしまう。

「ごめん！　悲鳴が聞こえたから、何ごとかと思って」

「そんなこと言って、狙ねらってやったんでしょー。お約束の展開じゃないですかっ」

「狙ってないよ！　本当に、慧が心配で思わず開けちゃっただけなんだ！」

「えーっ……。妹が心配とか、お兄さんシスコンですかー？」

「シスコンって……いや、その辺は何というか……」

　結園は軽い気持ちで言ったのだろうけど、叡理にとっては答え難にくい質問だった。

「ちょっと、そこで黙んないで下さいよっ。シャレになんないですよっ。……慧ちゃんも何でそんなに恥ずかしそうにしてんのっ？　見られたの、お兄ちゃんだから別にいいじゃん！　むしろ私がショックを受ける場面だよっ」

「……千ち夏なつちゃんが原因でしょぉっ」












　騒がしい結ゆい園ぞのの声に混じって、妹のか細い声が聞こえる。今すぐ飛び込んで土下座でも何でもしたい気分だが、まだ服を着ていない可能性があるので迂う闊かつに動けない。

「な、なあっ。そろそろ入ってもいいかな？　ちゃんと謝りたいし」

「えーっ？　どうしよっかなー。お兄さん、私に欲情して襲いかかるつもりじゃないですかー？」

「ああ、それは絶対にないから安心してくれ」

「ちょっ、それってどういう意味ですか!?　何だか屈辱ですっ」

「知らないよっ。とにかく、もう入っても大丈夫か？　慧けい？　いいか？」

　最後だけ優しく尋ねる。

　ドアの向こうでは結園がむくれているようだが、それは無視して、慧の「いいよ」という囁ささやき声だけを聞き取った。

「じゃあ、失礼します」

　そっとノブを回し、ドアを開ける。

　Ｔシャツに短パン姿の結園が腰に両手を当てて膨れ面をしていた。

　その隣には、少し顔を伏せてもじもじと胸を隠している慧。

　チラチラと上目遣いで叡えい理りの方を見てくる。

「慧、ごめんっ。その、悲鳴が聞こえたから、ついっ」

　顔の前で手を合わせて謝った。

　たちまち胸の奥に羞しゆう恥ち心しんが湧わき上がる。ものすごい恥ずかしさと、少しの喜び。それが混ざり合って変な高こう揚よう感かんを生み出してしまう。

　ん？　この感覚は……。

「お兄さん。私にも言うことはないんですかっ」

　結園が、今度は腕組みしてこちらを睨にらんでいた。

「結園さんも、ごめん。でも、何であんなことになってたんだ？」

「えーっ？　知らないんですかー？　最近の女子中学生は、友だち同士で下着の見せっこするのが流は行やりなんですよ」

「そう、だったんだ……。って、さすがに嘘うそだろっ」

「ヤだ、お兄さん妄想しましたー？　キモイですね！　死んで下さい！」

「よし。お前、さっさと出ていけ」

　叡理は親指を立ててクイッと外を指し示す。

「そんな冷たいこと言わないで下さいよー。せっかく慧ちゃんと楽しくお喋しやべりしてたんですからっ。私たち、もうすっかり友だちなんです！」

　そう言って結園は慧に抱きつく。

　嫌がるかと思いきや、妹はまんざらでもなさそうだ。恥ずかしそうにしながらも、その口元には微かすかに笑みがある。

「……あまり変なことはしないでくれよ」

「変なことって何ですかー？　お兄さん、今、エッチぃこと妄想したでしょ！」

「あのなあっ。……もういいや。それより悪魔は帰ったぞ。君は帰らなくてもいいのか？　随分、遅くなってるし、家の人が心配するだろ」

　時刻はすでに十一時を回ろうとしていた。

　しかし結ゆい園ぞのは平気な顔で答える。

「大丈夫ですよ。悪魔とか別にどうでもいいし。家族とはもう随分会ってないし」

「…………」

「アハハ！　そんな顔しないで下さいよー。今はＷｉＮＧのメンバーと楽しくやってますからっ。あ、でも正直言うと、私、悪魔のこと好きじゃないんですよねー。あいつ、自分のことイケメンだと勘違いしてますし！」

「君は、家を出て悪魔のコミュニティメンバーと生活しているのか？」

「そうですよ。……こんなんなっちゃって、ちょっと色々あって家にもいられなくなって、フラフラしてたところを拾ってもらった感じですねー。だから学校行ってません！　中学校を自主退学とか、格好良くないですか？」

　軽い調子で喋しやべり、アハハハハと笑う彼女。

　しかし、叡えい理りにはとても笑えなかった。

　結園の側そばで、慧けいも少し辛つらそうにしている。

「なあ、結園さん。ちょっと、真面目まじめな話があるんだけど」

　そう切り出すと、結園は目を丸くし、次いでハッと自分の肩を抱いた。

「いくら私が可愛かわいいからって、いきなり告白とかされてもダメですよっ。私、好きな人がいますしー。お兄さんは顔はまあまあだけど、ワイルドさが足りないかなー」

「うん。絶対にそういう話じゃないから安心しろ」

「何か、それはそれで屈辱ですっ」

「ええと。君は、悪魔の計画をどこまで知ってる？　良ければ知ってることを教えてもらいたいんだけど」

「悪魔の計画？　何ですか、それ？」

　結園が首を傾かしげる。その仕草に不自然なところはなかった。

「悪魔から聞いてない？　『セイレーン』を使ってパンデミックを起こすっていう」

「セイレーン？　パンデミックって、オラクルをもっとたくさんの人に感染させようってことですよね？　時々、みんなとそういう話したりもするけど、どうなんだろう？　私、あんまりそういうの興味ないですからっ」

　あっけらかんと言い放つ。

　どうやら結園は何も知らないようだ。端はなから望みは薄そうだと考えていたものの、落胆は免れない。

　そんな感情が顔に出ていたのか、慧が心配そうに「何があったの？」と尋ねてきた。

「少し勝負することになってね。大丈夫、慧は何も心配しなくていいよ」

　安心させようと、そう言ったのに、何な故ぜか妹はむうっと口を尖とがらせた。

「お兄さーん。慧けいちゃんの気持ち、全然分かってないなー。はい！　そんな人は出ていって下さい。私たち、女子だけで楽しくお話してるんですからっ」

「え、いや、ちょっと……」

　結ゆい園ぞのに胸を押される。抵抗するのは簡単だったが、ツンとそっぽを向いた慧に「どうせトモちゃんと話があるんでしょ。お兄ちゃんは出てって」と言われてしまい、叡えい理りは廊下へと押し出された。

　鼻先でドアが閉まる。

　ご丁寧に鍵かぎの掛かる音までした。

「け、慧っ……？」

　妹を不機嫌にさせるようなことをした覚えはないのに、この仕打ち。

　叡理はしばし、廊下に立ち尽くしてしまった。




「まったく。それで昨日はさっさと寝てしまったっていうのかい。エーリ、君のメンタルはことケイに対してはひどく脆もろいね。ボクにはまるで遠えん慮りよがないというのに」

　翌朝。叡理は自室で智とも花かに呆あきれ顔をされていた。

　彼女は叡理のベッドに寝転がったまま深々とため息を吐つく。

　身を捩よじるとノースリーブのシャツが乱れ、色白の肌が少し露あらわになった。












　ミニスカートから伸びた素足が妙に艶なまめかしい。

「それで、結ゆい園ぞの千ち夏なつだっけ？　彼女は帰ったのかい？」

　眼がん帯たいを外した智とも花かに、両目でじっとりと見つめられる。自分の部屋だというのに正座して話をしていた叡えい理りは「うん」と頷うなずいた。

「騒々しい子だから、帰っていくのだけは分かったよ。確か、十二時回ってたな」

「ううん。その子とは少し話してみたかったなあ。ケイは？」

「まだ寝てる。さすがに疲れたんじゃないかな。そんなに体力がある方じゃないし、あの結園って子に合わせるのは大変だったろうから」

「でも、嫌じゃなかったわけだ。ふうん。相性が良いんだろうね。活発なタイプと物静かなタイプが仲良かったりするのは珍しくない。共依存やシャドウといったところかな」

　智花がベッドの上で身を起こし、あぐらをかく。

「じゃあ、昨夜の『悪あく魔ま』との話をしようか」

「……正直、俺の対応はどうだった？」

　叡理は背筋を伸ばした。

「そうだね。エーリは充分頑張ったよ。昨夜も言ったけど、あいつはかなりの曲くせ者ものだ。情報を引き出そうと積極的に喋しやべっていたら、余計なことまで口にしていただろうね。もっと聞きたいことはあったけど、なるべく喋らないようにしていたのは正解だった」

「トモにそう言ってもらえると、気が楽になるよ。俺たちの会話に割り込んでこなかったから、トモのことは絶対言わないでおこうと思っていたんだ。あいつには、ばれているのかもしれないけど。俺たちのことを観察させていたらしいし」

「ううん。それなんだけどねえ」

　智花が小首を傾かしげ、斜め上を見やる。

「悪魔の言うことを全すべて信じるのは危険だよ。前に言っただろう。交渉事は化かし合いなんだ。『蛇へび神がみ事件』の詳細を知っているかどうかは怪しいよ」

「そうか。持っていないカードを持っている振りしてたのかもしれないんだ……」

「本当に知っている可能性もあるけどね。ただ、何もかも知られているわけじゃないと思う。もしボクたちのことを調べ尽くしているのなら、そのことは口にしなかったはずだ」

「知らない振りをして油断させた方が有効ってことだな」

「そうだね。その辺りを踏まえた上で昨夜の話について考えよう。今のところ主導権は向こうが握っているといっていい。計画について、悪魔はボクたちに教える道理なんてないんだ。それなのに話してきたってことは、何か別の目的があるんだろうね」

「それが何か、今の段階では分からないよな？」

「さすがにね。知りたいのなら、悪魔が設定したゲームに乗れってことだろう。それ自体が罠わなの可能性もあるけれど、『セイレーン』の能力については疑いようがないと思う。いくら歌やダンスが上う手まくても、一年もせずにトップアイドルになってドームライブなんて異常だよ。大手のプロダクションでも会場を押さえるのは大変なはずだ」

「通常のやり方じゃ無理があるってことか……。ＷｉＮＧが絡んでいる？」

「おそらくね。それに、何より『セイレーン』の力だよ。その歌声は聞いたものを魅み了りようする。悪い言い方をすると、心を縛るんだ。依い存ぞん症しようのある薬物みたいなものだよ」

「そんなに強力なのか？」

「強力だよ。何しろ、音波は波だからね。オラクルの特性と非常に親和性が高い。耳だけでなく、全身の細胞に直接音波を当てられれば、効果は凄すさまじいものになるよ」

「その力で、関係者を虜とりこにしてしまえば……」

「通常なら不可能なことも、可能になる。無理を通すことができる。それに人気は当然得えられるんだから、歌声を聞いていなくても利権に絡みたがる人は増えていくね」

「そうやって土台を作った上で、オラクルを仕込んだ映像を流すってことか……。あれ？　でも、歌はともかく映像は？　オラクルって、音だけじゃなく映像も観みないと感染しないよな？　ライブ映像にどうやってあの独特な映像を乗せるんだ？」

「ああ、それはサブリミナル刺激を使うんだろう。音についても同じだと思うよ。実は、ボクたちも実験だけはやったことがあるんだ。効果は確認されている」

「えっと……。どういうこと？」

　サブリミナルという言葉くらいは聞いたことがあったが、具体的に何をどうするのか、叡えい理りには良く分からない。

「色々なやり方があるんだけどね。感染力が落ちないと確認されたのは、音楽と映像をコマ切れにして一定間隔で差し込むという方法だ。視聴時間は長くなってしまうけど、この方法ならオラクルを視聴しているという自覚なしに視聴することになる。『セイレーン』の歌声で強制的にライブ映像を視聴させられれば、一時間でも二時間でも画面に釘くぎ付けになるから、何の問題もなく大量のオラクルをばらまくことができるね」

「……『セイレーン』の力は、本当に強いんだな」

「オラクル№72『セイレーン』は感染率が確か０・００００７２だったかな。エーリの『王おう』とも近いところがあるよ。エーリは声という『音波』で他のオラクル感染者やネメシス投とう与よ者しやを操れるようだけど、『セイレーン』は歌声という『音波』で他者を縛る」

「今度の計画を抜きにしても、一度会っておきたいな。悪用されたら恐ろしいことになる能力だ」

「もうすでに、恐ろしいことになっていると思うけどねえ。今のままでも、ノルニルの影響力はとてつもないだろ？　彼女の歌声でたくさんの人が扇せん動どうされるよ」

「そうか。……トモ、誰が『セイレーン』だと思う？」

　叡理は悪魔が置いていった写真を彼女に見せた。

　智とも花かは「ううん」と唸うなり、また、ごろりと寝転がる。

「今どきプリントアウトされた写真なんて珍しいね。エーリ、オラクル感染者を見つけ出したいなら、波形探査器を使えば一発だよ。佐さ嶋じまさんから借りれば良い。仕組みは理解しているから、時間をかければボクでも作れる」

「そのことなんだけど」

　叡えい理りは写真を見下ろしながら、気になっていたことを言った。

「オラクルに感染しているのは、『セイレーン』だけじゃないんじゃないか？　悪魔の妙に余裕のある態度が気になるんだ。実は複数のフェクターがいるのかも。もしかしたら三人ともフェクターって可能性も」

「なるほど。それもそうだね」

　智とも花かが寝返りを打ち、俯うつぶせになって写真を見つめる。

「あの悪魔なら、そのくらいのことをしても不思議じゃない。三人ともオラクル感染者というのは可能性大だよ」

「やっぱり、そうなるか……」

　叡理は改めて写真の三人をよく見てみた。端末を使って検索をかける。画像認識アプリで調べると、あっという間に大量の検索結果が出た。

「この人が、さおりん。一番歌が上う手まいって言われてる人だな」

　椅い子すの後ろに並んだ三人をテーブル越しに撮影している写真。そのほぼ中央で優しそうな笑顔を向けている少女が九いちじく沙さ織おり。正統派美少女といった雰囲気で、緑色の衣装も彼女の清せい楚そな美しさを際立たせている。

　椅子の背もたれより少し上の位置で両手ともピースサインをしていた。控ひかえめに見えるその仕草は、彼女の性格の表れだろうか。

「ううん。可もなく不可もなくって感じの子だねえ。特徴的なのは名字くらいかな」

　智花の評価は辛口だった。

　向かって右に立つ赤い衣装の少女は大おお貫ぬき玲れ亜あ。

「三人の中では一番背が高いみたいだ。愛称はレア姉か。姉あね御ご肌はだって感じなのかな」

　左手を腰に当て、右腕は沙織の肩に回している。笑顔にも挑みかかるような力強さがあった。胸がけっこう大きいようだ。

「女子受けが良さそうだね。アイドルらしくないとも言えるけど」

　また辛口のコメントが放たれる。

　最後の一人。向かって左側に立っている少女は三人の中でも一番背が低かった。

　真っ青な衣装に身を包み、弾はじけるような笑顔で隣の沙織に抱きついている。

　志し田だ宝冠ていあら。中学三年生だそうだ。

「ふうん。日本人形みたいな顔してるねえ。完かん璧ぺきな営業スマイルは大したもんだ」

「いや、そこまで穿うがった見方しなくても……」

　智花の辛口コメントにツッコむ。

「ところで、宝冠なんてキラキラネーム、いまだにいたんだねえ」

「俺らが生まれた頃は、まだ流は行やってたんじゃないかな？　最近は大分、落ち着いてるみたいだけど」

「ふうん……。それで」

　彼女は叡えい理りの方をじろっと見て、「エーリはどの子が好みなのかな？」と聞いてきた。

「今は、そういう話をしてる場合じゃないからっ」

「エーリの嗜し好こうからして、この志し田だという子かな？　顔立ちはどことなくケイに似ていなくもないねえ。ああ、でも、いかにも清せい純じゆんそうな真ん中の子も男受けは良さそうだ。と見せかけて、結局、エーリもおっぱいの魔力に抗あらがえず、右の子が一番という可能性もあるねえ。ううん。難しいなあ」

「トモ！　だから、そういう話じゃないだろっ」

「アイドルの写真を眺めて男子が考えることなんて、そういうことばかりなんだろ？　さあ、エーリ。どの子が一番なんだいっ？　正直に言うといいよ」

「正直も何もっ、別に、そういうのはないよっ」

「嘘うそは良くないね」

「嘘じゃないって。……と、トモの方が可愛かわいいしっ」

　意い趣しゆ返がえしのつもりで、思い切って恥ずかしいことを言ってみた。しかし、やはりものすごく恥ずかしくなり、言わなければ良かったと後悔する。

「な、なーんて、ね……って、トモ!?」

　智とも花かが枕まくらに顔を埋めて俯うつぶせに倒れていた。

「どうしたっ？　しっかりしろ！」

　肩を揺する。

　ぐるっと首だけ動かして、彼女がこちらを見た。拗すねたような顔で睨にらんでくる。

「エーリ。これは責任問題だよ。そういう不意打ちは良くない。ボクにだって心の準備というものがあってだね」

「何を言ってるんだ？」

「ううん。本当に分かってないのかな？　たまに、エーリがとんでもない悪人に見えるときがあるよ。女の敵ってやつだね」

「すごい言いがかりだっ。俺、トモに酷ひどいことした覚えないぞっ」

「うん。そういうところが酷いんだ」

　俯せで寝たまま、智花が足をバタバタさせる。彼女にしては子どもっぽい仕草だ。

「……あの、気を悪くしたのなら謝るから。話の続きをしようよ」

「ううん。そうだねえ。どこかで逆転の手を打たないと、ただでさえケイに差をつけられてるんだし……」

「あの、聞いてる？　水み無な月づき智花さーん？」

「よし、エーリ。泊まりがけで旅行に行こう」

「はあっ？　いきなり何の話だよ！」

「ボクたちの今後について、とても大切なことだ。ついでにノルニルの三人に直接会って色々と探りを入れたいね」

「多分、優先順位が逆になっているんじゃないかな？　『セイレーン』と接触するために彼女たちの住む町に行くって話だよね？」

「もちろん。それが上辺の理由だよ」

「上辺って言うな！」

　全力でツッコむ。智とも花かがようやく、いつもの不敵な表情に戻って言った。

「高校二年の夏休み。これは、何か起こりそうな予感がするね」

　叡えい理りは不安しか抱けなかった。




「それで、どうしてこうなったのかな？」

　数日後。真紅のアルファロメオの後部座席に座って、智花がぼやいた。

「どうしてって……。散々、話し合ったじゃないか」

　助手席でシートベルトを締めながら、叡理は苦笑いになる。

「トモちゃんとお兄ちゃんが二人きりで旅行とか、絶対ダメだから」

　叡理の後ろの席にちょこんと座り、慧けいが真まっ直すぐ前を見たまま言った。

「そうですよー。そんなお約束なイベント、高校生には早すぎます！」

　そして慧と智花の間の位置に納まった結ゆい園ぞのが元気よく言い切る。

「それについては、ボクもしぶしぶ了承したよ。いきなり二人きりというのも、確かにお互いハードルが高そうだったからね。でも、この席順はおかしいんじゃないかな？　どうしてエーリがシーさんの隣なんだい」

「そんなの決まってるでしょ」

　智花の言葉に、運転席の安あん西ざいが軽く身を逸そらして後ろへ目をやった。

　彼女の白衣がはだけて、紫の下着に包まれた豊ほう満まんな胸が露あらわになる。叡理は目のやり場に困り、窓から外の景色を眺めることにした。

「万年発情期の雌めす猫たちがニャーニャー騒がしいから、雄と切り離したのよ。到着するまで大人しくしてなさい」

「シーさん、ボクは猫じゃないよ」

「あら、そう。でも、叡理くんは猫耳とか大好きよね」

「さらっと大おお嘘うそ吐つかないで下さい！」

　慌てて安西を振り向く。

「え？　嫌いなの？　例えば、慧ちゃんが猫耳つけて、『お兄ちゃん、撫なで撫なでして欲しいにゃん』とか言ってきたら、どうなのよ？」

「え……いや、それはっ……その……」

「ううん。エーリがどうしてもっていうのなら、ボクだって猫耳をつけることにやぶさかではないんだけどねっ」

「……お兄ちゃんの変態」

「あ！　いや、違うんだ、慧！　トモもっ。ああ安西さん！　変なこと言わないで下さいよ！　別に猫耳とか興味ないですからっ」

「だったら早く否定しなさいよぉ。さっきの狼狽うろたえっぷりは何だったの、坊や？」

　にまにまと笑われ、叡えい理りは全身が熱くなった。

「さ、出発するわね。さっきも言ったけど、吸血鬼の二人は日が当たらないよう気をつけなさい。向こうに着く頃には、夜が明けてるだろうから」

「はーい！」

　結ゆい園ぞのが元気よく返事をする。「よろしい」と安あん西ざいは頷うなずき、ギアを切り替えてアクセルを踏み込んだ。




　あれから叡理は智とも花かとともにノルニルのことを調べた。

　デビューは一年前の四月。

　その半年前に行われたオーディションで志し田だ宝冠ていあらが選ばれ、練習生としてすでに登録されていた九いちじく沙さ織おりと、スカウトが見み出いだしてきた大おお貫ぬき玲れ亜あの三人でグループを組んだ。

　デビューイベントはショッピングモールのイベント会場。それまで特に注目されていたわけではなかったが、そこでのミニライブが異様な盛り上がりを見せ、人気が爆発的に広がっていった。

　デビューシングルは音楽業界で久々の二百万ＤＬ突破という大ヒットになり、二一週連続一位という新人らしからぬ記録。

　ダンスやルックスも良いけれど、何より、その歌声で世界中にファンを獲得していき、一年後の一周年記念ライブで全国ドームツアーが発表される。

　現在、二枚のアルバムと五曲のシングル曲をリリースしており、その全すべてがダブルミリオンを記録している。

　テレビの音楽番組やバラエティ、ラジオにも出演しているが、「歌でみんなを幸せにしたい」という思いが強く、露出は控ひかえめでレギュラー番組は持っていない。

　叡理に調べられたのは、通り一遍のことだけだった。

　しかし智花は、三人の家庭環境から現在の住所、おおまかなスケジュールまで調べ上げてきた。どうやったのかは、聞かないことにした。

　そして彼女は、最も重要な情報も入手してみせた。

　ノルニルのライブが配信されるのは、八月十五日。

　お盆休みの時期に合わせたのか。

　その日までに『セイレーン』を見つけ出し、ライブ配信を阻止しなければならない。叡理は三人と接触するため旅行の準備をし、慧けいにしばらく留守番をするよう告げたのだが、そこで妹が首を振った。

　一緒についていくと強硬な態度を崩さず、最後は叡理が折れた。

　智花に慧もついてくることを話すと、仕方なくといった様子で認めたものの、そのすぐ後に再び姿を現した結園が、自分もついていくと言い出したのだ。

　陽気で強引な彼女に「私、いつもはあっちに住んでるから、案内できると思うよー」と言われ、慧けいにも頼まれて彼女もつれていくことになってしまった。




「寝ないの？」

　声を掛けられ、叡えい理りは運転席を振り向いた。

　深夜の高速道路を真っ赤なアルファロメオが疾しつ駆くしている。

　安あん西ざいの横顔は楽しそうで、目が生き生きと輝いていた。

　腕時計を弄いじり続けていた叡理は、そっと後部座席を覗のぞく。

　慧、結ゆい園ぞの、智とも花かの三人はタオルケットにくるまってすやすやと寝息を立てていた。

「君も寝ておきなさい。向こうでは一日中動き回ることになるわよ」

「分かってるつもりなんですけど、目が冴さえてしまって……」

「さっきから何をやってたの？」

　叡理は腕時計の画面を見下ろす。

「深度の高いネメシスをもっと扱えるようになりたくて、少し前から色々試していたんです。それの確認を」

「何か、新しく使えるようになったのかしら？」

「幾つか。……あの、コウモリの深度が３なんですけど、このくらいだと羽が生えたりはしないんですね。反はん響きよう定てい位いって能力が使えるだけで」

「空でも飛んでみたかった？　残念だけど、ネメシスにそこまでの力はないわよ。コウモリは鳥じゃないけど、どんな鳥のネメシスを投とう与よしても飛べないわね。深度があれば翼くらいは生えると思うけど。ハヤブサだったら視力がずば抜けて良くなるとか、キュウカンチョウだったら他人の声せい紋もんをコピーできるとか、そっちの効果が出るのよ」

「オラクルだったら可能なんですか？」

「体つきがかなり変わるから、飛べるようになるものもあるわ。この前、叡理くんが会ったっていう悪魔はコウモリの羽で飛ぶわね」

「……悪魔をデザインしたのは、安西さんなんですよね？」

　彼女の咥くわえていたポッキーがくいっと動いた。

「そうよ」

「どうして、悪魔をデザインしようと思ったんですか？」

「そうねえ……」

　ハンドルを軽く指で叩たたき、安西がポッキーを揺らす。

「狙ねらってデザインしたわけじゃ……いえ、狙っていたのよね、私は。人間の根源的な部分に触れたかった。そこを探っていったら、闇やみの部分に行き着いた。そのときには、悪魔のイメージが固まっていたわ。発現する遺伝情報の組み合わせにも迷いはなかった。

　……ねえ、叡理くん」

　彼女がチラリとこちらを見た。

「この世に、完かん璧ぺきに真っ黒な存在っていると思う？」

「……安あん西ざいさん。それって、悪魔が完全に真っ黒な存在だって、ことですか？」

「とにかく美しくデザインしたかったの。どこまでも純粋に。だけど、真っ白な存在って私にはどうしてもデザインできなかった。いえ、イメージできなかったのね。そんな綺き麗れいなだけの存在を、私は見たことも聞いたこともなかったから。だから、どこまでも黒く黒く黒い存在を目指したの。真っ黒なものを目指したわ」

「以前、オラクルは負のイメージに囚とらわれるって言ってましたよね。悪魔は思うようにいかなかった結果じゃなかったんですか？」

「ええ。思うようにいかなかったわよ。私はとことん黒くしたかった。それは他人に対する悪意なんてものじゃない。もっと根源的な闇やみ。生命が抱える業ごうみたいなものよ。悪魔は何もしなくても、ただそこにいるだけで周囲に悪影響をもたらす。それこそが、究極に純粋な黒。私はそれを目指した。都心で暴れて喜ぶような、あんな陳腐なものをデザインする気はなかったのよ」

　それは恐るべき思考だろう。

　研究者が陥ってしまいがちな狂気かもしれない。

　ただ、叡えい理りには安西を責める気持ちも、異常だと断じる思いも湧わき上がらなかった。

「安西さんは、どこまでも研究者なんですね」

「そうよ。それで、叡理くんは何が聞きたかったのかしら？　まさか、ただの興味本位で尋ねたわけじゃないんでしょ？」

　攻守交代だなと思い、叡理は苦笑した。

「俺は、オラクルって何なんだろうって考えてたんです。フェクターが人間なんだっていうのは、安西さんからも悪魔からも説明されて、何となく理解できてきました。人類の進化は、まだピンと来ませんけど、この世界に適応していかないといけないっていうのは、分かります」

　考えをまとめながら、一つ一つ言葉を紡ぎ出す。

「ここから、すごく青臭い話になりますよ。自分でもちょっと恥ずかしいんですけど」

「いいじゃない。坊やたちは青臭い時期の真まっ只ただ中なかにいるんだから。思い切り恥ずかしいこと言いなさい」

「じゃあ、お言葉に甘えて。……俺、オラクルは神様の試練みたいなものかなって思ってるんです」

　ブフッと隣で安西が噴き出した。顔が熱くなる。

「だから、恥ずかしい話だって言ったじゃないですか」

「ごめんごめん。続けて」

「えっと……イメージとしては、あれです。子ども向けのアニメとか、ギャグマンガなんかでもよくある、擬人化された動物とかが普通に仲良く暮らしている世界。姿形は化け物でも、すごく人間くさい生活していたり、いわゆる人間と当たり前に話をして共存していたりする世界です」

「言わんとするところは分かるわよ。変に小こ賢ざかしく考えると、何で言葉が通じてんのよとか、こんな化け物が隣に住んでて怖くないのかとかツッコミどころ満まん載さいってやつね」

「はい。だけど、つまりはあれが理想型なのかなあって。少し前に、人間とは何かって考えるというか、話し合う機会があったんです」

「いいわねえ。青春って感じだわ。青臭くて背筋がゾワゾワする」

「まあ、結論は出なかったんですけど、あれからずっと頭の片隅に引っかかっているんです。人間って、どこまで広げることができるんだろうって」

「叡えい理りくんが思っている以上に、人は他者に対して冷淡で不寛容よ。オラクル感染者を人間だと認める社会なんて、現状じゃ夢のまた夢ね。悪魔の言ってたことも、その点では一理あるのよ。新世代ネクストだっけ？　その人数を増やしてしまえば、ただのイレギュラーではなく、共存を模も索さくする相手になる。やり方に関しては、何だか回りくどいというか、あまりスマートとは思えないけど」

「それも、何となく分かります。だから俺は多分、悪魔も否定しきれないんです。フェクターの人権を得えるための活動は、きっとやらないといけない」

「それは、『王おう』としての責任感みたいなものかしら？」

「いえ。ただの個人的な感情です」

　叡理は後ろの座席で寝ている大切な存在のことを思う。

「きっと他ひ人と事ごとなら、こんなに真剣に考えなかっただろうし、今でも『H.A.W.K.』のやっていることを支持していたと思います。安あん西ざいさんが言うように、きっと俺も他者に対して冷淡な奴やつだから」

「でも、可愛かわいい妹ちゃんが『吸血鬼』になっちゃったし、自分も『王』とかいう存在になってしまったから考えざるを得ないし、行動せざるを得ないと。まあ、そんなもんでいいんじゃない？　社会正義のために！　とか言われた方がよっぽど嘘うそくさいわ。ま、青臭さ満点で、そっちの方が笑えただろうけど」

　安西は意外と好意的な反応を示してくれた。

「そういえば、慧けいちゃんって叡理くんと血が繋つながってないこと、まだ知らないの？　もう、いい加減教えたら？　で、さっさと一線越えればいいのに」

「ちょっ、何言ってんですか、安西さんっ？」

「ああ、そういう面倒臭いところも青いってことぉ？　今回の旅行で、その辺も変化があるといいわねえ」

　フフンと鼻で笑う彼女に、叡理は非難の目を向けることしかできなかった。
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「お帰りなさいませ、ご主人様」

「ただいま、ヒロシ」

　高層マンションの一室で叡えい理りたちを出迎えたのは、一台のロボットだった。

　薄い水色のシンプルな体型で、意外と表情豊かな顔をしている。

　部屋の主である安あん西ざいにゆっくりとお辞儀をした。

「わーっ。家にロボ置いてあるの、初めて見ました！　安西さんってセレブなんですね」

　結ゆい園ぞのが早速食いつく。慧けいと二人で珍しそうに眺め、「こんにちはー」と挨あい拶さつをした。

「こっちの管理をさせてるのよ。家って人が住まなくなるとすぐ荒れるっていうでしょ。買ったはいいけど、ほとんど使うことのない部屋だから、ヒロシを置いて維持させてるの。お陰で、こうしていきなり訪れても快適に過ごせるってわけ」

　廊下を進み、リビングに入る。

　二十畳ほどのフローリングスペースには、手前に六人掛けのテーブルがあり、窓際には三人並んで座れる高級そうなソファと透明なローテーブルが設しつらえられていた。

　窓は遮光モードになっており、真夏の日差しを遮しや断だんしている。空調が利いていて、とても心地よさそうな空間だ。

「……安西さんって、けっこうお金持ちなんですか？」

　室内を見回しながら、叡理はつい口にした。

「シーさんは海外で特許を幾つか取ってるからね。ずっと向こうで研究をしていれば、今頃、億万長者だったろうに。わざわざ自分から天てん満ま博士の研究チームに入ったんだ」

「水み無な月づき、つまんないことまで言わなくていいわよ。まあ、それなりの蓄えはあるから、叡理くん一人囲うくらいどうってことないわね」

　そんなことを言って、にんまり微笑ほほえむ。

　叡理は返答に困り、とりあえず目を逸そらした。

「エーリ。本気にしちゃダメだよ」

　智とも花かが半はん眼がんで言ってくる。「当たり前だろっ」と慌てて返した。

　安西の隠れ家の一つ。

　ここが都心での叡理たちの拠点になる。

　明け方、都心に着いてすぐここまで来た。昼間出歩くことのできない慧と結園のためである。

　その二人は、ロボット相手に「色々喋しやべれるんだねー」と面白がりながらリビングにやって来た。「何でヒロシって名前なんですか？」と慧が弾んだ声で尋ねる。

「天満の本名よ」

　冷蔵庫からミネラルウォーターを引っ張り出し、ボトルから直接飲んでいた安西は、慧たちの方を見ずにさらりと答えた。

「天てん満ま、天満博士の……ああ、そういえば博ひろ士しですね」

　天満博士は、「博士」と書いて「ヒロシ」と読むため、彼のことが報道され始めた当初、ニュースキャスターが原稿を読み間違えるというアクシデントがよく起きていた。彼自身が博はく士し号ごうを取得しているれっきとした博士であるせいで混乱したらしい。

「シーさん……」

　智とも花かがほろ苦い顔になる。

　安あん西ざいは「何？」と平気そうな顔で言い、「ここのことならヒロシに聞きなさい」と言って羽は織おっていた白衣を脱いだ。

「シーさん!?」

「夜通し運転して眠いのよ。シャワー浴びたらしばらく寝るから、水み無な月づきたちは先に動いてれば」

　大きなあくびを一つして、安西はリビングを出ていった。




「三人と接触する手はずは、もう整えてあるんだ」

　テーブルにつき、智花がペン型端末を振る。叡えい理りの目の前に数通のメールが展開された。宛あて先さきはそれぞれ「九いちじく沙さ織おり様」「大おお貫ぬき玲れ亜あ様」「志し田だ宝冠ていあら様」となっている。

「トモ、これって……脅迫状っ？」

「ううん。そこまで言うのはひどいなあ。単に、『あなたの秘密を知っているので、少しお話させていただけませんか？』ってお伺いを立てているだけだよ」

「それを世間では脅迫っていうんだよ!?」

「トモちゃん、悪趣味……」

　慧けいも引いていた。四人の中で唯一、智花とリンクしていない結ゆい園ぞのは、「何々？　面白い話？」と目を輝かせて叡理たちを見ている。

「エーリ。ボクたちは早く『セイレーン』を見つけ出さないといけないんだ。これは正義の行いなんだよ」

「むしろ、悪者のやることじゃないかなあ……」

「ううん。悪の対義語は善であって、正義じゃないよ。そもそも正義に対義語はない。強いて言うなら不義かな？　とにかく善悪と正義は別概念だから、両方が同時に成り立つんだ。古こ今こん東とう西ざい、正義の名の下に悪行がなされてきた事実は枚挙に暇いとまがないね」

「今はそういう話をしているんじゃないんだけど……。ああ、分かったよ！　ライブ配信を阻止するためには、なりふり構っていられないよなっ」

「そういうことだね。さて、この『お伺い』に対して、三人とも返事をしてくれている」

「ノルニルの三人って、トップアイドルでしょ？　そんなに簡単に会えるのかなー？　事務所の人とか、さすがについて来るんじゃない？　待ち合わせ場所に黒服の怖いお兄さんとか引き連れてきて、『うちの大事なアイドルに何しとんじゃワレェ？』みたいな感じになるとか！　わ！　怖いーっ」

　結ゆい園ぞのが、とても楽しそうに言って隣の慧けいにひしっと抱きつく。

　叡えい理りは苦笑してしまったが、存外に智とも花かは淡々と答えた。

「それはないね。彼女たちは自分の正体を明かせない。ＷｉＮＧメンバーには話せるだろうけど、悪魔が提示したルールではノルニル以外は傍ぼう観かんするってことになっている。だから事務所のスタッフに新世代ネクストがいても、彼女たちの手助けはしないはずだよ」

「それ以外の人たちには、そもそも助けを求められないか……。自分がフェクターだってばらしたら、それこそ命に関かかわるし……」

「じゃあ、メンバー同士は？」

　慧が控ひかえめに尋ねる。智花が「ううん」と唸うなった。

「ボクの予想だと、三人とも事情は知っているだろうね」

「それじゃ、正体を見破るのは難しいんじゃ？」

「エーリ。この勝負は、初めからボクたちが不利なんだよ。悪魔の計画は三人の協力なしには遂行できないんだから、三人は計画の全ぜん貌ぼうか、その一部くらいは知っているはずだ。何の準備もしていないわけがない。それでも、化けの皮を剥はがさないといけないんだ」

「難しいのは当然ってことか……」

　アポイントメントが取れただけでも僥ぎよう倖こうと考えておいた方が良さそうだ。

　そう思って椅い子すに凭もたれたとき、廊下から安あん西ざいが姿を現した。

「水み無な月づき、ちょっと頼みがあるんだけど」

「シーさん!?　何て格好してるんだいっ」

　彼女はバスタオルを一枚体に巻いただけの格好だった。湿った金髪をタオルで押さえて水気を取っている。風ふ呂ろ上がりの火ほ照てった体が艶なまめかしい。

「いつもと大して変わんないでしょ。むしろ布面積は増えてるわよ」

「そういう問題じゃないよ！　エーリ、見てはダメだっ」

「そうだよ、お兄ちゃん！」

「きゃーっ。お兄さんのエッチー。目ん玉潰つぶしますよーっ」

　三者三様の叫びが上がり、叡理の目を智花と慧が両手で塞ふさいだ。

「あー、青いわねー。ほらほら、叡理くん。今、バスタオルも脱いだわよ。水無月たちの手を振り払えば、お姉さんの全裸が見られるわよぉ」

「嘘うそだからね、エーリ！」

「絶対、目を開けちゃダメだよ！」

　二人がぐいぐい顔を押さえつけてくる。「ちょ、押しすぎっ」と叡理は堪たまらず腕を前に突き出した。

「えっ？」

「あ……」

　ふにゅっと両手に柔らかい感触。












　右手と左手、それぞれ感触が異なるが、どちらもとても手に馴な染じみ、どこか安心させてくれる触り心地だった。

「キャーッ！　お兄さんの変態！　水み無な月づきさんと慧けいちゃんの胸、同時に触るとか、さては常習犯ですねーっ。これは逮捕待ったなしです！」

　サーッと血の気が引く。

「で、水無月。シャンプー切らしてたのよ。買ってきて。ついでに、あんたたちが必要なものも好きに買ってきて良いから」

　何ごともなかったかのように、安あん西ざいが告げる。

「ああ、分かったよ。シーさん」

「じゃ、お休みー」

　リビングを出ていく足音。

　どこかのドアが開き、バタンと閉じる。

　次の瞬間、二人の手が叡えい理りの顔から離れ──

　両りよう頬ほおに全く同時にビンタが叩たたき込まれた。




「この世は理不尽なことだらけだ……」

　炎天下、叡理はアスファルトの道をとぼとぼ歩きながらぼやいた。

「ううん。さっきは、さすがのボクも動揺してしまったね。せめてエーリと二人きりで、もっとムードのある雰囲気でなら良かったのだけど、あれは雑すぎるよ」

　隣を歩く智とも花かは、人の多い街中を楽しそうに歩いている。

「だから、不可抗力だったんだよ……」

　照りつける太陽が死にそうに暑い。

「エーリ、あれは不可抗力とは言わないよ。っと、そこの角を右だね」

　端末を振り、智花が道順を指定する。叡えい理りは素直に角を右に曲がった。

「ところで、シャンプー一つ買うのに随分歩くんだな。そもそも都心ならネット通販で当日配達してもらえるだろ。わざわざ買いに出なくても……」

「そうだね。あれはシーさんの気遣いだよ」

「気遣い？」

「ボクとエーリを二人きりにさせてあげようって気遣い」

　叡理は車中での安あん西ざいとの会話を思い出してしまった。

「いや、トモ。悪いんだけど、楽しく観光してる場合じゃないはずだ」

「もちろんだよ。エーリ、何か勘違いしているのかな？」

　ふふんと智花が不敵な表情になる。

「残念だけど、これはデートじゃない。結ゆい園ぞのさんと離れて行動できるチャンスだ」

「結園さん？」

「エーリ。君はどうにもお人ひと好よしなところがあるなあ。まさか彼女のことを信用しているんじゃないだろうね？　あの子は悪魔と一緒に君たちのところに来たんだよ。悪魔と繋つながっていないはずがない」

「でも、ＷｉＮＧメンバーの中にも色んな考え方があって、結園さんは悪魔のことが嫌いだって言っていたけど」

「その発言、まさか鵜う呑のみにしたのかい？」

　智花に眉まゆを顰ひそめられ、叡理は口を噤つぐんだ。

「口では何とでも言えるよ。重要なのは、彼女がボクたちについてきたことだ。ノルニルメンバー以外は傍ぼう観かんするってルールだけど、彼女がボクたちの行動を悪魔に報告していないと言い切ることはできない」

「それで、買い物ってことにして出てきたのか」

　出かける前のやり取りを思い出す。

　智花が叡理を誘い、慧けいが「二人きりで出かけるの？」と不満そうな顔になったのだ。結園が「私たちはゲームして遊んでようよー」と妹を捕まえてくれたので事なきを得えたが、玄関扉を閉めるとき「お兄ちゃん、早く帰ってきてね」と言われたときは、得も言われぬ高こう揚よう感かんに包まれてしまった。

「そういうわけで、今からノルニルの調査に行くよ。もうじき、彼女たちの暮らす寮が見えてくるはずだ」

　智花が道の先を指し示す。

「えっ？　彼女たちと会うのは、明後日あさつてだろ？」

　さっきのメールに書かれてあった日時を思い起こす。

「バカ正直に相手に合わせてる場合じゃないよ。むしろ不意をついて本性をさらけ出させるべきだね。主導権を取らないと、時間を無駄にするだけだ」

「いよいよもって、悪者の考え方だよ……」

　頭を抱える。

　智とも花かは平然と「そこを左だね」と言った。

　しばらく歩いたところで、一軒のマンション前にたどり着く。

　セキュリティがしっかりしていそうな外観の建物だ。観葉植物を植えた前まえ庭にわが高級感を醸かもし出している。

　叡えい理りは二十階以上ある赤あか煉れん瓦が壁のマンションを見上げた。

「ここ？　何だか寮というより高級マンションって感じだけど……」

「ノルニルの所属事務所は大手だよ。そこの稼ぎ頭なんだから、これでも控ひかえめな方だろう。それに、いかにも『女子寮です！』って外観をしていたら質たちの悪いファンにすぐに住所を特定されてしまうよ」

「……トモ、君がそれを言うの？」

「さてと、エーリ。もう少し人ひと気けのないところに……こっちがいいかな」

　智花に腕を引かれ、叡理はマンションの裏手へと回った。

　地下駐車場の出入り口脇で足を止めると、智花は叡理に向き直る。

「肝心なのはここからだ。叡理、頑張ってくれよ」

「頑張るって……俺、何をすればいいんだ？」

「決まってるだろ。中に入るんだよ。『コウイカ』のネメシスを使って姿を消すんだ。ああ、セキュリティの解除はボクがやるから大丈夫だよ」

　笑顔でそう告げる。

　叡理も笑顔で返した。

「うん。さすがにそれはダメだろ」

「セキュリティの解除は一分もあれば楽勝だから安心してほしい」

「いや、そういう話じゃないから。俺も色々と目を瞑つぶってきたけれど、これはもう完全に犯罪だから。アウトだから」

「エーリ。君、何を言っているんだい？」

「それはこっちの台詞せりふだよっ。トモ、何を考えてるんだっ？　他人の部屋に勝手に上がり込むのは不法侵入だよっ」

「落ち着くんだ、エーリ。大丈夫。今日、ノルニルの三人は朝からダンスレッスンで、昼過ぎから雑誌の取材、ラジオ番組のゲスト出演があって帰りは少なくとも夜十時を回るよ。時間はたっぷりあるから──」

「落ち着くのはトモの方だ！　何も大丈夫じゃない！　彼女たちが部屋にいない間に侵入して家探し!?　絶対アウトだよ！」

「……エーリ。君、まさかアイドルの部屋に入れるからって、いかがわしい妄想をしてはいないだろうね？　いいかい？　これは『セイレーン』を見つけ出すための調査だよ。ボクたちは悪魔とのゲームに勝利するため、最善を尽くさなければならないんだ」

「そうか。だったら仕方ないとはならないからな！　トモ、冷静になってくれっ。確かに俺たちはライブ配信の日までに『セイレーン』を見つけ出さないといけないけど、これは人として間違ってる。踏み越えちゃいけない一線を越えようとしているんだ」

「とっくに覚悟を決めたんじゃなかったのかい？　慧けいのためなら全世界を敵に回す覚悟があるんだろう？」

「それとこれとは話が別だ！」

「ううん。良く分からないな……」

　智とも花かが困ったように眉まゆ根ねを寄せて小首を傾かしげる。

「ボクは下着を盗んでこいと言ってるわけじゃないんだよ。三人の部屋をそれぞれ確認して、『セイレーン』だという証拠になりそうなものを探してきて欲しいと言っているだけなのに。どうしてエーリは分かってくれないんだろう？」

「……俺、この世界から争いがなくならない理由が何となく分かった気がする。俺とトモの間ですら、これほどのすれ違いが起きてしまうんだ。悪魔が言っていたように、俺たちは究極的にはわかり合えない存在なのかもしれない」

「何を今更、そんな当たり前のことを言っているんだい？」

　智花が不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「ええと……とにかく、別の作戦を考えよう。今日は一いつ旦たん戻って──」

「エーリ」

　途中で遮られる。

　いつからそこにいたのか、二人の少女が叡えい理りの背後に立っていた。

　二人とも慧より少し高いくらいの背丈。

　一方は半はん袖そでのワンピース姿で、もう一方は青いジャージ姿。

　一方は眼鏡の奥から不安そうにこちらを見ているが、もう一方は全く表情が読めない。

　そして、その表情の読めない少女の方に叡理は見覚えがあった。

「志し田だ、宝冠ていあら？」

　思わず呟つぶやいた名前に、無表情な方が返事をする。

「そうだよ。ほらね、あおっち。私の勘はよく当たるんだよ。やっぱりいたでしょ」

「てぃあらちゃん、話しかけちゃダメだよぉ……。早く部屋に行こうっ。忘れ物を取りに来ただけなんでしょっ」

　怯おびえている方がぐいぐいと彼女の袖そでを引いた。

　しかし志田は、それを無感動に見つめただけで一歩も動かない。それどころか、叡理に話しかけてきた。

「こんにちは。メール送ってきた人たちだよね？　名前教えてよ」

　ほんの微かすかに、微笑ほほえむ。

　直毛の黒髪をおかっぱにした、日本人形を思わせる彼女は、そんな些さ細さいな表情の変化だけでも見るものを引きつける不思議な魅力があった。

「ボクの名前は篠しの崎ざきともえ。彼は相そう馬ま英えい一いち郎ろうだよ」

　叡えい理りが返事をするより先に、智とも花かがでたらめの名前を名乗る。

　彼女に目を向けそうになったが、叡理はぎりぎりで堪こらえた。

「篠崎……相馬……」

　志し田だはぶつぶつ呟つぶやきながら斜め上を見上げる。

　そして、不意に底そこ冷びえのするような冷たい目で叡理を見つめてきた。

「私、そういうの嫌いだよ。友好的に話をしたいんなら、嘘うそ吐つかないでよ」

「てぃあらちゃんっ？」

　彼女の隣にいる眼鏡の少女の方がビクッと身を竦すくませる。

　智花が「ふうん」と笑みを浮かべた。

「それは悪かったね。だけど、ボクたちも慎重にならざるを得えないんだ。何しろ、悪魔の手先と交渉するんだから」

「トモっ」

　さすがに諫いさめる。しかし彼女は止まらない。

「その様子だと、どうせボクたち二人の本名は悪魔から聞いて知っているんだろう？　隣の子を紹介してくれないかな？」

　挑戦的な智花の物言いに、しかし志田は眉まゆ一つ動かさず頷うなずいた。

「いいよ、眼がん帯たいさん。この子は十つなし葵あおいっていうんだ。私の奴隷だよ」

「奴隷じゃないよっ。夏休み限定の付き人だよっ」

　怯おびえていた少女──十葵というらしい──が慌てた様子で訂正する。

「冗談、冗談。本当は、さおっちの彼女だよ」

「彼女じゃないよっ。と、友だちだよっ」

「何だ、体だけの関係なんだ。さおっちは本気なのに可哀かわい想そう」

「何を言ってるのっ？　てぃあらちゃん、変なことばっかり言わないで！　私たち、すごい誤解を受けちゃうよっ」

　十がふるふると瞳ひとみを潤ませて訴えた。

　志田は無表情のまま「冗談、冗談」と言う。

　あっけに取られている叡理を見て、また微かに微笑んだ。

「総そう上がみ叡理さん。私、あなたとなら話をしてもいいよ」

「ふうん。エーリの方が与くみしやすいと思ったのかな？」

「眼帯さんとはお話したくないんだよ」

　智花を無視するように、ことさら叡理の目を見つめてくる。その側そばでは十がハラハラと成り行きを見守まもっていた。












「ごめん、志し田ださん。俺は総そう上がみ叡えい理り。彼女は水み無な月づき智とも花かだ」

「エーリ！」

　智花が非難の声を上げるが、叡理はじっと志田の目を見つめ返す。

「……いいよ。総上さんの正直さに免じて、そこの眼がん帯たいさんとも話をしてあげる。でも、念のために言っておくね。私たちは悪魔の手先じゃないし、『セイレーン』が誰なのか教える気もない。だから計画は止められないんだよ」

「てぃあらちゃん……」

　心細そうな声に目をやると、十つなしがペン型端末を握りしめて泣きそうな顔になっていた。

「早く練習に戻らないと、トレーナーさんに怒られるよぉ」

「そうだね。総上さん、今日は本当に時間がないんだよ。明後日あさつて、ゆっくり話をしよう」

　そう言うなり、くるりと背を向ける。

　叡理は咄とつ嗟さに声を掛けた。

「一つだけ、質問させてくれ！」

「なあに？」

　振り向かずに志田が返す。

「君、本当に志田宝冠ていあら？　テレビで観みるのと、あまりに、その……」

「キャラが違う？」

「あ、うん……」

　志し田だが軽やかに振り返った。

「こんにちはーっ！　てぃあらだよ☆　今日はみんなに会えて、とってもハッピー♪　これからも、てぃあらのこと応援してくれなきゃダメなんだぞ！」

　弾はじけるような笑顔と元気溢あふれるポージング。

　最後にパチリと星が飛び出しそうなウインクをしてみせた。

「…………」

　あまりの変へん貌ぼうぶりに言葉を失う。

「どう。信じた？」

　ところが次の瞬間には、志田は先程の無表情に戻ってしまった。淡々とした口ぶりに感情の見えない目。

　彼女は叡えい理りの返事を待たず、去っていく。十つなしがぺこりとお辞儀をして、その後についていった。

「……えっと」

「エーリ。アイドルっていうのは、いや、女っていうのはああいうものだよ」

「……すごいな。あと、怖いな」




「お帰りなさい、お兄ちゃん。遅かったんだね」

　安あん西ざいの家に戻るなり、慧けいが玄関まで出迎えてくれた。

　責めるような表情の妹に、叡理は「アイス買ってきたよ」と返す。

「もう夕方じゃない。どこまで行ってたのよ？」

　ポッキーを咥くわえた安西が、リビングのソファに寝転がってテレビを観みながら聞いてきた。結ゆい園ぞのの姿を探すと、彼女はキッチンで鼻歌を歌いつつ料理をしている。

「志田宝冠ていあらに会いました」

　叡理は安西の側そばまで行って、小声で告げた。

　片かた眉まゆを上げた彼女に志田との邂かい逅こうをざっと話す。

「まあまあの成果だったみたいね。結園はそれとなく見張ってたんだけど、どこかに連絡を取るような素振りはなかったわ。案外、本当に無関係なのかもね」

「ありがとうございます。でも、そんなに成果はなかったような……」

「何を言ってるんだい、エーリ。色々と分かったよ」

　智とも花かが安西の脚を押しのけて強引にソファに座った。

　慧の姿はない。首を巡めぐらせると、キッチンで結園と二人、楽しそうに話しながら料理を手伝っていた。

「あっちはケイに任せておこう。今日、志田宝冠に会ってはっきりしたことは三つ。ノルニルの三人は悪魔の計画について把握している。三人は『セイレーン』の秘密を共有している。そして、ボクたちがライブ配信を阻止するために動くことを知っていた」

「そこまで言い切れるのか……？」

「志し田だがボクたちの前に現れたとき言ってたじゃないか。『私の勘は当たる』って。ボクたちが来ることを予想していたんだ。ボクたちを見て、すぐメールの差出人だと見当をつけたのも、恐らく悪魔から情報を得えていたからだね。

　それに、ボクもエーリも『悪魔の計画を潰つぶしに来た』とか『ライブ配信を止めに来た』とは一言も言ってない。メールにも『秘密を知っている』としか書いていない。それなのに志田は『セイレーン』が誰なのか教える気はないって言った。

　バカバカしい話だけど、トップアイドルともなれば変なメールが届くことも少なくないだろ。ああ、ＳＮＳなんかもあるね。それなのに、ボクたちを見ただけで悪魔の計画と直結させてしまうのは不自然だ」

「ノルニルには完全に警戒されている……」

　明後日あさつての交渉に暗雲が立ちこめるのを、叡えい理りは感じた。

「だったら、話は早いじゃない」

　しかし、安あん西ざいは呑のん気きにポッキーを揺らす。

「『王おう』の命令でセイレーンに名乗り出させればいいのよ。それで万事解決ね」

「ううん。シーさん、それは最さい終しゆう手段だよ。『王』の力に対するリスクは未知数なんだから。時間が許す限り、別の方法で見つけ出したい」

「別の方法ねえ。出し惜しみしてても、リスクの把握は進まないわよ。慧けいちゃんや佐さ嶋じまに対してけっこうなことやったのに、今のところ自覚なしなら、そのくらいの力は使っても良いと思うけどねえ」

　安西が気け怠だるげに身を起こした。

「まあ、好きにしなさい。最後に決めるのは叡理くん自身なんだから」




　約束当日、志田から智とも花かに宛あてられたメールで指定されたのは、外観からして高級そうなレストランだった。

　おっかなびっくり入店すると、執しつ事じのような格好をした男性に迎えられる。メールに書かれてあった通り、「大おお貫ぬき」との待ち合わせであることを告げ、叡理の名前を出したところ、すぐに奥の個室へと案内された。

「何だか、とんでもなく場違いなところに来たような……」

　男性に案内されて店内を歩きながら、普段着の自分が恥ずかしくなって呟つぶやく。

　叡理とは対照的に、慣れた様子で隣を歩く智花がクスッと笑った。

「ただの高校生はこんなお店に縁がないからね。エーリもこういうところが似合う男になるといいよ」

「俺には一生無理じゃないかなあ……」

「わあっ。オシャレだねー。大人の世界って感じー」

「うん……。何だか、怖い……」

　叡えい理りの後ろには慧けいと結ゆい園ぞのもいる。

　志し田だたちの都合で待ち合わせが夜だったからか、慧が「私もついていく」と言い出し、頑として聞かなかったのだ。慧が行くなら自分も行くと結園がくっつき、智とも花かも特に反対はしなかったので二人とも連れて行くことになった。

　智花は、いざとなったら慧にボディーガードの役割を期待しているのだろう。

　相手は三人とも新世代ネクストである可能性が高い。そして「セイレーン」はともかく、後二人がどんな能力を持った相手なのか、全く情報がないのだ。可能な限り、こちらも戦いに備えておいた方が良い。

　もちろん、穏おん便びんに事が進むことを望んではいるのだが。

「こちらです」

　執しつ事じ風の男性が扉を指し示し、ノックする。「はい」という返事を受けて「失礼致します」とドアを押し開けた。

「来たわね」

　室内には三人の美少女。

　一番手前の席に座っていた少女が挑みかかるように微笑ほほえんだ。

「こんばんは」

　叡理は会え釈しやくをして中に入る。執事店員はいつの間にか姿を消していた。

「堅苦しいところでごめんね。事務所に、どっか静かに人と会えるところない？　って聞いたら、ここ紹介されて。うちら、迂う闊かつなところじゃ友だちとも会えないんだよね。辛つらいわー。あ、座って座って」

　八人掛けのテーブル、向かって右側にノルニルの三人が座っている。

　真っ先に話しかけてきた一番手前の彼女は、大おお貫ぬき玲れ亜あ。

　写真や動画で見た通りの、気が強そうな少女だ。椅い子すに姿勢正しく腰掛け、叡理たちに向かいに座るよう腕を伸ばして促す。

　彼女の隣には、先日出会った志田宝冠ていあらが無表情で座っていた。

　さらに奥に九いちじく沙さ織おりの姿がある。彼女は緊張しているらしく、叡理たちの方をチラチラ見ながらも、目が合いそうになると慌てて逸そらすという行為を繰り返していた。

　一番奥の席は空席になっている。

「お邪魔しまーす！　うわあっ。本物のノルニルだーっ！　大ファンなんです！　握手してください！」

　叡理の後から飛び込んできたのは結園だった。

　三人に陽気に挨あい拶さつし、遠えん慮りよなく手を差し出す。その勢いに押されたのか、大貫が少し引きつった笑顔で「ありがと」と握手をし、次いで志田が無言で控ひかえめに、九はわざわざ席を立って丁寧に「ありがとうございます」と両手で結園の手を握った。

「やったー！　ついてきて良かったー。あ、慧ちゃん慧ちゃん、早く早くっ。慧ちゃんも握手してもらいなよー」

　結ゆい園ぞのはテンション高く慧けいを呼び、二人並んで左奥の席につく。

　何となく緊張がほぐれ、叡えい理りは苦笑しつつ慧の隣に座った。その隣に智とも花かが落ち着く。彼女の向かいには大おお貫ぬき。叡理の向かいには志し田だがいる席順だ。

「えっと。何か飲み物頼んでよ。ここは私の奢おごりっていうか、事務所が持ってくれるそうだから。好きに飲み食いしていいけど、あんまりそんな気分でもないよね？」

　大貫がメニューを差し出しながら言う。

　叡理が「ウーロン茶でいい」と返すと、智花も慧もそれに乗った。結園だけが「ブラッディーメアリー。なんちゃって。グレープフルーツジュースにしよっと」とマイペースに注文する。

　ノルニルの三人はすでに各々頼んでおり、大貫の前にはウーロン茶、志田の前にはアイスコーヒー。そして九いちじくの前にはホットの紅茶とアイスティーが置かれていた。

　注文を通すと、大貫が「さて」と居住まいを正す。

「一応、自己紹介しとこうか。私は大貫玲れ亜あ。高三。ノルニルのリーダーをやってるけど、単に最年長だからってだけで、そんな大したことはしてないよ。今日は、よろしく」

　含みのある物言いで締める。

　彼女が右に目をやると、志田が何の感情も見受けられない顔で「志田宝冠ていあら。中三」とだけ言った。結園が「普段と雰囲気違うねっ。ひょっとして眠たいの？」と割り込んできたが、完全に無視された。

「あ、えっと、九沙さ織おりです！　四月に高校一年になりましたっ。本日は、その、有意義な話し合いになればと思ってます！」

　最後に九が、若干上ずった声で挨あい拶さつする。椅い子すから立ち上がって深々とお辞儀までした。大貫が苦笑いになる。

「んじゃ、そっちもどうぞ」

　彼女に促され、智花が今回は正直に名乗った。叡理もそれに倣ならい、慧と結園も自己紹介をする。

「ねえねえ、これって合コン？　にしては男子の数が少なすぎだよねー。お兄さん、ハーレムじゃん。よりどりみどりじゃん！　あ、でも私はエヌジーでっ」

「結園さん。ちょっと黙っててくれ」

　余計なことを言ってはしゃぐ彼女に釘くぎを刺し、叡理は改めて三人を見回した。

　真正面の志田は、先日会ったときと同じ無表情で、時折、どこか虚こ空くうを見つめて小首を傾かしげている。

　向かって右に座る大貫は最年長らしくどっしりと構え、叡理たちを値踏みするように観察していた。智花よりも赤みの強い茶髪をセミロングに整えている。可愛かわいいというより綺き麗れいという形容がしっくりくる彼女は、全身から強い自信を漲みなぎらせている。

　向かって左に座っている九は、緊張した眼まな差ざしで叡理たちの様子を窺うかがっているが、先程より落ち着いたのか、目が合うとニコリと微笑ほほえみかけてきた。

　明るい茶髪を背中まで流した、正統派美少女といった印象の子である。志し田だや大おお貫ぬきのように、パッと見で気を引くような存在ではないが、一緒にいて落ち着く雰囲気がある。

「……そういえば、今日は十つなしさんはいないんだね」

　志田に尋ねてみた。

　彼女はひょいと首を傾かしげる。

「何でここで、あおいが出てくんだよっ」

　代わりに大貫が答えた。不機嫌そうな目つきに、叡えい理りは急いで言い訳する。

「いや、この前会ったから、ちょっと思い出しただけなんだ。……彼女は、君たちの秘密を知っているのか？」

「だから、あおいは──」

「知ってます」

　はっきり言い切ったのは、意外にも九いちじくだった。

　湯気の立つ紅茶のカップを両手で包み、叡理の目を見て答える。

「葵あおいは、全部知ってます。その上で手伝ってくれている、私の親友なんです」

　思いがけない強い口調に、叡理は圧倒された。

　ファンの間では優しく穏やかなイメージばかりが広まっているけれど、彼女はむしろ芯しんの強い人なのかもしれない。

　叡理は頭を下げた。

「非難しているわけじゃないんだ。もし、そう聞こえたのなら、ごめん」

「あ、いえっ。こちらこそ、ごめんなさいっ」

　たちまち、あわあわと頬ほおを染めてばつが悪そうに九もぺこりと頭を下げる。

「さおっち萌もえる。ｐｒｐｒしたい」

「かーわーいーいー！　マジ写メ撮りたいんですけど、やっぱダメですよねー？」

　志田が淡々と妙なことを言い、結ゆい園ぞのは端末を手に悶もだえている。

　やはり、結園を連れてきたのは失敗だっただろうかと、叡理は額に手を当てた。

　叡理たちの注文した飲み物が運ばれてくる。

　皆に行き渡り、店員がドアを閉めたところで智とも花かが切り出した。

「じゃあ、本題に入ろうか。単刀直入に聞こう。『セイレーン』は誰だい？」

「てぃあらが前に言ったと思うけど、答える気はないよ」

　大貫が頭の後ろで手を組む。

「私たちの中の誰が『セイレーン』か当てれば、今度のライブ配信は中止になるんだろ？　そんなの絶対イヤに決まってる。私たちが、ううん、私たちだけじゃない。どんだけ大勢のスタッフが動いてると思ってんだ？　ファンのみんなだって絶対楽しみにしてるんだ。中止になんてさせない」

「大貫さんは、悪魔の計画に賛成なんだね」

　智花が論点をずらした。

「ライブが配信されれば、今までの比じゃない数のオラクルを、強制的に視聴させることになる。感染者が爆発的に増える可能性は低くないよ。それでもいいと言うんだね？」

「その言い方、ずるいな」

　大おお貫ぬきの目つきが鋭くなる。

「あの変態野郎の計画なんてどうでもいい。オラクルをばらまく？　勝手にやってろ。感染する奴やつはするし、しない奴はしないよ。私だって……おっとっと、何でもない。とにかく、私はノルニルが大好きだし、大切だ。それを守まもりたいって思ってるだけ」

「つまり、悪魔の計画に賛成ってことだね。何をどう言い繕つくろっても、君が悪魔の手先であることに違いはないわけだ」

「何だとっ？」

「れあっち、ダメだよ」

　声を荒らげた大貫を、志し田だが淡々と止めた。

「この人のやり口だよ。私たちを怒らせて、冷静な判断ができないようにしたいんだよ。そうやって、ボロが出るのを狙ねらっているんだよ。浅はかだよね」

　半分眠っているような顔で、切れ味鋭く切り込む。

「っと、なるほど。危ない危ない。やらしいこと考えるねえ、眼がん帯たいちゃん。だけど、こっちにはてぃあらがいるんだ。こいつの腹黒さを甘く見るなよ！」

「レアっ。それ、褒めてないよっ」

　九いちじくがビックリした顔でツッコむ。

「問題ない。私が腹黒なのは事実」

　しかし当の志田が真顔で認めてしまった。

「そう！　ファンの前では猫ねこ被かぶりまくってる、ノルニル随一の演技派、志田宝冠ていあらっ。そのどす黒い脳細胞を駆使して、こいつらをギャフンと言わせてやってくれよ！」

「総そう上がみ叡えい理りさん」

「はい……」

「ちょっと、ギャフンと言ってみてください」

「……ぎゃふん」

「やったよ、れあっち」

　無表情に、志田が大貫に親指を立ててみせた。

「てぃあら……お前、天才だな！」

「天才じゃないよ！　二人とも真面目まじめにやってよ！」

　九がわたわた手を振って二人に文句を言う。

「そんな、お堅く考えんなよっ。私ら、絶対ボロ出さないし、さおりこそ気をつけろよ」

　大貫が楽しげに返した。むくれる九に、智とも花かが矛先を向ける。

「九さん。君が『セイレーン』なのかい？」

「えっ？　ち、違います……」

　九いちじくはすぐに否定したが、智とも花かから目を逸そらした。取り繕つくろうように質問を返す。

「あの、総そう上がみさん。どうして、私たちのライブ配信を止めようとするんですか？」

「あ！　それ、私も聞きたいっ。総上も、私らと同じ新世代ネクストなんだよね。しかも王様なんだろ？　だったら、もっと新世代が増えた方が良いじゃないの」

　大おお貫ぬきも身を乗り出してきた。テーブルの上で彼女の胸が寄せ上げられ、存在を際立たせる。思わず目が止まってしまい、左右からほぼ同時に脇腹をつねられた。

「あ痛っ……」

「どうした？」

　大貫が目を丸くする。「いや、何でもない」と愛想笑いをした。

　素早く左右を睨にらむ。

　智花も慧けいも素知らぬ顔だ。

　あげく、叡えい理りより先に智花が質問に答える。

「混乱を未然に防ぐためだよ。君たちのライブ配信によって、どれだけの騒動が起きるか分からない。君たちだって、オラクルをばらまいた張本人として『H.A.W.K.』に、いや、警察に逮捕されるだろうね」

　警察という単語に九が息を呑のんだ。

「……悪魔は、ＷｉＮＧがやったことにするって言ってたけど」

　大貫は険しい表情で言い返す。「そんなの」と智花が鼻で嗤わらった。

「あの悪魔が君たちを切り捨てない保証がどこにあるんだい？　君たちは騙だまされているんだよ。ライブ配信は君たちのためにならない」

「それこそ、眼がん帯たいちゃんの勝手な推測に過ぎないだろっ」

「ボクは冷静に状況を見て推測しているよ」

「あんたの偏見まみれの目で何が見えるってんだ！」

「れあっち」

　再び熱くなってきた大貫を、志し田だが止める。

　その隙すき間まを縫ぬって叡理は口を開いた。

「俺は、混乱を防ぐために行動してるわけじゃない」

　その場にいる全員が、智花までもが驚いた表情でこちらを見る。

「まして、君たちのことを考えてだなんて口が裂けても言えない。もっと個人的な理由で動いているんだ。……ノルニルのみんなには、悪いと思ってる」

「……急に何だよ？」

　面食らった様子で大貫が呟つぶやいた。

「慧を……妹を世間の晒さらし者ものにしたくない」

　正直に、悪魔との「ゲーム」で賭かけたものが何かを話す。

　新世代の王として顔出しをすること。それに加え、慧にまで姿を見せるよう要求されたことを。

「……俺だけなら、まだいいよ。でも慧けいを衆目に晒さらすのは絶対に嫌だ。俺の動機は、結局はそこにある。ノルニルのみんなは、言ってみれば巻き込まれただけなんだ。それは、本当にごめん。でも、俺は退ひけない」

「……エーリ。君は正直すぎるよ」

　智とも花かが悲しそうな、いたわるような顔で言った。

「ごめん……」

　苦笑してしまう。

　そっと左腕を掴つかまれた。

　振り向くと、慧が潤んだ瞳ひとみでこちらを見上げている。

「……いや、えっと。そっちにも事情があるのは分かったけど」

　さっきまでの勢いを失い、大おお貫ぬきが視線を逸そらして口を尖とがらせた。九いちじくは肩を落として項うな垂だれてしまっている。

「誰だって、そんなもんだよ」

　冷たさを感じさせる声音で、志し田だが言い放った。

「世の中は理不尽だらけなんだよ。みんな自分の都合で勝手に生きてる。あげく、どんなに頑張っても、運一つで、才能一個で、全部ひっくり返されるんだよ」

　あまりに淡々と、無感情に、彼女は語る。

「私たちにできる唯一のことは、受け入れるかどうか決めることだけ。訪れたものを受け入れるか、それとも拒絶するか。それだけで人生は決まるんだよ」

「……志田さん？」

「私たちにも総そう上がみ叡えい理りさんにも都合がある。でも、そんなのはどうでもいい。お互いに。そういうことなんだよ」

　底そこ冷びえのする目。

　誰も、何も言えなくなってしまった。

　カラン、と誰かのグラスで氷が音をさせる。

「あの……聞いてもいいですか？」

　静寂を打ち破ったのは、慧だった。

「皆さん、学校はどうされてるんですか？」

「ここでそれを聞いちゃうんだ。慧ちゃんだっけ？　意外に大物だねえ」

　大貫が肩をこけさせ、笑いながら返す。

　凍りついていた場の空気が少し和んだ気がした。

「いいよ。何かギスギスした話ばっかだと肩凝るし」

　大貫が答える。

「三人とも普通に通ってるよ。私は光こう聖せい女じよ子し。実は仕事で出席日数足りなくて、今度のライブ配信が終わったら、ずっと補習なんだよねー」

「私は北きた中ちゆうなんだよ」

　続けて志し田だがそれだけ言い、視線を隣の九いちじくに向けた。

「私は四月に堀ほり宮みや学がく園えんに入学しました。あそこは芸能科があって色々と融通が利くからって勧められて。……推薦で、それも面接だけであっさり受かっちゃったので、何だか申し訳なかったりします」

「その辺は役得だって。そもそも堀宮の方が宣伝になって大喜びしてるんだからっ」

　大おお貫ぬきが混ぜっ返す。

「そんなことないよっ。あ、私も仕事で学校に行けないことが多くて。葵あおいによくノートを借りてるんです。葵とは小学校の頃から一緒で、中学も高校も一緒で」

「ふうん。それはとても大切な絆きずなだね」

　九の言葉に智とも花かが反応した。何な故ぜか叡えい理りの右腕に自分の左腕を絡めてくる。

　それを横目で確認し、叡理はそっと左を窺うかがった。

　目を見張る。

「そっか。普通に通えてるんですね……」

　慧けいは口元に笑みを作り、俯うつむいていた。

　羨うらやましい。

　そんな妹の気持ちを感じ取って、叡理は胸を軋きしませる。

　大貫は「両立は大変だ」「忙しくて遊べない」等、ぼやきながらも楽しそうに学校のことを喋しやべっていた。九がそれに時折ツッコミを入れる。

　そして志田は、むっつりと口を閉ざしていた。

「？」

　声を掛けづらい雰囲気を纏まとっている。叡理と同じく気になったのだろう。智花が右目を細めて尋ねた。

「志田さんは、中学が楽しくないのかい？」

　大貫と九の動きが止まる。志田が智花を見つめた。

「どうでもいいんだよ」

「どうでもいいなら、少し話してくれないかな」

「イヤなんだよ」

「どうしてだい？」

「言う必要ないんだよ」

　再び空間が凍りつく。

「あの！」

　九が勢いよく立ち上がった。

　全員の注目を集めたところで、叡理に目を向ける。

「やっぱり隠しておくのはずるいと思うので、正直に言います」

「さおりっ？」

　大貫が目を丸くした。

「さっき、総そう上がみさんは妹さんを守まもるためにライブ配信を止めるって言いました。でも、私たちも似たような状況なんです。ライブ配信を成功させないと、あいつに……悪魔にノルニルの秘密を暴露されるんです……」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になり、大おお貫ぬきが「ああっ」と呻うめく。

「それを言ってもなあ……」

「さおっち。この前、言ったよね？　この人たちに言っても仕方ないんだよ」

「ライブ配信を成功させたい思いは本当だよっ。みんなに私たちの歌で幸せになってもらいたい。それが本心！　でも……それだけじゃないのも、本当のことだから……」

　声を萎しおれさせ、九いちじくは腰を落とした。

　智とも花かが眉まゆ根ねを寄せる。

「ううん。お互いに、正直過ぎる人がいると苦労するね。悪魔は君たちに、いわばボクたちと正反対の条件を突きつけているわけだ。このゲームに負けた方は、その正体を世間に暴露される。それはすなわち、死を意味するね」

「そうだよ。だけど、それを聞いたところで退ひいてくれるわけがないことくらい、分かりきっているんだよ」

「そうだね。お互いにどうでもいいからね」

　智花と志し田だが睨にらみ合った。




「あいつ、殺せばいいんじゃないですかー？」




　唐突に過激な意見が飛んでくる。

　振り向いた先には、ジュースの中にストローで息を吹き込んで遊んでいる結ゆい園ぞのがいた。慧けいに「ちなっちゃん」と注意される。

「結園さん、だっけ？　けっこう凄すごいこと言うね……」

　大貫が身を乗り出して対角線上にいる相手を見つめた。結園は「それほどでも」と照れたように笑う。

「だって、皆さん悪魔の野郎に弱み握られて困ってるんでしょ？　だったら、あいつ殺せばいいじゃないですか。死人に口なしってやつですよー」

「……それは私も考えたことがあるんだよ。だけど、あいつは自分が死んだら秘密が自動的に暴露されるよう設定してあると言っていたんだよ」

　志田が淡々と答えた。「そっかー」と残念そうに結園は咥くわえたストローを上下させる。また慧に「ちなっちゃん」と叱しかられた。

「どっちに転んでも、あいつは痛くもかゆくもないのかー。何か嫌だなー」

　結園が口を尖とがらせる。

「……そうか」

　彼女の独り言に、叡えい理りは小さく呟つぶやいた。




　小一時間ほどして解散となり、先に叡えい理りたちが外に出た。

　熱気のこもる夜の街中を、安あん西ざいのマンションへと戻る。

「ううん。あまり上う手まくはなかったねえ……」

　智とも花かがぼやいた。

「予想以上に警戒されていたし、意外に三人とも頭が良いよ。きっと、この二年近く、三人で協力して『セイレーン』の秘密を隠し通してきたんだ」

「それでも、見つけ出さないといけない」

「ちなみに、エーリ。さっきの部屋にはオラクル感染者が六人いたよ」

　懐から波形探査器を引っ張り出し、智花が告げる。

「即席だから個別判定はできなかったけど、充分だね。こっちはエーリとケイ、結ゆい園ぞのさんの三人だから、あとはノルニルの三人だ。予想通り、全員オラクル感染者だったね」

「三人ともか……」

　夜空を見上げる。月はビルの陰になっているのか、ここからは見当たらなかった。
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　深夜一時を回っても、叡理は寝つけずにいた。

　ソファの上で何度目かの寝返りを打ち、枕まくらに頭を乗せ直す。

　安西の家は一人暮らしにしては広いけれど、それでも部屋の数が足りなかったので、叡理はリビングのソファをベッド代わりにして寝ていた。

　意外と快適なのでよく眠れているのだが、今夜はなかなか眠れない。

　眠気はあるのに、何かが気に掛かって目が開いてしまう。

　暗くら闇やみに目が慣れて、うっすら浮き上がっている家具を見るともなしに見ながら、ぼんやりと思考を巡めぐらせた。

「セイレーン」は誰なのか。

　これが一番の命題だ。

　今のところ、決め手に欠けている。三人のうち、誰が「セイレーン」でも不思議ではないし、誰も「セイレーン」ではない気もしてくる。

　三人以外の人物が「セイレーン」だという可能性も疑っていた。特に十つなし葵あおいの存在は気になっている。

　けれど、細かく考えてみると、よく分からなくなるのだ。

　ノルニルの中に「セイレーン」がいない場合、活動に幾つか支障をきたすことになる。特にライブでは代役は成立しない。口パク疑惑もデビュー後すぐに散々検証され、完全に否定されていた。

「…………」

　安あん西ざいにも指摘された通り、いざとなれば「王」の力を使って「セイレーン」を見つけ出すことは可能だろう。

　ただ、悪魔の思惑が気懸かりでならない。

　あの悪魔が何を企たくらんでいるのか。それも視野に入れて行動しなければ、足をすくわれるだろう。そして何より──

　俺たちもノルニルも助かる道を探らないといけない。

　叡えい理りはまた寝返りを打った。

「!?」

　ふと、どこかでドアの開く音がする。

　耳に神経を集中させた。

　忍び足がこちらに近づいてくる。

　叡理は寝たふりをして、相手が充分に近づくのを待った。

　足音はソファの背を回り込み、窓際へと達する。

　カチャリと小さく鍵かぎの開く音がした。

「どこに行くんだ、結ゆい園ぞのさん？」

　身を起こして小柄な背中に声を掛ける。

「あ、起こしちゃいました？」

　ピクリと肩が震えたものの、結園は軽い調子で振り向いた。

「お兄さんを起こさないように気を遣ったんですけど、ダメでしたね」

　てへへと舌を出す。全く悪びれた様子はない。

「こんな時間に、って吸血鬼に言うのは変なのかな？」

「そうですねえ。私たち、本来夜行性ですし」

「それで、どこに行くつもりなのかな？」

「はい。そろそろお暇いとましようかなって思って」

　彼女はどこまでも軽く答えた。背負っている鞄かばんを揺らしてみせる。

「お暇って、帰るのか？　君が今、暮らしているところに」

「はい。あ、大丈夫ですよ。私、悪魔に何か報告したりするつもりないですから。お兄さんたちは疑ってたみたいですけど、最初からそんな気なかったんです。本当に、友だちとちょっと旅行とかしてみたいなあって思っただけで」

「じゃあ、どうしてこんなタイミングで出ていくんだ？」

「それはですねえ」

　結園がニッと獰どう猛もうに笑う。

　小さな犬けん歯し、いや、牙きばが見えた。

「お腹なかが空すいたからです。もう我慢の限界なんですよ。慧けいちゃんは安あん西ざいさんが用意した血液を飲んでますけど、あんなの食事じゃないです。点滴打ってるようなものですよ。本音を言うと、慧ちゃんにもちゃんと『ご飯』食べて欲しいなあ」

「結ゆい園ぞのさんっ。君は──」

「しーっ。声が大きいですよ、お兄さん。慧ちゃんたちが起きたらどうするんですか」

　口に人差し指を当て、彼女は後ろ手に掃き出し窓を開いた。

　ゆるりと夜風が流れ込んでくる。

「お兄さん。私、悪魔のこと嫌いですけど、一つだけ賛成なことがあるんです。新世代ネクストは新世代のルールで生きるべきだってことです。ＷｉＮＧの原則なんですよ。私たちは、私たちの決めたルールで生きようって。例えば、私や慧ちゃんは吸血鬼です。吸血鬼にとって吸血は食事なんです。いや、それ以上のものかも」

　バルコニーに出た結園は、手すりにひょいと座り、叡えい理りを見つめた。

「慧ちゃんだって、お兄さんの血を吸ったことがあるんだから気づいてるはずです。お兄さん、吸血って、すごく気持ち良いんですよ。まだ経験ないけど、多分エッチするよりイイんです。それに、好きな人の血って、すごく美お味いしいんだ。美味しすぎて、自分をなくしちゃうくらい……」

　そこで微かすかに、彼女の瞳ひとみに陰りが過よぎる。

「反対に、どうでもいい奴やつの血なんてまずいんです。仕方なく吸ってるって感じですね。だから、出来る限り美味しい血を吸いたいし、それが私たちにとって最大の幸福なんですよ。慧ちゃんがそれを堪たん能のうできないのは、親友として辛つらいです」

「そんな、ことは……」

「ないって否定しないでくださいよ。私たちを旧世代オールドの尺度で測って縛りつけないでください。私たちは私たちのままで生きていきたい。ほら、みんなよく言うじゃないですか。自分らしく生きるとか、ありのままの君でいいとか」

　軽やかに跳ね上がり、結園が手すりの上に立った。

　危ないと言いそうになり、叡理は言葉を飲み込む。

　彼女にとっては、大した高さではないのだ。

「不思議ですよね。ありのままでいいって言いながら、自分の考えに合わないと『それはダメだ』とか言うんですよ。自分らしく生きるべきとか言いながら、みんなと歩調を合わせたがるんですよ」

　両腕を大きく広げて、結園が笑う。

「お兄さん。お兄さんは王様なんでしょ？　だったら、私たちのこと理解できますよね？　旧世代の人たちがやってることの方が、よっぽど残酷だって分かりますよね？」

「……結園さん。俺だって、慧のために世界を敵に回すって決めた。慧が幸せに過ごせる社会であってほしいと願っている」

「その言葉、本当ですか？　お兄さんも旧世代オールドの人たちが使う建前を並べてるだけじゃないんですか？　だって、慧けいちゃんに血を吸わせてあげてないじゃないですか。あんなに気持ち良いのに」

　結ゆい園ぞのの目が紅あかく光った。

「行動で示してくださいね。お兄さん、いい人そうだし、慧ちゃんのお兄さんだし、もしどっちにつくって聞かれたら、悪魔よりお兄さんの方が良いですから。だから、がっかりさせないでくださいね」

「結園さんっ」

「それじゃ、また！」

　そう言って、彼女は手すりからぴょんと飛び降りた。

　慌てて飛び出す。

　下を見下ろすと、小さな点になった結園の姿がかろうじて認められたが、すぐに街の明かりに溶け込んで消えてしまった。

　部屋に戻り、窓を閉める。

　待機モードのヒロシが、ピンと電子音を発した。窓を開けていたせいで室温が上がってしまったようだ。空調が機能し、涼しいそよ風が頬ほおを撫なでた。

「…………」

　ソファに座り込む。

　彼女に言い返せなかったことが悔しかった。

「ちなっちゃん、行っちゃった？」

　か細い声に、ハッと顔を上げる。

　寝間着姿の慧が立っていた。

　どこか泣きそうな顔をしている。

「……うん。家に、帰るって」

「そっか……」

「……慧」

　妹を呼ぶ。

　慧は少しためらった後、しきりに寝間着の裾すそや髪を弄いじりながらやって来た。叡えい理りの隣にちょこんと座る。

　たまらず抱きしめた。

「ひゃっ」

　小さな悲鳴が上がる。

　身を強こわばらせていたけれど、じきに力が抜け、体を預けてくれた。

　彼女の体温を感じ、その柔らかさと儚はかなさに胸が締めつけられる。

「慧。血を、吸いたいか？」

「……私、我慢できるよ」

「ごめん。俺、何をしてやればいいのかすら分からなくて……」

「いいんだよ」

　慧けいが耳元で優しく囁ささやいてくれた。

「お兄ちゃんは、一緒にいてくれれば、それで。それで、私は、その……」

　きゅっと妹がしがみついてきた。

「幸せだから」

　胸が弾む。

　気づいたときには、慧をソファに押し倒していた。

　暗がりの中、見つめ合う。

　心臓の鼓動が、耳の側そばで鳴り出した。

「お兄ちゃん……」

　妹の瞳ひとみが潤む。伏し目がちになり、それから覚悟を決めたように目を閉じた。

　全身から汗が噴き出す。

　慧の吐息が甘く耳をくすぐる。

「慧っ」

「それ以上は許さないよ」

　パッと部屋に明かりが灯ともった。

　二人、文字通り飛び上がる。思わずソファに正座してしまった。












「エーリ、ケイ、こんな夜遅くに何をしていたのかな？」

　廊下へと続く壁に凭もたれ、寝間着姿の智とも花かがじっとりとした目で見下ろしてくる。

　ハハハと乾いた笑いしか返せなかった。

　喉のどがカラカラに干上がっているのに、だらだら汗が流れ落ちる。

　智花はハアと息を吐き、「気をつけた方がいいよ」とヒロシを指さした。

　叡えい理りと慧けいは、機械のような動きでロボットの方を見る。

　いつの間にかヒロシもこちらを見ていた。

「あれ。録画モードになってるから。シーさんも趣味が悪いよね。おおかた、エーリを焚たきつけたんだろ？　それで現場を記録しようなんて、これだからいまだに独身なんだ」

「私は自分の意思で結婚していないだけよ。好きな男一人籠ろう絡らくできないお子様と一緒にしないでほしいわ」

　いつの間に起きてきたのか、智花の肩を安あん西ざいが抱いた。そのまま首を絞める。

「うぐっ……シーさん、ちょっと強すぎ……」

「ヒロシを記録モードにしたのは、結ゆい園ぞのがリビングに出てきたからよ。あの子、出ていったのね」

「悪魔と連絡を取ってはいないと思います。俺の勘に過ぎませんけど」

「私も、そう思いますっ。ちなっちゃんは、本当に、同世代の吸血鬼に会えて嬉うれしかっただけだと思うんです。……私も、そうだったから」

　二人で結園を擁よう護ごする。安西が呆あきれた顔で笑った。

「そうね。それでいいんじゃない」

　そう言い残し、智花を部屋へと引きずっていく。叡理と慧はどちらともなく見つめ合い、笑い合った。妹が立ち上がる。「おやすみなさい」と言って部屋に戻っていった。

　叡理も明かりの消えたリビングで再びソファに寝転がったが、結局、朝までまともに眠れなかった。




　翌日。叡理は私立堀ほり宮みや学がく園えん高等学校の正門前に来ていた。

「ここが、堀宮……」

　真昼の焼き殺されそうな日差しを浴び、ねっとりした熱気を振り払うように手て庇びさしを作る。敷地を区切る高い塀と頑丈そうな正門を振り仰いだ。

　正門は車一台分ほど開いているけれど、すぐ側そばに警備員室があって出入りを監視しているので無関係な人間が敷地内に立ち入ることはできそうにない。

「さすが、大手芸能事務所が出資してるだけはあるな。セキュリティは万全か」

　夏休みに入っているはずだが、意外にも生徒らしき男女の姿を正門前からでもチラホラ見かけた。部活動中なのかもしれない。

　あまりジロジロ見ていると警備員が出てきそうだったので、軽く眺めてからその場を離れる。塀伝いに歩き、木陰を見つけて一息ついた。

「これで何か分かるのかなあ……」

　タオルで汗を拭ぬぐい、ガードレールに腰掛ける。頭上では蝉せみの鳴き声が凄すさまじかった。




『今度は周辺から攻めよう』

　今朝、智とも花かが切り出した台詞せりふを思い出す。

『本人たちと面と向かって話してもボロは出そうにない。だったら周りを切り崩そうじゃないか。彼女たちの周辺に探りを入れて、あわよくば関係者から話を聞いてみよう。何か新たな発見があるかもしれない』

　そう意気込む彼女は、『ボクは志し田だ宝冠ていあらを調べる！』と言い切った。どうやら智花は志田のことを疑っているらしい。

　残りの二人を叡えい理りが担当することになり、慧けいは留守番することになった。また文句を言われるかと思いきや、妹は『安あん西ざいさんからオラクルについて色々聞いてみたいし』と随分素直に了承してくれた。




　午前中、叡理は大おお貫ぬきが通っているという私立光こう聖せい女じよ子し高等学校を訪れた。

　当然ながら、敷地の外から外観を眺める程度で、グラウンドの方からは運動部のかけ声や吹奏楽の音が聞こえてきたけれど、それ以上の収穫はなかった。

「……さて、どうするか」

　塀を見上げる。

　これを跳び越えて校内に侵入するという考えが脳裏を過よぎったが、それは犯罪だと思おもい止とどまった。頭を振り、別の手段を考える。

　そんな叡理の目の前に、二メートル近い背丈のテナガザルが塀を跳び越えてきた。

「!?」

「あっ？　やべっ！」

　驚いたのは相手も同じだったらしい。着地の衝撃でずり下がったバッグを背負い直すなり、大急ぎで走り出した。

　バッグから何かが一つ、転げ落ちる。

　目を剥むいて固まっていた叡理は、ハッとして落ちた物を拾い上げた。ピンク色のポーチである。

「テナガザルが、女の子向けのポーチを……あっ！」

　テナガザルが走り去った方を凝視した。かろうじて相手の背中を捉とらえる。

　塀の向こうが騒がしい。被害者の生徒たちのものだろう。

「あいつ、泥棒だ！」

　叡理はテナガザルの後を追って走り出した。

「待て、そこのテナガザル！」

　叫ぶなり、相手がたたらを踏む。しかし、止まることなく角を曲がった。叡理は躍やつ起きになって追いかける。走っていくうちに大通りへ出た。

「どけどけ邪魔だ！　俺はフェクターだぞ！　殺されたくなかったらどきやがれぇっ！」

　テナガザルが長い腕を振って通行人を押しのけていく。「フェクター」という単語に誰かが悲鳴を上げた。「フェクター？」「化け物が出たって!?」と恐怖が伝でん播ぱしていく。

　しかし、叡えい理りにはあのテナガザルがフェクターだとは思えなかった。

　相手が無駄に暴れながら走っているせいか、徐々に距離が詰まってくる。あちこちで悲鳴が上がる中、テナガザルは歩道のど真ん中に突っ立っていた男を怒鳴りつけた。

「てめえ殺すぞ！　俺はフェクターなんだぞっ！」

「ほう。そうなのか。それは好都合だ」

　歩道に立っていた男は、中指で眼鏡の位置を整えた。

「えっ？」

　叡理は立ち止まってしまう。

「どけっつってんだろうがあっ！」

　テナガザルが眼鏡の男、いや、少年に長い腕を振り上げた。

　その体が、宙を舞う。

「はれ？」

　間の抜けた声。アスファルトに背中から叩たたきつけられ「ぐえっ」と息を吐き出した。眼鏡の少年は、テナガザルの長い腕を取ったまま体の位置を変え、相手の腕を捻ひねり上げる。

「あがあああっ？」とテナガザルが喚わめいた。

「お前、フェクターだそうだな。じゃあ、死ね」

　いつの間に取り出したのか、ナイフを相手の眉み間けんすれすれに突きつける。

「ひいいいいっ！　ちょっと、待って！　違うっ。俺、違うんですぅっ。俺、ただの人間ですっ。これは、ただの、ネメシスなんですっ。殺さないで！」

　たちまちテナガザルが情けない声を上げた。

　周囲の通行人がヒソヒソと話し出す。その中には「またかよ」という声も混じっていた。皆、一様にうんざりしている。

「また騙かたりか。飽きもせず、下らんことを」

　眼鏡の少年がナイフを突きつけたまま舌打ちする。そこにバタバタと複数の足音が近づいてきた。

「どこだフェクターは!?　伊い切きりっ、もう捕まえたのか!?」

「ただの騙りだ。警察に引き渡してくれ」

「何だよー、またかよー」

　駆けてきたのは白いライダースジャケットを羽は織おった少年たちの一団だった。背中に赤いロゴマークと「H.A.W.K.」という文字。

　彼らは、ネメシスの効果が切れて元の人間の姿に戻っていく窃盗犯を押さえつけた。眼鏡の少年──伊切公こう平へいがナイフを仕し舞まって立ち上がる。

「悪いな、伊い切きり。手伝ってもらって。彼女とデート中だったんだろ？」

「デートじゃない。単に街中を見物していただけだ」

「うっせえよ、リア充じゆうめ」

　笑いながら「H.A.W.K.」隊員が伊切の胸を小突いた。伊切は不満そうに眉まゆを顰ひそめる。

　そこに新たな一団が駆けてきた。荒い息をつきながら「捕まえましたっ？」と期待の眼まな差ざしを向けてくる。堀ほり宮みや学がく園えんの制服を着た彼らを見やり、白ジャケットの少年たちが苦笑いになった。

「はいはーい。被害者の皆さんですねー。盗まれた物はこちらでーす」

　テナガザルから奪い取ったバッグを掲げ、群がる生徒たちに私物を返し始める。

「総そう上がみっ？」

　その光景を眺めていた叡えい理りの背に、聞き覚えのある声がかけられた。

　叡理は仕方なく振り返る。

　険しい視線とぶつかった。伊切がこちらを睨にらんでいる。

「やあ、伊切。偶然だな……」

「……本当に偶然か？」

　疑わしそうな目つきの彼に、叡理は視線を逸そらした。

　すぐ側そばの喫茶店に目が止まる。中から一人の少女が出てきた。

「ごめん、コウちゃん。ちょっと混んでて……」

　楽しげに出てきたが、周りの雰囲気に戸惑いの表情を浮かべる。

　そして叡理と目が合い、驚きよう愕がくの表情に変わった。

「そ、総上くんっ？」

「佐さ嶋じまさんっ？」

　店から出てきたのは佐嶋礼れいである。彼女がいることは予想していたが、その服装が予想外だったせいで声を上げてしまった。

　彼女はノースリーブのシャツにミニスカートという露出の多い格好で、靴もヒールの高いパンプスを履いていた。いつもの彼女からは想像できない服装だ。

「総上くんっ。あ、あの、これはね、違うんだよっ。せっかく都心に出てきたし、ちょっとオシャレしてみよっかなって思って。その、コウちゃんと一緒だからとか、そういうことじゃなくてねっ」

　佐嶋が、聞いてもいないのに言い訳を始める。

　叡理は無言で伊切を見た。

「本部に調べ物をしに来たんだ。お前のせいでなっ。一人で来るつもりだったんだが、礼がついてくると言い出して、おまけに他の隊員たちも、俺は礼の監視のために常に一緒にいないといけないとか言いやがって……」

「楽しそうでいいじゃないか」

「今日は、せっかくだから観光しようって礼が無理やりだな」

「そ、そうっ。やっぱり都心に来たら観光したいでしょっ。だから、ちょっと息抜きに二人で街を見て回ってるだけなんだよっ。それだけだよっ」

　伊い切きりに寄り添い、佐さ嶋じまが何な故ぜか必死に言い繕つくろう。

「あ、うん」

　突っ込むのは可哀かわい想そうな気がしたので、適当に頷うなずいた。

「ところで、総そう上がみ。お前はここで何をしているんだ？」

「ああ、えっと……。俺も、観光かな」

「本当だろうな？」

「本当、本当」

　ガクガクと首を縦に振る。

　パトカーのサイレンが聞こえてきた。「H.A.W.K.」隊員が警察官に事情を説明し、窃盗犯がパトカーに押し込まれる。私物を無事取り戻した生徒たちは、安あん堵どの顔でぞろぞろと学校の方へ戻っていった。

「ネメシスの悪用……。オラクルより質たちが悪いんじゃないか？」

「こっちでは珍しくもないようだな。……総上。お前、香水をつけているのか？」

　伊切が鼻をヒクヒクさせる。叡えい理りには全く身に覚えがなかったので、「え？」と自分の体を見下ろした。

「ああ、すまん。そのバッグか。柑かん橘きつ系けいの匂においがしたんだ」

「あ、これか。……匂い？」

　手にしていたポーチを顔の前まで掲げてみるが、匂いなど全くしない。

「可愛かわいいポーチだね。総上くんの、じゃないよね？」

「そうだ！　これも盗まれた物っ……」

　振り向いた叡理が見たのは、窃盗犯を乗せて走り去るパトカーと、やれやれといった様子で去っていく「H.A.W.K.」隊員の背中だった。

「いや、仕事雑過ぎるだろっ」

　唖あ然ぜんとする。伊切が顰しかめ面つらで言った。

「こっちじゃネメシスの悪用事件が頻発しすぎて、あいつらも警察もルーティーンワークになっているんだ。今から追えば、堀ほり宮みやの連中に追いつくだろ」

「そうだな。それじゃ──」

「あ、あのっ……」

　かすれた声に目をやると、膝ひざに手を突き、肩で息をしている制服姿の女の子がいた。震える指で「その、ポーチ……」と叡理が持っているポーチを指す。

「あ、これ君の？　ちょうど良かった」

　叡理は彼女にポーチを差し出した。女の子が「ありがとうございます」と顔を上げる。それから目を大きく見開いた。

「お兄さんっ？」

「……十つなしさんっ？」

　被害者の女の子は十葵あおいだった。あまりの偶然に空恐ろしいものを感じる。

「ぐ、偶然だね……」

「そ、そうですね。昨日は、沙さ織おりたちがお世話になりました。あの、えっと……」

　目を逸そらし、彼女は何か言いあぐねてもじもじと身を揺すった。

「総そう上がみの知り合いか？」

「ああ、彼女は……こっちに住んでる知り合いの子なんだ」

　ノルニルのことを言うわけにはいかない。咄とつ嗟さに判断し、叡えい理りは嘘うそを吐ついた。十も真意を理解してくれたらしく、「こんにちは」と小さく挨あい拶さつをする。

「バッグが無事で良かったな。俺らはこれで。……総上」

　伊い切きりが目を細めて言った。

「こっちで騒ぎを起こすなよ。ここはセメディ本部のある街だ」

「分かってるよ」

「だといいがな」

　そう言い残して去っていく。佐さ嶋じまが「じゃあね」と小さく手を振って、彼の隣に並んだ。

　ふと、結ゆい園ぞのの言葉を思い出す。




『私たちを旧世代オールドの尺度で測って縛りつけないでください。私たちは私たちのままで生きていきたい』




　あの二人の行く末に幸せが訪れるのかどうか、まだ分からない。

「あの……総上さん」

　十の声に我に返る。彼女は深々と頭を下げた。

「ありがとうございました。私も、失礼します」

「あっ……」

「はい？」

　引き留めたかったが、口実が見当たらない。

　叡理は上う手まい理由を探して思考を巡めぐらせた。

　眼鏡の奥から、十が不安そうな眼まな差ざしを向けてくる。

「……少し、話をさせてくれないか」

　結局、直球で頼んでみた。




「それでここに連れて来るとか……あおいってバカなの？」

「この償いは身体からだで払ってもらうしかないんだよ」

「ご、ごめんなさいっ……。でも、他に思いつかなくてっ……」

　大おお貫ぬきと志し田だに責められ、十が涙目になっている。

　叡えい理りは彼女の隣で身を縮こまらせた。

　十つなしに案内されたのはダンスレッスンスタジオ。

「はい、そこでターン！　そうそう、指先にまで神経を集中させて！」

　すぐ側そばでは、九いちじくがダンスレッスンを受けている。

　室内は冷房が効いているというのに、彼女は汗だくだ。

　真剣に、それでいて笑顔を絶やさずステップを踏み続ける。

　Ｔシャツに緑のジャージ姿の九は、レストランで会ったときとは別人のように活いき活いきとして見えた。

「エロ男子が、さおっちをエロい目でガン見してるんだよ。タイーホものなんだよ」

「総そう上がみ、自重しろ！　エロい目でさおりを見ていいのは私たちだけだ！」

「いや、エロい目で見てなんかいないからっ」

　慌てて否定する。「どうだかー？」と大おお貫ぬきがにまにま笑った。

「だいたい総上、昨日の今日であおい？　あんたストーカーの気があるんじゃないの？」

「何でだよ！　俺は、君たちの中から『セイレーン』を見つけないといけないんだっ」

　後半は小声で返す。

「本当は十さんと二人で話したかったんだよ。……君たちについて」

「ふふん、残念だったね。あおいは渡さないよっ」

　大貫が十をぐいと抱き寄せた。「ひやあっ？」と慌てる眼鏡少女の頭を撫なでる。何な故ぜか志し田だまで十の頭を撫でた。

「……あの、えっと、総上さん。私、喋しやべるのとか苦手だから……でも、ここに来ていただければ、分かってもらえると思ったんですっ」

　二人に玩具おもちやにされながらも、十が叡理に言う。

「ノルニルのすごさをっ。沙さ織おりの、すごさを！」

　彼女の頬ほおが赤みを帯びた。熱っぽい瞳ひとみで練習を続けている九を見つめる。

「沙織は本当に一生懸命でっ。いつだって一生懸命でっ。小学五年生からですよっ。アイドル目指して毎日欠かさずレッスンして、すごいんですっ。すっごい努力家なんです！」

「あらら。スイッチ入っちゃったよ、この子……」

　大貫が、やれやれと首を振った。志田も「こうなると長い」とぼやく。

「あと一歩ってところで、惜しかったことが何度もあったんですよ！　それでも沙織は決して諦あきらめないで努力し続けたんです！　私、いつも見てましたからっ。沙織が頑張ってるところ、いっつも見てました！」

　十が大貫の腕を押しのけて身を乗り出した。

「私には応援することしかできないけどっ。沙織は本物なんですっ。本物のアイドルなんです！　沙織が本物じゃなかったら、世の中のアイドルはみんな偽物です！」

　キラキラ輝く瞳で熱く語る。

　叡理もつられて十の視線の先を追った。

「はい、そこでビシッと決める！」

「はい！　……っとと、あうっ」

　視線の先では、九いちじくが決めポーズを取り損ねて尻しり餅もちをついていた。

「うーん……。やっぱり難しすぎるんじゃないかしら？　あんたの向上心は分かるけど、一人だけレベル上げ過ぎよ。やっぱり二人と同じ振り付けにしてみない？」

　トレーナーが腕組みをする。九はすぐに立ち上がり、「やらせて下さい！　お願いします！」と頭を下げた。

「まあ、あんたがやりたいのなら、つき合うけど。何だかんだで本番には間に合わせちゃう、あんたの集中力は信頼してるし。少し休憩したら、もう一度通してやりましょう」

「ありがとうございます！」

　溌はつ剌らつとした笑顔でお礼を言い、Ｔシャツの袖そでで汗を拭ぬぐう。十つなしが跳び上がった。スポーツタオルとドリンクを手に親友へと駆け寄る。

「はい、沙さ織おり！」

「ありがとうっ。少しは良くなってきたかなあ？」

「沙織、すっごく輝いてるよ！」

　タオルを受け取って丁寧に汗を拭う九に、十は熱心に声援を送った。

「さて、そっちの二人はいつまで休んでるの？　……って君、誰っ？」

　トレーナーが叡えい理りを見つけて目を剥むく。

　叡理は思わず十に目をやった。

　ところが彼女は、九のことばかり見ている。

「あ、えっと……」

「トレーナーさん！　そいつ、堀ほり宮みやの生徒っす。あおいが連れてきたんですけど、ちょっと見学させていいっすか？」

　意外にも大おお貫ぬきがフォローしてくれた。トレーナーは「堀宮の？」と呟つぶやき、叡理を見つめる。小首を傾かしげた。

「君も芸能科？　私は構わないけど、飛ひ龍りゆうさんには許可取ってるんでしょうね？　怒られても知らないわよ」

「はい。大丈夫っす」

　叡理ではなく、大貫が返事をする。軽い口調が逆に良かったのか、トレーナーは「静かにね」とだけ言った。それから手を叩たたいて大貫と志し田だを促す。

「大貫も志田も、及第点じゃなくて常に上を目指しなさいっ。あんたたちはもっとやれるんだから！」

　九と入れ替わり、今度は二人がレッスンを始めた。

「昨夜ぶりですね」

　叡理の下にやって来た九が、笑顔で会え釈しやくをする。まだ汗が引ききっておらず、肩にかけたタオルで上気した肌を押さえながら微笑ほほえんだ。スクイズボトルで水分補給をする。

「こんなところに押しかけて、ごめん」

　叡えい理りも会え釈しやくを返した。

　二人分のスペースを開けて九いちじくが腰を下ろす。その隣、叡理とは反対側に十つなしが座った。何ごとか九に囁ささやく。表情からして謝っているようだ。

　九が屈くつ託たくなく笑い、小さく首を振る。

　こちらを振り向いて少しだけ身を寄せてきた。

「さっきは葵あおいが助けてもらったそうで、ありがとうございました」

　ツウッと首筋に垂れた汗を、彼女はそっとタオルで押さえる。

「いや。たまたま遭遇しただけで……」

　汗で湿ったＴシャツが九の肌に張りつき、下着が微かすかに透けていた。

　見てはいけないものを見てしまった気がして、叡理は焦る。

　やはりアイドルだけあって彼女は可愛かわいい。

　それに昨夜と違い、今はとても楽しそうで、それが魅力をより際立たせていた。

　志し田だや大おお貫ぬきの方が人目を引く容姿のはずなのに、彼女たちと話していたときには感じなかった鼓動の高鳴りに、叡理は後ろめたい思いを抱く。

　このくらいは浮気じゃないから、などと心の中で慧けいに言い訳してしまった。

「ダンスも熱心にやってるんだね。てっきり歌に集中してるのかと思っていた。奇跡の歌姫って言われてるんだろ？」












　当初の目的を思い出し、九いちじくに話しかける。

　彼女は困ったように微笑ほほえんだ。

「私、レアやティアラみたいにセンスないから、人一倍努力するしかないんです。歌を褒めていただけてるのは嬉うれしいけど、それだけじゃダメなんで。あの二人についていくためにも、しっかりやらないと」

「沙さ織おりはダンスも上手だよ！　いっぱい練習してるし、二人よりずっと難しい振り付けこなしてるし！」

　控ひかえめな九に対し、十つなしが熱心に語る。

「でも、私には二人みたいな華がないからなあ……」

　九の視線を追ってレッスン中の二人を見た。

「テンポ良く。テンポ良く。お互いの位置をきちんと把握してっ」

　手拍子に合わせてステップを踏む大おお貫ぬきと志し田だ。

　素人目にも、二人のダンスは特徴的だった。

　一七〇近い身長を活いかして、大きく躍動的に踊る大貫。

　顔は無表情なのに、細かくキレのある動きで魅せる志田。

　上う手まいかどうかは叡えい理りに判断できないが、どちらも目に止まるダンスだ。

「そんなに難しい動きはしてないのに、二人ともすごく見栄えが良いんです。レアは格好良いし、ティアラは可愛かわいい。あ、今は表情ないですけど、本番はビックリするくらい可愛くなるんですよ」

　夢見るような瞳ひとみで九が解説してくれる。隣で十が「沙織の方がきれいだよ」とむくれているけれど、どこか負け惜しみといった印象があった。

「はい、オッケー！　……基礎練は今ひとつなのに、あんたたち踊らせてみると出来るから腹立たしいのよねえ」

　トレーナーが感心ともぼやきともつかないことを言う。

　志田がごろんとその場にひっくり返った。大貫は「バスケの練習に比べたらねー」とドリンクを口に含む。

　九が立ち上がった。「もういくのっ？」と見上げる親友に「休みすぎると疲れるから」とタオルを渡す。軽く伸びをしてから「お願いします！」と前に出た。

「いやー、さおりの熱心さには頭が下がるねえ」

　志田を引きずってきた大貫が、叡理の隣にどっかり座る。

　彼女の匂においを強く感じてしまい、ドキリとした。

「で、どう？　誰が『セイレーン』か分かった？」

　平然と尋ねてきた大貫に、叡理は焦る。

　火ほ照てって汗ばんだ彼女の肌から妙な色気が立ち上っていた。Ｔシャツの袖そでを捲まくり上げてノースリーブのようにしているせいか、豊ほう満まんな胸がより強調されてうっすら透けて見える下着が艶なまめかしい。

「あっついなあ」とポニーテールを束ね直し、大おお貫ぬきはうなじ辺りの汗を拭ぬぐった。スクイズボトルを咥くわえる。

「エロ男子が、れあっちをエロい目でガン見してるんだよ。タイーホなんだよ」

「!?」

　床に寝転がったままだった志し田だが、じーっと叡えい理りを見上げていた。

「いや、だから違うって……」

「あっははは！　私に欲情するわけないって。私、色気ないし！　なあっ？」

　大貫が叡理の肩に肘ひじを乗せて寄りかかってくる。

　挑戦的に見つめられ、顔が熱くなるのを止められなかった。

「あ、そうだ！　いいこと思いついた」

　さらに大貫はパチンと指を鳴らす。

　叡理の耳元で囁ささやいた。

「なあ、総そう上がみ。私らとＬＩＮＫしようよ」
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「それはそれは、随分と楽しいひとときを過ごしてきたんだね、エーリ」

「ふーん、そうなんだ。ふーん……。お兄ちゃんって、そういう人だったんだ」

「……いや、だから、調査の一環としてね」

　叡理は床に正座させられていた。

　夜。安あん西ざいの部屋に帰って来るなり智とも花かと慧けいに詰め寄られ、あげくこの仕打ちである。

「ボクが、炎天下を、必死になって聞き込みをしていた間、エーリは、クーラーの効いた密室で、アイドル三人と、楽しくお話していたわけだ」

「私が、安西さんから、オラクルについて教わってたとき、お兄ちゃんは、ノルニルの人たちと、フレ登録してたんだねっ」

「敵であるはずの相手と、あろうことか、フレンド登録っ」

「ＬＩＮＫで、フレ登録っ」

　二人の凍いてつく視線に、いたたまれなくなる。

　あの後、叡理は大貫に誘われてＬＩＮＫという携帯端末アプリで彼女たちのグループにフレンド登録した。そこは大貫、志田、九いちじく、十つなしの四人だけで構成されたグループであり、主に連絡用として使っているものらしい。

「……その、ＬＩＮＫは、今後の連絡を取りやすくするためだし、ライブ本番までの間、見学って名目でスタジオにも入れてもらえるっていうし、あくまで調査の一環としましてね。大おお貫ぬきさんから申し出があったわけで、決して俺から頼んだわけじゃなくて」

　言い訳を並べるが、二人の目つきは冷たいままだ。

「ああ、かゆいわ。あまりに青臭すぎて背中がかゆくなるわ」

　ソファの方から声がする。

　寝そべってテレビを観みていた安あん西ざいだ。ノルニルについて調べていたのか、画面には彼女たちの東京ドームライブの映像が流されていた。普段と全く違うハイテンションで、志し田だが元気よく「もっともっと盛り上がっていくよー!!」と叫んでいる。

「女の嫉しつ妬とは見苦しいわよ、水み無な月づき。それより今日調べたことを話し合ったら？」

「……まあ、いいよ」

　智とも花かは口を尖とがらせながらも、テーブルについた。隣に慧けいも腰掛ける。

　叡えい理りは何となく床に正座したまま幼なじみの話を聞いた。

「志田宝冠ていあらは不登校だよ」

　いきなり重い一言が飛んでくる。

「中一の頃から、あまり学校に行ってなかったようだけど、オーディションに受かってからは全く通学していない。そのことについて親御さんと学校で話し合いも持たれたようだけど、仕事を理由に志田本人は出席しなかったそうだ」

「……不登校の原因は、分かる？」

「これはボクの憶測だけど、家庭の事情が大きいだろうね」

　志田の家はいわゆる医者の家系だった。

　父親はセントラル・メディックの研究員だが、医師免許も持っている。母親は看護師。親戚は、ほとんどが医者か薬剤師だ。

　志田自身もそうなることを求められたのだろう。五歳のとき名門私立に「お受験」している。しかし不合格。その六年後、中学受験をしているが落ちてしまい、公立の北きた中学校に通っているという。

「そういうのって、何だか……」

　慧が辛つらそうに俯うつむく。智花が「ううん」と唸うなった。

「彼女にとっては、大きな挫ざ折せつ経験だったろうね。親の期待を背負わされて、でも、それに応こたえられず生きてきたわけだ」

「それで、不登校か……」

　スタジオでの志田は、無表情ではあったが楽しそうに見えた。彼女には学校よりノルニルの方が遥はるかに居心地の良い場所なのではないだろうか。

「あと、大貫のことも調べてみたよ。エーリがアイドルと楽しくお喋しやべりしていた間にね」

　多分に棘とげのある前置きを挟み、智花は続けた。

「高一までバスケをしていたけど、秋に交通事故に遭ってる。それでバスケ部を辞めてるね。同じ事故で中学校からの友人も足を骨折して部を辞めたみたいだ」

「そうか……」

　彼女たちの境きよう遇ぐうは「セイレーン」と何らかの繋つながりがあるだろうか。

　考える叡えい理りの端末に、メッセージが入る。

　登録したばかりのＬＩＮＫグループ。大おお貫ぬきからのものだ。

　智とも花かと慧けいの方を見上げると、二人とも真顔でこちらを見下ろしていた。

「えっと……。あくまで調査のために、明日もノルニルの練習を見学に行ってくるよ。明日はボイストレーニングだそうだから、『セイレーン』の正体にかなり近づけるんじゃないかと思う。しっかり調査してくるから」

「ボクも行こう」

「私も行きたい」

　二人の申し出は、しかし断らざるを得えない。

「言いにくいんだけど、フレンド登録したときに約束したんだ。見学は俺一人で行うって。その条件じゃないと入れてあげないって言われて……」

　大貫に言われたことをそのまま話しているだけなのに、何な故ぜか嫌な汗を掻かいた。

「ふうん。そうなんだ。そうなんだねえ」

「お兄ちゃんって、そういう人だったんだ」

　心を抉えぐられる。

　しかし、約束を破れば、手がかりを得るチャンスをみすみすドブに捨てることになる。叡理には「分かって下さい」と土下座することしかできなかった。

「一つだけ忠告しておくよ」

　智花が真面目まじめな顔になって告げる。

「『セイレーン』の歌声は他人を魅み了りようするものであって、上う手まい下手は究極的には関係ないからね。どんなに下手でも聞くものを虜とりこにするから恐ろしいんだよ。歌の善よし悪あしで判断しないよう気をつけるように」

「分かった。心しておく」

「それから、腕時計は絶対に外さないように。ボクたちも会話をきっちり聞かせてもらうから」

「はい。分かりました……」

　背筋に悪お寒かんが走った。




「おはよう」

「おはようございます」

　翌朝。叡理は指定された待ち合わせ場所で十つなしと会った。彼女に案内されてボイストレーニング教室に向かう。

　今日の十は私服だった。道すがら、叡理は適当に話を振ってみる。

「昨日は学校に何の用事だったの？」

　少々不ぶ躾しつけな質問かとも思ったが、十つなしは気にした様子もなく答えてくれる。

「夏期講習を受けてたんです。沙さ織おりがあまり学校に行けないから、その分、私がしっかりノートを取って勉強を教えてあげられたらいいなと思って」

「すごいね。友だちのためにそこまでするんだ」

「沙織は私のヒーローですから」

　そう言って控ひかえめに微笑ほほえんだ。

「ヒーロー？」

「はい……。私、引っ込み思案だから沙織くらいしか友だちいないんです。最近は、ノルニルの皆さんとも仲良くしてもらえてるんですけど……」

「ノルニルのみんなは、どうして俺をＬＩＮＫに入れてくれたのかな？」

　昨日から気になっていたことだ。叡えい理りが「セイレーン」を見つけ出そうとしているのは分かっているのだから、むしろ距離を取ろうとするのが普通のはずなのに。

「大おお貫ぬきさんの提案に、九いちじくさんも君も、志し田ださんですら賛成しただろ？　正直、すごく不思議だったんだ」

「それは、多分……」

　口を開き、しかし途中で十は俯うつむいてしまった。しばらく無言で歩く。

　話題を変えようかと思ったとき、彼女がポツリと洩もらした。

「王様に、助けてもらいたいんです」

「えっ？」

「……総そう上がみさんは王様なんですよね？　オラクルの中でも最強だって、あの、悪魔が言ってました。だから、その……」

　胸に手を当てて、十が深呼吸をする。

　顔を上げ、叡理を見つめた。

「沙織を助けて下さい」

「……それって、どういう意味？」

「……あ、いえっ。違うんです！　今のは忘れて下さい！　何でもないです！」

　慌てた様子で首を振り、十は懸命に否定する。急に早足になって教室へと急いだ。

　彼女の言葉の真意を尋ねる暇いとまもなく、教室についてしまう。

　挨あい拶さつをして入室した叡理は、ジャージ姿で発声練習をしている三人を見つけた。

　十とともに部屋の隅に収まり、練習が一段落するのを待つ。

「はぁい。それじゃ、五分休憩ねぇ。その後、個別練習に移りましょぉう」

　甘ったるい喋しやべり方かたの女性講師が言うと、「はい！」と九がハキハキした返事をした。大貫と志田は面倒そうに返事をする。

「沙織っ」

　休憩に入るなり、十は九の下に駆け寄っていった。三人が叡理にも気づき、各々、挨あい拶さつをする。

「あらあ？　君が見学の子ぉ？」

　講師がやって来た。ゆったりとした服を着たふくよかな女性だ。年の頃は四十代といったところだろうか。

「突然、すみません」

　叡えい理りは彼女にも挨あい拶さつをする。うんうんと何が嬉うれしいのか優しそうな笑みを湛たたえて講師が頷うなずいた。

「先生は、ノルニルのボイトレ長いんですか？」

「んんん？　そうねぇ。ノルニルっていうかぁ、事務所の子たちはだいたい見てるかなぁ。だからぁ、沙さ織おりちゃんの芽が出たのはとっても嬉しかったなぁ」

「九いちじくさん、前はそんなに上う手まくなかったんですか？」

「んーん。上手いよぉ。まだ小学生だった頃から見てきたんだけどぉ、練習熱心だしぃ、テクニックもあるしぃ、あの頃から上手だったと思う……ただねぇ」

　講師がどこか悲しそうな表情になる。

「歌が上手いだけの素人って感じだったのよねぇ」

「……歌が上手いだけの素人？」

「あのねぇ。歌って不思議でねぇ。音程を外さないで正しく歌うだけじゃ、ここに響かないのよぉ」

　そう言って講師は叡理の胸を指でぐりぐりと押した。

「表現力っていうのかなぁ。音に気持ちを乗せるって言ったりするけどぉ、それがないと聞く人を捕らえられないのよぉ。沙織ちゃんには、残念ながらそれがなかったのぉ。それでもぉ、諦あきらめないから私も何とかしてあげたいと思ってたのよねぇ」

　愛いとしい生徒を優しい眼まな差ざしで見つめる。

「それがぁ、デビューするちょっと前だったわねぇ。いきなりよぉっ。いきなり、すごく表現力が豊かになったのぉ。もう私、初めて聞いたときは腰が抜けちゃったぁ。涙が止まらなくてねぇ。この子、ついに化けたわぁって、わがことのように嬉しかったわぁ」

「デビューする直前、ですかっ？」

「そうよぉ。プロデューサーの飛ひ龍りゆうさんが血相変えて飛んできてぇ、沙織ちゃんの歌を聞いて欲しいって言い出してぇ。何ごとかと思ったんだけどぉ、本当にビックリしたわぁ」

「そうですか……」

　叡理は十つなしと談笑している九の横顔を窺うかがった。

「でもぉ、沙織ちゃんったら、普段は本気出さないのよねぇ。ボイトレのときは昔のままなのぉ。本番のときだけ、すんごくよくなるのぉ。あの子なりに喉のどをいたわってるのかもしれないけどぉ、私はちょっと残念かなぁ……」

　不満そうに頬ほおを膨れさせる。

　この人、年齢の割に幼い仕草が多いなと思ってしまった。

「ちなみに、他の二人はどうですか？」

　そう振ってみると、講師は頬ほおに人差し指を当て、「ん？」と小首を傾かしげる。

「玲れ亜あちゃんはぁ、器用な子よねぇ。まだ音程とか少し不安定なんだけどぉ、ハモったりできるしぃ、声量あるしぃ。盛り上げるのが上手なのよねぇ」

「ああ、なるほど」

「宝冠ていあらちゃんはぁ……ほんっとう、先生泣かせなのよねぇ」

　講師がゆるゆると首を振った。

「正直言って、下手なのよぉ。きちんと音が取れないしぃ、声量もそんなにないしぃ。だけど、不思議と耳に残るのよねぇ」

「耳に残るって、どういう意味ですか？」

「そのままの意味よぉ。さっき言ったでしょう？　表現力があるのよぉ、あの子の歌。多少、音が外れててもぉ、それを跳び越えて気持ちを伝えちゃうっていうのかなぁ。あれは正に才能よねぇ。だからぁ、先生泣かせなのぉ」

「困っちゃうぅ」と身をくねらせる講師から若干距離を取り、叡えい理りは志し田だを盗み見る。

　彼女はぼーっと天井の隅を見つめていた。




　それから連日、叡理はノルニルの練習を「見学」させてもらった。

　ライブ配信の日は刻一刻と迫ってくる。

　三人は毎日忙しくスケジュールをこなし、その上で自主練習も行っていた。

　接すれば接するほどに、叡理は分からなくなる。

　誰が「セイレーン」なのか。

　そして、何が正解なのか。

　とうとう配信本番は明日に迫った。

　朝、叡理はライブ配信のためのスタジオに来ていた。

　今日はこれから本番と全く同じ流れで通しのリハーサルが行われる。

　その現場に、招待されたのだ。




「君が総そう上がみくんね」

　スーツ姿の女性に声を掛けられ、スタジオの隅でパイプ椅い子すに大人しく座っていた叡理は急いで立ち上がった。

「プロデューサー兼マネージャーの飛ひ龍りゆうです。沙さ織おりたちから話は聞いているけれど、これは特例中の特例だから、そこのところ分かっておいてね」

　いかにも仕事の出来そうな、凛り々りしい立ち姿の女性である。年の頃は三十代後半か。飛龍は簡かん潔けつに釘くぎを刺すと、すぐに踵きびすを返して準備に勤いそしむスタッフの中に戻っていった。叡理は椅い子すに座り直す。

『緊張するのは分かるけど、目的を忘れないようにするんだよ、エーリ』

　腕時計から不意に智とも花かの声が聞こえてきて、ビクッと背筋を伸ばしてしまった。

「トモっ。いきなり話しかけないでくれっ」

『ううん。このところ、ボクたちを放ほったらかしにしてアイドルとイチャイチャしているくせにまるで成果が見られないエーリにちょっと活を入れてやろうと思ってね』

「いや、本当、悪いと思ってるよ……」

『君、すっかり彼女たちにほだされていないだろうね？　……さては、初めからそれが狙ねらいか？　外見の良さを利用して、ヘタレなエーリを骨抜きにする作戦……あり得えるね。とんだ女め狐ぎつねどもだっ』

「いやいや、ないから。彼女たちに限って、それはない」

『ケイ、聞いたかいっ？　エーリはノルニルの肩を持つ気だよ』

『お兄ちゃん……そうなんだ……』

「ち、違うって！　そうじゃないんだ、慧けいっ」

　腕時計から妹の声が聞こえてきて、叡えい理りは激はげしく動揺する。こんなことで慧に誤解されてはたまらない。

「今日こそは、『セイレーン』の尻尾しつぽを掴つかんでみせるからっ。俺を信じてくれっ」

『……約束だからね』

「ああ、約束だ。必ず誰が『セイレーン』なのか突き止めてみせる！」

　力強く宣言し、勢いのままに立ち上がる。

　こんなところで大人しくしている場合ではなかった。名めい誉よ挽ばん回かいのためにも、自分から動いていかなければ。

「大おお貫ぬきさんと志し田ださん、入りまーす！」

　決意を新たにしたところに、大貫と志田がスタジオ入りした。

　彼女たちを見るなり、言葉を失う。

　赤を基調としたドレスを身に纏まとった大貫は、いつも以上に色気を醸かもし出していた。数人が惚ほうけたように見とれ、作業の手を止めてしまう。

　青のドレスに身を包んだ志田は、スタッフたちに元気いっぱい挨あい拶さつをしていた。弾はじけるような笑顔と興奮を抑えきれないという軽やかな足取りに、スタッフの表情にも更なる活気が宿る。

「……あれが、トップアイドルか」

　ここ数日、それなりに彼女たちと親交を深めてきたので、その美び貌ぼうにも慣れたと思っていた。だが、とんでもない思い違いだったらしい。

「これは……脇わき坂さかたちの気持ちが分かるなあ……」

『お兄ちゃん？』

『エーリ？』

　腕時計からの声が叡理の頭に冷水を浴びせた。慌てて頬ほおを叩たたき、気合いを入れ直す。

「大丈夫！　俺は大丈夫だからっ」

　思い切ってスタッフの間を縫ぬい、彼女たちに近づいた。

「その衣装、似合ってるね」

　ステージに上がった彼女たちに声を掛ける。志し田だが「ありがとーっ☆」と顔の横でピースしながらウインクした。本当に星が飛び出す錯覚を覚える。

「今日はリハだけど、本番と同じ勢いでやるから、見てなよっ」

　大おお貫ぬきが不敵な笑みで叡えい理りを指さした。女子相手なら完全に胸を撃ち抜いていただろう。叡理ですら「格好良い」と思ってしまったのだから。

「九いちじくさんは、まだ？」

　彼女たちから視線を逸そらし、九の姿を探す。

「さおりは今、本番に向けて集中してるとこ」

　大貫が答えた。隣で志田がにんまりとする。

「あおっちと二人きりで、濃厚に絡み合ってるんだよーっ☆」

　スパンと軽い音がした。

　無言で大貫が志田の頭をはたいたのだ。ツッコミのようにも見えたが、彼女の表情は厳しかった。志田も、「ごめんなさい」といつになく落ち込んだ調子で謝った。

「あ、ごめんごめん。いくら冗談でも、すぐ拡散しちゃうご時世だからねっ。総そう上がみは大丈夫だと思うけど、常に発言には気をつけるようにって心がけてるんだ」

　大貫が取り繕つくろうように笑いかける。叡理は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「九さん、入りまーす！」

　そこに翠すい玉ぎよくの歌姫が登場した。

　二人に比べて幾分落ち着いた衣装だが、妖精をモチーフにしたのだろう緑のドレスは、九の清せい楚そな雰囲気によく似合っている。

　スタジオに一歩入ったところで、彼女は「よろしくお願いします」と丁寧にお辞儀をした。スタッフからも挨あい拶さつが返される。

「沙さ織おり、頑張ってね！」

　九の後から入ってきた十つなしが、熱い眼まな差ざしで声援を送った。親友に頷き、歌姫がステージに上がる。側そばにいた叡理にも微笑ほほえんで会え釈しやくした。

　少しの打ち合わせの後、最さい終しゆうリハーサルが始まる。

　叡理は十と並んで隅に座り、それを鑑賞することになった。

　ここで少しでもいいから何か手がかりを掴つかむ。

　そう意気込んでステージ上の三人を見つめた。

　隣の十は、リハーサルだというのに両手にサイリウムを握って瞳ひとみを輝かせている。

　照明が落とされ、スポットライトが三人に差した。

　オープニング曲のイントロ。

　そして、歌声が響き渡った。

　叡理の思考は、そこで失われる。

　一瞬にして引きずり込まれた。

　彼女たちの世界に。

　清く澄み渡った高音。

　深く包容力のある低音。

　激はげしく胸を打つ鼓動。

　優しく愛あい撫ぶする旋律。

　泣きたくなるほど鮮せん烈れつで、

　叫び出したくなるほど熱烈で、

　痛めつけられるほど苛か烈れつだ。

　かと思えば、心安らぐ癒いやしと和み。

　愛らしい甘さ。

　弾む快さ。

　重く叩たたく力強さ。

　めまぐるしく変わる色とりどりの世界。

　それは、以前聞かせてもらったデジタル音楽の比ではなかった。

　彼女たちの生の歌声が全身に浴びせかけられ、

　細胞の一つ一つが酔わされる。

　陶とう酔すいする。

　囚とらわれ、縛りつけられる。

　陶然としていた叡えい理りの耳に、何かが引っかかった。

　ハッと意識を取り戻す。

　咄とつ嗟さに腕時計を見下ろした。いつの間にか四十分以上経たっている。

　その腕時計から、慧けいが「お兄ちゃん！」と呼びかけていた。強く首を振り、意識をはっきりさせる。

「大丈夫だ……。ありがとう、慧」

　妹に囁ささやいた。それでも、すぐに呑のまれてしまいそうになる自分の膝ひざを拳こぶしで叩く。

　隣を見ると、十つなしが惚ほうけた顔でステージを一心に見つめていた。

　今、ステージでは三人が穏やかなバラードを歌っている。

　彼女たちの服装はいつの間にか変わっていた。着替えやＭＣの時間もあったはずなのに、叡理はそれすら覚えていない。

「生だと、輪を掛けてとんでもないな……」

　吸い込まれそうな歌声に意識を飛ばされそうになる。

　懸命に意識を保っていると、側そばに飛ひ龍りゆうがやって来た。

「どう。素晴らしいでしょう。圧あつ倒とう的てきだわ」

　そう言う彼女の横顔は、すっかり三人に魅入られている。

「あれこそが本物の輝きよ。努力によって磨き上げられた才能。それがいかんなく発揮されている。誰もあの子たちには並ぶことすら適かなわない圧あつ倒とう的てき頂点。ノルニルは、これからさらに大きく飛躍するわ。たとえ、どんな邪魔が入ってもね」

　飛ひ龍りゆうがギロリと叡えい理りを睨にらんだ。

「君、堀ほり宮みやの生徒じゃないでしょ」

「!?」

　咄とつ嗟さに反論の言葉が出ない。飛龍はまくし立ててきた。

「おおかた、『H.A.W.K.』の内偵ってところかしら。いるのよねえ。妬ねたみ嫉そねみで、いい加減なことをネットに垂れ流すバカどもがっ。どうせ、あれでしょ？　ノルニルは実はフェクターだって噂うわさを気にしてるんでしょ？　君たちも暇ねえ」

　はっきりと見下した目。

「くだらない噂に踊らされていないで、フェクター騙がたりのネメシス悪用者を大人しく取り締まってなさい。あの子たちには指一本触れさせないわ。本物の輝きは、どんな逆境にも屈しない。私が屈しさせない。ノルニルは必ず世界を獲とるわ」

　断言される。叡理は深呼吸をしてから聞き返した。

「もし、本当にノルニルの中にフェクターがいたら、どうするんですか？」

「そんなことっ」

　ハッと鼻で嗤わらい、それから飛龍は叡理を哀れむように見下ろした。

「どうでもいいわ。フェクターだろうが何だろうが、これほど他人の心を虜とりこにできる存在は滅めつ多たにいない。正に奇跡の産物なのよ。そんな貴重な存在を殺すだなんて、それこそ正気の沙さ汰たじゃないわ！」

　彼女は完全に「セイレーン」に囚とらわれているのだろう。

　けれど、それでも飛龍の言葉は、叡理の胸に突き刺さった。




「お疲れ様でしたーっ！」

「ありがとうございましたーっ！」

「スタッフのみんな、大好きーっ☆」

　最さい終しゆうリハーサルが終わる。

　滞とどこおりなく全すべてが回り、スタッフにも一安心という空気が流れた。

「…………」

　叡理は呆ぼう然ぜんと、高い天井を見上げる。

　正直、圧倒されていた。

「やっぱり、すごいな……」

　後半は何とか意識を保ち続けたものの、ただただ三人のパフォーマンスに引き込まれるばかりで、まともに観察できなかった。

　十つなしに至っては、感動のあまり涙が止まらなくなっている。リハーサルでこれだと、明日の本番はどうなってしまうのだろう。

　そこまで考えたところで、慌てて否定した。

「本番をやらせちゃいけないんだっ。本番までに『セイレーン』を見つけないとっ……」

「総そう上がみさんっ」

　声を掛けられ、首を下ろす。

　目の前にトップアイドル三人が並んでいた。

　右から大おお貫ぬき、九いちじく、志し田だという赤、緑、青の基本的な立ち位置である。

　三人とも今は色違いのＴシャツにミニスカートという衣装で、まだ少し息が上がっていた。本番さながらのリハーサルをやり切った高こう揚よう感かんが伝わってくる。

「お、お疲れ様でした……。凄すごかったです」

　つい、敬語になる。

　九が満面の笑顔を見せた。

「楽しんでいただけたなら、本当に嬉うれしいですっ」

　彼女の周りにキラキラと輝く演出が見えるほど眩まぶしい。

「ざおりいいいいいいいっ！」

　十つなしが涙で顔をぐしゃぐしゃにしたまま九に飛びついた。抱き合って笑い合うものの、そのうち九もつられて涙ぐむ。

「やっぱり、沙さ織おりは天才だよおおおおっ……」

「そんなことないよっ。葵あおいのお陰だからっ……」

　ひしと抱き合う二人。

　それを爛らん々らんと目を見開いて凝視している志田がいた。「フヒヒ……」と奇妙な笑い声を洩もらす。大貫がやれやれと肩をすくめた。

「さてと、総上。誰が『セイレーン』か分かったか？　もう明日が本番だし、そろそろ決めないとまずいんじゃない？」

　スッと顔を寄せて囁ささやく。

　志田たちも叡えい理りを振り向いた。

「この際だから、ここで決めちゃうのはどう？　私らの中で、誰が一番好みか？」

「ええっ？　いや、そういう話じゃっ……」

「もう時間ないんだし、それで決めちゃっていいんじゃない？　ほら、当てずっぽうでもいけるって。好きな子を一人、選びなよーっ」

　大貫に小突かれる。志田も九も、意外に乗り気だ。

「誰が一番好みなんですか？」

「選ぶといいんだよ」

　と二人とも迫ってくる。

「おっぱいの大きさで選ぶのもあり！」

　わざとらしく大貫が胸を寄せた。

「アハハ！　脂肪の塊は黙ってろっ☆」

　志し田だが笑顔で毒を吐く。それから媚こびた甘え声で叡えい理りにウインクした。

「総そう上がみさんって、妹萌もえですよねーっ☆　私とかドンピシャでしょっ？」

「長く一緒にいても疲れないっていうか、ホッとできる関係の方がいいと思いますっ」

　九いちじくまで顔を真っ赤にして主張する。十つなしが「あうあう」と目を回していた。

「さあっ」

「誰を！」

「選ぶんですかっ？」

　三人が迫る。

　端はたから見れば美少女三人に言い寄られるという夢のような状況だが、叡理にとっては極めて危機的な状況だった。

「そこの三人！　さっさと着替えて整理運動しなさいっ。反省会やるわよ！」

　飛ひ龍りゆうの怒鳴り声が飛んでくる。

　三人は文字通り飛び上がり、「はい！」と答えてスタジオを出ていった。

　九死に一生を得えた気分で、叡理は深々とため息を吐つく。

『エーリ……』

　智とも花かの呆あきれきった声にも、今は返事をする気力がなかった。




「いつものとこ、寄ってこうよ！」

　夕暮れが近づいてきた頃、本日の仕事は終了となった。

　寮までの送迎車はワンボックスカーで、ついでに駅まで送ろうと十と叡理も引っ張り込まれる。大おお貫ぬきが運転席に座った飛龍に提案し、彼女も「そうね」と了承した。

　連れてこられたのは、高台にある公園。

　公園と名づけられてはいるものの、遊具はなく、四阿あずまやが一つあるだけのただの広場だ。

　眺めは良いけれど、それだけだからか人ひと気けがほとんどない。

　少し涼しくなった風に吹かれて車から降りたときも、散歩中らしきお爺じいさんと犬しか見当たらなかった。

「いやーっ、いつ来ても景色良いねえ！」

　しかし大貫は嬉うれしそうに柵まで走る。腰の高さまでしかない木製の柵に軽く身を預け、夕ゆう闇やみの中、ポツポツと光を放ち始めている眼下の街を見下ろした。

　九と十も連れだって四阿に向かう。

　志田は「眠い」と車の中に残り、飛龍も運転席で仕事を始めた。

　叡理は何となく大貫の下に向かう。

「ここには、良く来るの？」

　大貫の側そばに並んで尋ねた。彼女は「まあね」と軽く答え、柵に腰掛ける。

「ノルニル結成当初、ここで誓い合ったんだ。メンバー全員で力を合わせてトップアイドルを目指そうって。その後も、大事なイベントの前日には必ず来るようにしてる。初心忘れるべからず、だっけ？」

「思い出の場所なんだね」

「そういうことっ。……明日のライブ配信は、必ず成功させるよ」

　その言葉には、強い決意があった。

　叡えい理りは大おお貫ぬきをまっすぐ見つめ返す。

　歌声が聞こえてきた。

　四阿あずまやで九いちじくが気持ちよさそうに歌っている。

　隣で十つなしがうっとりと聞き入っていた。

「……きれいな声だ。でも、本気じゃない」

「そうね。さおりは喉のどを大事にしてるから……」

　きれいなだけの歌声が、橙だいだいから藍あい色いろへと変化していく空に消えていく。

　叡理はしばらく、その歌を聞き続けた。

　空が濃のう紺こんに染まる頃、飛ひ龍りゆうに呼ばれて四人は車に戻る。

　途中、公園の出入り口側そばに設置されていた自動販売機でジュースを買った。

「え？　九さん、ホットのお茶？」

　この時期にホット飲料を売っていることにも驚いたが、それを九が迷わず買ったことに叡理は驚く。大貫に笑われた。

「さおりは喉を大事にしてるって言ったろ。こいつは常温かぬるめの飲み物しか飲まないよ。このホットのお茶も少し冷ましてから飲むんだ」

「徹底しているんだね……」

「私は普通にコーラ飲むけどねーっ」

　大貫が楽しげにコーラを買う。十はレモンティーを選び、叡理はサイダーにした。

「うっし。じゃ、帰りますか！」

　車へと歩いていく三人。

　その背中に、叡理は声を掛けた。

「ごめん！　俺、ここから一人で帰るよ」

「はあっ？　下り坂だけど、駅までけっこうあるよ!?」

「ご気分でも悪いんですか？　それなら飛龍さんに言って……」

　大貫と九が心配してくれるが、首を振る。

「大丈夫。少し歩きたい気分になっただけだから。それじゃ、また明日！」

　三人は戸惑っているようだったが、結局、叡理を残して車に乗り込んだ。彼女たちの車はすぐに叡理を追い抜き、坂道を下っていく。

　その姿がカーブで見えなくなると、ため息が出た。

　微かすかに星が見え始めた空を見上げて、叡理はサイダーを一口飲む。

　駅まで歩きながら、自分の考えをまとめなければならなかった。
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「『セイレーン』が誰か、分かったのかい？」

　テーブルの向かいに智とも花かが腰掛けた。

「佐さ嶋じまさんが『蛇へび神がみ』だと確信したときと同じ顔をしているよ、エーリ」

「……そんな顔してた？　そうか、そうなんだ」

　叡えい理りはテーブルに突っ伏す。ひやりと冷たい感触が心地よかった。

「帰ってきてからずっと深刻そうな顔で考えていただろ？　ついさっきまでは眉み間けんに皺しわが寄っていたのに、今は落ち着いて見える。ううん。ボクが知る限り、エーリがその顔をするのは何かを決心したときだ」

「うん。そうだ。そうだよ。自分の中では確信している。だけど、物証と呼べるようなものもないし、どうしてこんなことになってしまったのかも良く分からなかったんだ」

「それで、ずっと一人で考え込んでいたのかい？」

　智花が壁の時計を見上げる。

　午後十時過ぎ。

　安あん西ざいは自室に籠こもっており、慧けいは風ふ呂ろに入っていた。

　ノルニルのライブ配信開始まで、あと二〇時間余り。

　叡理は一つの答えにたどり着いていた。

「エーリの推理を聞かせて欲しいね」

「うん。トモに頼まないといけないこともあるし」

「またかい。今度は面倒でないことにしてくれよ」

「どうだろう」

　曖あい昧まいに返し、それから自分の考えを智花に話す。

　誰が「セイレーン」なのか。そして、悪魔は何をしようと企たくらんでいるのか。

　きっかけは自動販売機だった。

　それから話し合いのときの個室。

　そして盗まれたポーチ。

　そこから推論を積み上げ、自分なりの答えを導みちびき出した。

　一通り話し終えると、智花は「ううん」と唸うなって顎あごに手を当てた。

「エーリの考えは、充分的を射ていると思うよ。ボクも見落としていたけれど、その方法は可能だ。あとでもう一度調べておこう。それにしても、そうか。だとすると悪魔って奴やつは本当に悪魔みたいなことを考えるね」

「きっとあいつは、彼女が苦しむ様を眺めて楽しんでいるんだ」

「ノルニルの三人も彼の駒こま、いや、玩具おもちやに過ぎないってことかな」

「俺は、あいつとのゲームに囚とらわれすぎていた。本当に勝つためには、盤上から飛び出さないといけない……」

「それで、ボクに頼みたいことっていうのは？　まあ、想像はつくんだけどね。随分と面倒なことを頼む気なんだろう？」

「ごめん。頼むよ、トモ」

　幼なじみに手を合わせる。

　智とも花かが「ううん」と斜め上を見上げ、にんまりと笑みを作った。

「じゃあ、これは貸しにしよう。今度、ちゃんと返してもらうからね」

「……なるべく利り率りつは低くしてください」

「どうだろうねえ。そもそも元本が大きいからなあ」

　そう言って、彼女はクスクスと笑った。




　ライブ当日は快晴だった。

　配信は午後七時から始まり、およそ一時間で終わる。

　ノルニルの皆は朝からスタジオ入りしているそうだが、叡えい理りは智花に頼んだことを手伝い、一通りの準備ができたところでスタジオへ向かった。

　スタジオにたどり着いたのは午後六時。

　日が沈み次第、慧けいも応援に駆けつける手はずになっている。

　それまでに決着をつけたいと、叡理は考えていた。

　スタジオの玄関でスタッフの人に名乗ると、昨日と同じ場所に通される。

　出入り口から見て右に広がる奥のスペースに一段高くなったステージがあり、手前半分ほどには数台のカメラや各種機材が並んでいる。その周りで幾人ものスタッフが忙しそうにしていた。

　さすがに本番前の緊張感は昨日の比でない。

　叡理は室内を見回し、ノルニルメンバーの姿がないことを確認する。

「まだ、みんな控ひかえ室か……」

　スタッフに断ってトイレに向かう。

　その道すがら、控え室はどこかと廊下を幾つか覗のぞき込んだが、それらしいものは見つけられなかった。

　トイレに入り、個室で次の展開を考えてみる。あまり時間がない。多少、強引な手もやむなしとは思うけれど、叡理一人で暴れても摘つまみ出されるのがオチだ。

「彼女に直接メッセージを……ダメだ。それは──」

「何ですか、あなたたちは!?」

「おい、ちょっと!?　困るんだよっ」

　廊下から騒ぎ声が聞こえてきた。

　何ごとかと個室を出て、そっと廊下の様子を窺うかがう。数人の背中が見えた。

「『H.A.W.K.』!?」

　白のライダースジャケットに赤いロゴと文字。

　特徴的な格好をした集団が、ぞろぞろと廊下を押し進んでいく。

　スタッフが止めようとしているが、彼らは問答無用でスタジオ内に入り、数人に別れて駆けだした。

「やめなさい！　いくら『H.A.W.K.』だからって、こんなこと許されないわよ！」

「こっちだってノルニルのライブを邪魔したくない。あんたたちが協力してくれたら、七時までに捜査は終わる」

「うちにフェクターなんていません！」

「有力な情報筋から連絡があった。このスタジオ内にフェクターがいるって。あんたもプロデューサーなら、アイドルを守まもるために協力すべきだろっ」

「何ですか、有力な情報筋って！　どうせまたイタズラの類たぐいでしょう？　いい加減にしなさい！　君たちのお仲間が数日前から入り込んでいるわよ！」

「何、言ってんだ？　いいから、どけよ！」

　口論の末、隊員の一人がスーツ姿の女性を突き飛ばした。

　倒れたのは飛ひ龍りゆうだ。「やったわね」と彼女の目に怒りの火が灯ともる。

「あんまり嘗なめたことすると、ぶちのめすわよ！　何が『H.A.W.K.』よ、でかい面して、この能無しども！　うちの子たちには指一本触れさせないわ！」

「だから、俺たちはてぃあらちゃんを守ろうと思って来てんだろうがっ」

「いや、さおりんを守るためだろっ」

「バッカ。レア姉に決まってんじゃねえかっ」

　騒ぎはどんどん大きくなっていき、変なところで仲間割れまで始まった。

　何が、どうなっているんだ？

　展開に思考が追いつかない。

　ただ、チャンスだという直感に従った。

　この騒動に紛れて彼女を捜さがし出そう。

　誰もこちらに注意を向けていないことを確認して、廊下に出る。

　なるべく気配を消して人ひと気けのなさそうな方へと走っていった。運良く上階への階段を見つける。踊り場の手前まで上がり、そっと二階を覗のぞき込んだ。

　奥の方から人の話し声と足音がする。

　ひとまず足音が遠ざかるのを待って、素早く二階に上がった。

「動くな」

　次の瞬間、陰から人影が飛び出して叡えい理りを拘束する。

　しまったと思ったが、相手は慣れた動きでこちらの関節を極きめた。

「抵抗しなければ痛い目を見ることもない。大人しく……って、お前、総そう上がみか!?」

「その声は、伊い切きりだよね……」

「お前、こんなところで何をしているっ？　そもそもどうやって入った!?」

「ほぼ同じことを俺も伊い切きりに聞きたいよ。何が起きてるんだ？」

　チッと舌打ちし、「場所を変えるぞ」と伊切が顎あごをしゃくる。

　二階の男子トイレに入った。またトイレかと叡えい理りが苦笑いになっていると、伊切が眼鏡の位置を整えつつ、「で？」と睨にらんでくる。

「ただの観光だなどとは言わせんぞ、総そう上がみ。お前がいるということは、あの胡う散さん臭くさい連絡にも信しん憑ぴよう性せいが出てきたな」

「何のことだか……とも言ってられそうにないな。悪いけど、先に答えてくれ。どうして『H.A.W.K.』が動いているんだ？　それに伊切はここの管轄じゃないよな？」

「俺はフェクター事件ならどこにだって行く。まあ、今回は本部で調べ物をしているときに話を聞きつけたんで、メンバーに加えてもらったんだ」

「佐さ嶋じまさんは？」

「あいつも来ているが、別行動中だ。スタジオ内に突入する班じゃなく、出入り口を押さえて逃げ道を塞ふさぐ班だからな。それから、俺たちが動いているのは、こっちで活動している『H.A.W.K.』の隊長複数人宛あてに『悪あく魔ま』と名乗る奴やつからメールが届いたからだ」

「悪魔からメールが!?」

「ほう。その反応は、色々と知っていそうだな」

　伊切が目を光らせた。

「ただのイタズラで済ませてもいいはずなんだが。こっちの連中が妙に騒ぎ出して、しかもメールにここの住所まで載っていたから一部が暴走しているような状態だ。さて、そろそろ、お前にも喋しやべってもらおうか」

「……分かった。その代わり、約束してくれ。無む闇やみにフェクターを殺さないと」

「はあっ？　何を言っている」

「頼むっ。このままだと悪魔の思うつぼだ！」

　叡理の訴えにただならぬものを感じたのか、伊切は仕方なくといった様子で頷うなずいた。

　彼に、悪魔との邂かい逅こうからかいつまんで話す。

　結ゆい園ぞののことなど関係ない部分や、「セイレーン」の正体といった核心部分は言わなかったけれど、それでも伊切にとっては充分衝撃的な内容だったようだ。

「総上っ。白々しい顔して、またそういうことに首を突っ込んでいやがったのか！　ああ、分かった。誰が『セイレーン』なんだとか、お前と悪魔の勝負だとか、そんなのはどうでもいい！　今すぐライブ配信は中止だ！　隊長に掛け合う。お前もついて来い！」

「断る」

「何だとっ？」

「俺は今から『セイレーン』に会いに行く。そっちの隊長に話をしたところで、信じてもらえるかどうか分からないだろ。彼女の正体を暴けばライブ配信は中止になるんだ。その方が確実だ」

「お前、悪魔の言うことを信じるのか？」

「信じるわけじゃない。ルールに従うだけだ。俺の考えが正しければ、悪魔はルールを守まもるよ。彼には何の不利益もないんだから」

「総そう上がみっ」

「伊い切きり！　俺と一緒に来い！　多分、簡単には『セイレーン』に会えない。今は手を組もう。その方が効率的だ」

「なっ……」

　伊切が絶ぜつ句くする。

　大きな賭かけだった。彼の強さは、それこそ骨身に染みている。だからこそ、味方につけることができれば心強いと思ったのだ。

「絶対に、ライブ配信は止められるんだな？」

「絶対に、止める」

「…………いいだろう。今回限りだぞ」

　伊切が拳こぶしを前に出す。

「助かるよ」

　叡えい理りはそれに自分の拳を当てた。




　スタジオ内は喧けん噪そうに包まれていた。

　至る所に「H.A.W.K.」の姿がある。

　しかし、いまだにフェクター発見の報はない。

　ノルニルの三人も、その行方が分からないようだ。

　バタバタと走り回る少年たちは、叡理を見かけると警戒心を強めたが、隣に伊切がいるお陰で事なきを得える。

「それにしても、どこに行ったんだ？　総上、お前の力で何か分からないのかっ？」

「無む茶ちや振りはやめてくれっ。『王おう』の力はそういうものじゃないよ！」

　言い合いながら走っているうちに、三階の突き当たりまでたどり着いた。

　目の前のドアを開けようとした叡理を伊切が引き留める。

「待て。何か、おかしい」

　彼はドアに耳を当てて室内の様子を窺うかがった。

　大きく深呼吸をする。

「複数の呻うめき声。それに、微かすかに血の臭い……」

　眼鏡のつるに指を当てた。

「中に、いるのか？」

「恐らくな。総上、気をつけろよ」

　そう言うなり、伊切の体に変化が訪れる。

　全身を覆う尖とがった鱗うろこ。身長よりも長い尻尾しつぽ。そして太く鋭い爪つめが両手に生える。

　オナガセンザンコウのネメシスを投とう与よしたのだ。

「行くぞ！」

　小さく叫び、伊い切きりがドアを押し開ける。

　叡えい理りもその後に続いた。

　そして室内の光景に絶ぜつ句くする。

　大広間に多数の人々が倒れて呻うめいていた。

　白のライダースジャケットを着た少年たちに、スタッフＴシャツを着た人たち。その中には飛ひ龍りゆうもいた。彼女は頭から血を流している。

「大丈夫ですか!?」

　急いで駆けつける。飛龍は叡理の声にうっすら目を開け、「あの子たちを……」と呟つぶやいたが、気を失ってしまった。

「心配するな、傷は浅い。頭は出血が派手なんだ」

　伊切も歩み寄ってきて、どこから調達したのかタオルを彼女の傷口に押し当てて手早く応急処置をする。半分呆ほうけている叡理の胸を叩たたいた。

「しっかりしろ。まずは一人目だ。あいつがそうなのか？」

「あ、えっ？　あっ……」

　指さす方を見て、息を呑のむ。

「総そう上がみ、『H.A.W.K.』を連れてくるなんて、ずるくない？　これってルールには抵触してないの？　まあ、どっちでもいいか」

　彼女はデッキブラシを肩に担いでいた。

　赤を基調とした華やかなステージ衣装にデッキブラシというのはミスマッチだったが、何な故ぜか彼女がそうやって構えていると、名のある長剣を手にしているように見えるから不思議だ。その立ち姿には神々しさすらある。

「大おお貫ぬきさん。ここには、君一人だけか？」

　叡理は大貫玲れ亜あに一歩近づいて尋ねた。

「そうよ。他のメンバーは別のところに隠れてまーす。えっと、七時まであと三十分ってところか。それまで持ちこたえれば、私たちの勝ちだよねえ」

「バカを言うな。これではスタッフは動けまい。ライブ配信は不可能だ。諦あきらめろ」

　伊切が前に出てきた。

　大貫がにんまりと笑う。

「と、思うでしょ？　ところが違うんだなあ。私たちのプロ根性を甘く見ないでよねえ」

　ブンとデッキブラシを振った。

　彼女の全身から、異様な闘気が立ち上る。

「やろうというのか？」

「君だって、そのつもりで来たんでしょ？　アルマジロみたいな格好してる『H.A.W.K.』のお兄さん」

「伊切だ。大貫とかいったな。俺はフェクターには容よう赦しやせんぞ」

「伊い切きり！」

「無む闇やみな殺しはしない。だが、正当防衛なら仕方あるまい」

「大おお貫ぬきさんと戦う必要はない！　それに、お前なら彼女を殺さず捕まえられるだろっ？」

「どうだろうな」

　伊切は険しい顔になっていた。

「周りを見てみろ、総そう上がみ。『H.A.W.K.』は全員、ネメシスを投とう与よしていた。スタッフの中にもネメシスを使えるものがいたのかもしれんが、人数差からしても俺たちの方が圧あつ倒とう的てきに有利だったはずだ。それなのに、相打ち状態になっている。この差は何だ？」

「……大貫さんの、力」

「ノルニルが三人ともフェクターだっていうのは聞いた。だが、これは何だ？　どういう能力だ？　見た目には変化が見られない。ただ、異様なまでのプレッシャー……」

「総上は、どう思う？」

　大貫が挑戦的に尋ねる。叡えい理りは頭を振った。

「どんなオラクルに感染しているのかまでは分からないよ。ただ、君が『セイレーン』でないことだけは断言できる」

「そっか。そこまで言い切るんなら、隠してもあんまり意味ないね。教えてあげる。私のオラクルはねっ」

　くるくるとデッキブラシを振り回し、ビシッとポーズを決める。

「北欧神話の『戦乙女ヴアルキリー』だ！　すごいでしょ？　戦いに関して、私は神様の加護を得えているからね。私の側そばにいる限り、仲間は力が強化されるの。スタッフの思いがけない奮戦っぷりに、白ジャケットの皆さんは大苦戦だった。ま、私も軽く戦ったんだけどね」

「なるほど。種明かし、ありがとう。これで心置きなく叩たたき潰つぶせる」

　伊切は平然と眼鏡の位置を整えた。

「総上、お前は『セイレーン』を捜さがしに行け。ここは俺一人で充分だ」

「そういう台詞せりふ、現実で聞くことがあるとは思ってなかったよ」

「下らんことを言ってないで、さっさと行け」

「あー……こういうときって、『そうはさせるか！』とか言うべきなんだっけ？　で、伊切くんだっけ？　君が『お前の相手はこの俺だ！』とか言うんだよね？」

　大貫が面倒そうに頭をかく。

「だけど、実際はそんなに上う手まくいかないよっ」

　一瞬のうちに彼女が叡理に詰め寄った。

　次の瞬間、叡理は入ってきたのとは別の出入り口に向かって吹き飛ぶ。

「あれっ？」

　大貫の間の抜けた声。

　叡理は壁に叩きつけられ、激はげしく咳せき込んだ。

「……っつう。伊切！　強すぎだろっ」

「死なない程度には加減した。さっさと行け」

　尖とがった鱗うろこに覆われた尻尾しつぽを揺らし、伊い切きりが言い返す。

　大おお貫ぬきが口笛を吹いた。

「私が攻撃する前に、尻尾で総そう上がみくんを弾はじき飛ばすとかっ。男の友情って荒っぽいのね」

「友情だと？　冗談にしても笑えんな」

　伊切が爪つめを繰り出す。

　しかし大貫は余裕を持ってそれを躱かわし、素早くデッキブラシを振り下ろした。

　木製の柄が、金属のような音をさせて伊切の腕を打つ。

「武器強化もできるのかっ？　やはり本物のフェクターは化け物だな！」

「見た目はあんたの方が化け物じみてるけどね！」

　二人の間で格闘戦が始まった。

　その場は伊切に任せて、叡えい理りは廊下に転げ出る。

　午後七時まで、あと二十分を切った。

「セイレーン」を捜さがすため、廊下を駆ける。

「!?」

　不意に視界がかすんだ。

　そして目の前に、全く別の光景が浮かぶ。

　地下駐車場らしき空間。

　幾台もの車が並んでいる。

　物陰から、少女が一人姿を現した。

「結ゆい園ぞのさんっ？」

　叡理が彼女の名を口にした瞬間、目の前の光景が元の廊下に戻る。そして重苦しい衝撃が胸にのしかかってきた。

　思わず跪ひざまずく。

「どうして、千夏ちゃんがこんなところに……？」

　洩もれ出た言葉は、自分のものとは思えなかった。

「お兄ちゃん!?」

　聞き慣れた声に四よつん這ばいのまま振り返る。

　慧けいが、すぐ側そばの窓から廊下へ降り立とうとしていた。
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「どうして？　どうして、こんなところにいるの？　……千ち夏なつちゃんっ」

　同時刻。

　スタジオの地下駐車場。

　佐さ嶋じま礼れいは、懐かしい顔と対面していた。

「お久しぶりです、佐さ嶋じまさん。三年ぶりですっけ？　元気してました？」

　快かい活かつな笑顔と物言い。

　それはあの、平和だった頃の記憶を、彼女の中に呼び起こすものだった。

「千ち夏なつちゃん……。千夏ちゃんで、いいんだよね？　随分と、痩やせたんじゃない？　肌が白くなったからかな？　昔は日焼けしてたもんね」

「あー、そう見えちゃいます？　確かに日焼けはもうできないですからねー。やったらリアルに死んじゃいますもん」

　ケラケラと軽やかに笑う彼女を見ていると胸が締めつけられる。

「ねえ、千夏ちゃん……。千夏ちゃんは──」

「あ、質問なんですけどー。佐嶋さんは公こう平へいさんとつき合ってるんですかー？」

　佐嶋の言葉を遮って放たれた質問は、かなり強烈なものだった。

　しどろもどろになる彼女を半はん眼がんで見つめ、結ゆい園ぞのが鼻で嗤わらう。

「ま、そんなわけないですよねー。公平さんが、あんたみたいなのに興味もつわけないし。それなのに、露骨に肌の露出が多い服を着て誘惑して、そういうの気持ち悪いです！」

「ち、千夏ちゃんっ？」

「全く。私としてもビックリな展開ですよ。家に帰ったら、いきなりこんな写真見せられて。結局、昨日の夜からここに泊まり込みです！　しかも公平さん来てくれないし！　代わりに佐嶋さんが来るし！」

　ぶーぶー言いながら、結園がポケットからくしゃくしゃになった写真を一いち葉よう引っ張り出した。愕がく然ぜんとしている佐嶋にポイと投げつける。

　そこには、真昼の街中を歩く自分と伊い切きりの姿が写っていた。

「あ！　でも、ちょうどいいのかなー」

　ムフフと結園が不可解な笑顔になる。

　佐嶋は、とうとう耐えきれず叫んだ。

「千夏ちゃん！　千夏ちゃん、どうして！」

　相手が目を見開く。

「どうして、仁ひと美みちゃんを殺したの!?　親友だったんでしょっ？　あんなに仲が良かったじゃない！　それなのに、どうして!?」

「あー、もー。結局、それかー。ウザいなー……。どうして殺したかって？　そんなの決まってるじゃん。親友だったからだよ！」

　結園が両手を胸に当て、そっと目を伏せた。

「ひとみちゃんはね、私を助けてくれたの。本当の親友だから。ひとみちゃん、とっても美お味いしかった。美味しすぎて、あの頃の私は自分を失っちゃって、ひとみちゃんの血を全部吸い尽くしちゃったんだ。本当に……」

　悲しそうに呟つぶやく。

「勿もつ体たいなかったなあ」

「も、勿もつ体たいなかった？」

「そう。勿体なかった。今なら、ひとみちゃんを殺さずに血を吸い続けられたのに。あんな美お味いしいの、あれっきりなんだ……」

　ハアとため息をつき、改めて佐さ嶋じまを見た。

「でも、もう大丈夫。だって公こう平へいさんがいるからっ。親友であんなに美味しかったんだよ。好きな人の血だったら、きっとひとみちゃんの比じゃないくらい美味しいに決まってる！　あれから何度も練習して、私、すごく上手になったんだ」

　口を開き、垣かい間ま見えた牙きばをちろりと舌先で嘗なめる。

「相手を殺さずに血を吸えるだけじゃないんだよー。この牙を伝って唾だ液えきを相手の中に入れてあげるの。そうしたら、血液中で私のもってる細菌が繁殖して、もう私なしじゃいられない体になるんだよ」

　うっとりと頬ほおを染めて結ゆい園ぞのは口元を緩ゆるませた。

「公平さんを、一生、私に隷属させるんだ！　最高に幸せな人生だろうなあ。ああ、想像するだけで気持ち良くなっちゃう！　早く公平さんの血を吸いたい！」

「千ち夏なつ、ちゃん……」

　佐嶋はゆっくり頭を振った。

　信じたくない。信じたくはないが、これが真実なのだ。

　オラクルに感染し、「蛇へび神がみ」と化した自分だから分かる。

　もう、あの頃の結園千夏はいない。目の前の彼女は、完全に「吸血鬼」と化している。その肉体だけでなく、思考すらも。

「あ、そうそう。公平さんのところに行く前に、やっておかないといけないことがあったんだ。佐嶋さん、死んで」

　あまりにも軽い口調で結園が言い放つ。

「私、前から佐嶋さんのこと嫌いだったんだよねー。だって、幼なじみとかいって、いっつも公平さんと一緒にいるんだもん。彼女面とか気持ち悪い」

　すぐ側そばの車を掴つかみ、片手で持ち上げた。

「ちなみにー、他の白ジャケさんたちには眠ってもらいましたー。殺してはいないよ。だって大して美味しくないんだもん。とりあえず、まともに動けないくらいボコボコにしただけ。だから助けは来ないよー」

「……千夏ちゃん」

「あれー？　もっと怖がろうよー。佐嶋さんも白ジャケの一員みたいだけど、ネメシスとかいう失敗作を使ってはしゃいでる雑魚どもなんか、私たち新世代ネクストの敵じゃないんだよ。佐嶋さんなんか瞬殺だよー」

　佐嶋はぐっと腰を落とす。周囲に目を配った。誰も見ているものはいない。

「そんな、戦おうなんて身構えても無駄なのになー。ま、いいや。じゃ、死んでね」

　グレーのセダンが投げつけられた。

　派手な破壊音とともに駐車場の床に叩たたきつけられ、車体がひしゃげる。

　ガラスが砕け散り、片方のドアが吹っ飛んだ。

　周囲の車に破片がぶつかり、鈍い金属音をさせる。

　数秒後、バチンと火花が散った。電気系統がショートしたのだ。電気自動車なのでガソリンに引火することも爆発することもなかったが、直撃すれば無事では済まない。

「アハハ！　ちょっと、あっけなさ過ぎだよー。もう少し抵抗して、じわじわ苦しみながら死んで欲しかったのにー。私の公こう平へいさんに色目使うとか、何万回殺しても飽き足らないくらい気持ち悪かったのに！」

　結ゆい園ぞのは、笑いながら潰つぶれた車体の下を覗のぞき込んだ。

「どんなふうになったかなーっと……？」

　ぐるりと何かが彼女の腹に巻きつく。

「あれ？」

　と口にしたときには、大きく宙に舞い上げられていた。

　容よう赦しやなく柱に叩きつけられる。

「アガッ？」

　柱が陥没するほどの威力。ただの人間なら即死だったろう。

　しかも、それだけでは終わらず、腹に巻きついたままの何かが更にきつく巻きついてきて、彼女の体を締め上げた。

「なっ……これっ……何っ？」

　苦く悶もんの表情を浮かべ、結園は自分を締め上げているものに爪つめを立てる。血走った目で見下ろすと、ぬらりとした格子模様の鱗うろこがあった。

「はっ？　何、これ？　蛇っ？」

「そうだよ。正確には『蛇へび神がみ』なんだって」

　頭上から声がする。

　殺したはずの佐さ嶋じまの声が。

　顔を上げ、結園はギリッと歯を食いしばった。

「何で……何で、あんたが、そんなっ……」

　真まっ直すぐに憎悪をぶつけられ、佐嶋は悲しげに眉まゆを顰ひそめる。

　駐車場の柱に巻きつき、結園の体を拘束した状態で、彼女は昔なじみと向き合った。

「少し前にね。私もオラクルに感染しちゃったんだ……。だから、千ち夏なつちゃんの気持ちも少しは分かるつもりだよ。ねえ、もうやめよう。コウちゃんは、千夏ちゃんを殺すつもり　なんだ。そんなの、悲劇過ぎるよっ……」

「公平さんが……私を……？」

「うん。コウちゃんは苦しんでる。復ふく讐しゆうの相手が、妹の親友だった子だから……。もう、どうしていいか分からなくて、壊れそうになって……フェクターを殺すっていう、その一心だけで自分を保っているんだよ。千夏ちゃんと会ったら、本当に、どうなっちゃうか。お願い、千ち夏なつちゃん！　コウちゃんの前に現れないで！　お願いだから」












「公こう平へいさんが、私のことを……殺そうと……」

「うん」

　佐さ嶋じまは涙を堪こらえてギュッと眉まゆ根ねを寄せる。

「そっか。公平さんが私のことを……私のことを、そんなに気にしてくれてるんだ！　私のことを追い求めてくれているんだ！　それって、それって最高だよ！　私のことなんて全然気にしてくれてないと思ってたのに！　私の、片思いだと思ってたのに！　そんな激はげしく私に執着してくれてるなんて！　これって、両思いってことじゃん！　やったよ私！　大逆転だよ！」

　ところが結ゆい園ぞのの反応は、佐嶋の予想と全く異なっていた。

「アハハハハ！　これは絶対、公平さんに会わないとね！　そして血を吸ってあげるんだ。私のものに、私だけのものにするんだ！　何だ、うだうだ考えてたのがバカみたい。結婚式はいつにしよっかな？」

「千夏ちゃん!?　何を言っているのっ？」

「あ、そうだった。まだ、やることがあったんだ」

　夢見る乙女の顔になっていた結園が、再び憎悪に顔を歪ゆがめる。

「いつまで人に絡みついてんだよ、この蛇女！」

　凄すさまじい握力で佐嶋の胴に爪つめを食い込ませた。「うぐっ」と痛みに身を捩よじる彼女を力任せに振り回す。

「ほんっとうに、佐さ嶋じまさんってイラつく！　あんたまで新世代ネクストとかやってられないし！　さっさと、死んじゃえええええええええええええ！」

　強引に縛いましめを解き、佐嶋を床に叩たたきつけた。
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「お兄ちゃん、大丈夫!?」

　背中をさすってくれる妹に無理やり笑顔を作り、叡えい理りはゆっくり立ち上がった。

「大丈夫。大丈夫だ、慧けい。急に変な感覚が流れ込んできただけで……」

　そう。流れ込んできたというのが一番正しい気がする。少し前から、たまに起きていた奇妙な感覚。その正体が徐々に輪郭をはっきりさせてきた。

「それより、急ごう。『H.A.W.K.』が入り込んできて、厄介なことになってるんだ。本当は慧が来る前に片をつけたかったんだけど」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ！　私も手伝うからっ。お兄ちゃん、私、これでも強いんだからね！」

　慧が力強く言い切る。

　頼もしい姿に少し複雑なものも感じたが、叡理は頷うなずいた。

「分かった。頼りにしてるよ」

「うん！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ妹を見て思わず抱きしめそうになる。ぎりぎりで理性を働かせ、廊下を走った。慧と手分けして一つずつ部屋をあらためていく。

　階段を上がり、最上階まで来たところで足を止めた。

「お兄ちゃん、これって……」

「ひどいな」

　白のライダースジャケットを着た少年たちが廊下に何人も倒れている。

　目立った外傷は見当たらない。しかし、皆、ぐったりと苦しそうに倒れ伏していた。

「大丈夫かっ？　何があったんだ？」

　片端から声を掛けるものの、返事は望めない。

　ただ、角を左に曲がったところで一人の少女に出会った。

「遅かったね。待ちくたびれたんだよ」

　その先には一歩も進ませないというように、廊下に仁王立ちしている彼女。

　志し田だ宝冠ていあらが無表情にこちらを見ている。

「志田さん、そこを通してくれ」

　叡理が告げると、彼女はひょいと首を傾かしげた。

「私を捜さがしていたんじゃないの？」

「いいや、違う。君はセイレーンじゃない」

「そう……。残念だよ。けっこう頑張ったつもりだったのに」

「わざと怪しい言動をしていたんだろうけど、君じゃ成立しないんだ」

「……本当に、分かってるみたいだね。じゃあ、なおさらここは通せないんだよ。私は、ノルニルのみんなが大切なんだよ。ライブ配信をすることは、きっと沙さ織おりの存在意義に関かかわることだから」

　急に照明が暗くなる。

　いや、明るさは変わっていない。それなのに、何な故ぜか周りが暗くなった気がした。

「……志し田ださん。君のオラクルは、何なんだ？」

「私のオラクル？　ああ、それは分かってないんだね。別に知らなくてもいいと思うけど、冥めい土どの土産に教えてあげるんだよ」

　志田がスッと叡えい理りたちに向けて手を突き出す。

「私が感染したオラクルは、『死ヘ神ル』。死を司つかさどる神様なんだよ。私に近づけば近づくほど、生命力が落ちていくんだよ。死にたくなかったら、逃げた方がいいよ」

　彼女の体から闇やみが洩もれ出て、周囲を覆っていく。

　そんな幻影を見せられ、叡理の足は竦すくんでしまった。

　廊下に倒れている「H.A.W.K.」たちのことを思い出す。

　これは、「王」の力を使うしかないか……。

「お兄ちゃん、下がって」

　凛りんとした声とともに、慧けいが前に出た。叡理を守まもるように志田の前に立ちふさがる。

「慧っ？」

「大丈夫だよ、お兄ちゃん。この前、安あん西ざいさんにオラクルの種類について教えてもらってたんだ。志田さんのオラクルは『死神』だよね。世界中に昔から『死神』の伝承は存在するけど、それは人の死に対する恐怖から生まれたものなんだって」

「こんなときに解説とか、悠長すぎるんだよ」

　志田が一歩一歩距離を詰めてくる。

　それにつれ、空気が重くなり、息苦しさを増していく。額に嫌な汗が滲にじんできた。

「それで、えっと……昔は今よりずっと生と死の距離が近かったんだって。それで、『死ヘ神ル』もそうなんだけど、死神って再生とか蘇よみがえりとも一体になってたりして……」

「慧！　下がるんだ！　悪いけど、今はトモの真ま似ねしてる場合じゃないっ」

　懸命に解説を続ける妹の肩に手を置く。しかし慧は退ひかなかった。

「えっと、つまりね！　『死神』は死を司るけど、邪悪な存在じゃないんだ。それどころか生命の理ことわりを守る神様なんだよ。だから……」

　叡理の手から、慧の感触が消える。

　刹せつ那な、志田の体が天井に叩たたきつけられた。

「あうっ……」

　彼女は目を剥むき、力なく落下する。

　それを慧けいが跳び蹴げりで吹き飛ばした。

　叡えい理りの頭上を志し田だが飛んでいく。

「!?」

　あまりの出来事に身動きできずにいると、目の前に慧が降り立った。

「だから、生命の理ことわりに反している存在に、『死神』の力は通じないんだ。『吸血鬼』はその最たるものだよ。お兄ちゃん、志田さんは私に任せて、先に行って」

「……その台詞せりふ、今日、二度目だな」

　妹が照れくさそうに微笑ほほえむ。

「ありがとう。でも、無理はするなよ。危なくなったらすぐに逃げろ」

「うん。お兄ちゃんも気をつけてねっ」

「油断しちゃったんだよ……。私も、まだオラクルについて知らないことが多いなあ。私の力が通じないとか、ずるいんだよ」

　志田が起き上がり、むっすりと頬ほおを膨れさせた。

　初めて、彼女の素の感情を見た気がする。

「お兄ちゃん、行って！」

「すまん！　頼んだぞ、慧！」

　叡理は廊下を駆け出した。

「でも、全く利かないってわけでもなさそうなんだよ。『吸血鬼』っていっても、結局は人間なんだから」

「ここは絶対に通さないからっ」

　背後で慧と志田が激突する。

　叡理は振り向かず、廊下を走った。

　見えてきたドアを次々に開け、中を検あらためていく。

　そして、最後のドアを引き開けた。

「……九いちじくさん」

　室内にいた少女に声を掛ける。

　翠すい玉ぎよく色のドレスを身に纏まとった彼女は、そっと叡理に向き直った。

「ここまで、たどり着いちゃったんですね。……七時まで、残り五分です」

　九沙さ織おりが壁の時計を指し示す。

　叡理は室内に入り、ドアを閉めた。それに寄りかかって腕時計を操作する。

「総そう上がみさん。誰が『セイレーン』か、もう分かってるんですよね？　いいですよ。はっきり言ってください。それで終わりにしましょう。私、言い訳なんてしませんから」

「そうだね。終わりにしよう」

　はっきりと宣言した。

　それから一いち葉ようの写真を引っ張り出す。

　どこかの控ひかえ室で撮られた、ノルニルの写真。

　九いちじくは叡えい理りの真正面に立っている。

　叡理は彼女に近づき──




「『セイレーン』は、君だ」




　写真を「セイレーン」に向けて投げつけた。
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「何で……？」

　九沙さ織おりが震えている。

　その顔は、悲ひ愴そうに歪ゆがんでいた。

　それを直視できず、叡理は目を逸そらしてしまう。

「何で……何で、私じゃないんですか……？　何で、どうしてっ？」

　悲痛な叫び。

　そして彼女は項うな垂だれた。

「……九さん。君は、『セイレーン』じゃない。『セイレーン』は──」

　たった今、投げつけた写真は、何もないはずの空間に当たって床に落ちた。

　そこにいる、「セイレーン」に当たって。

「『セイレーン』は、十つなし葵あおいさん。君だよ。『コウイカ』のネメシスを使って姿を隠しているんだろ？　ついさっき、『コウモリ』のネメシスで確認した。反はん響きよう定てい位いっていってね。高周波を放って、その反響で物の位置を特定できるんだ。姿を見せてくれないかな？」

「……どうして、分かったんですか？」

　か細い声がする。

　うっすらと、十つなしの姿が浮き上がってきた。

「一つ、初めから引っかかっていたことがあった」

　悪魔が写真を見せてきたとき。

「悪魔は、君たちの中に『セイレーン』がいると言ったんだ。三人の中にとは一言も言ってない。だから、初めから君たちの周りにいる人たちにも疑いの目は向けていた。ただ、三人の中にいないとなると、これまでのノルニルの活動に説明がつかなくなる。収録なんかは替え玉が利くとしても、ライブは無理だ。ノルニルは口パクが一切ないっていうのはたくさんのファンが検証してくれている」

「だったら、やっぱり『セイレーン』は沙さ織おりですよ……」

　十の姿が鮮明になった。

　彼女は屈かがみ、床に落ちていた写真を拾い上げる。

「そこが解けなくて困っていたんだ。でも、とんでもない偶然のせいで気づいた」

　叡えい理りは十を見つめた。

「十さん。学校で窃盗にあったときのこと覚えてる？　そのとき持ってたポーチは？」

「……これ、ですか？」

　彼女が手にしていたポーチを少し掲げる。

「俺の知り合いに、嗅きゆう覚かくの鋭い奴やつがいてね。そいつが、ポーチから柑かん橘きつ系けいの匂においがするって言ったんだ」

「柑橘系？」

　十はポーチの匂いを嗅かぐ。しかし、何も感じ取れなかったのだろう。眉み間けんに皺しわを寄せて首を捻ひねった。

「さすがに、もう消えているんじゃないかな。多分、グレープフルーツの匂いだよ。あのときは俺にも分からなかった。そのくらい微かすかなものだったんだ」

「それが、何だっていうのっ？」

　切迫した様子で九いちじくが尋ねる。叡理は彼女に目を合わせた。

「ノルニルのみんなと、すごく高そうなレストランで会ったよね」

「ええ……」

「そのとき、一人だけグレープフルーツジュースを飲んでた子がいたの、覚えてる？」

「……確か、一番奥の席にいた。結ゆい園ぞのさん、だっけ？」

「うん。きっと彼女が飲んでたジュースが跳ねたかどうかして、近くにあったポーチに飛沫しぶきがついたんだよ。それで、残り香があった」

「そんなわけないっ。あの場には──」

「いたんだよ、十さんも。そうだよね？」

　十を見やる。しかし、彼女は答えない。

「もちろん、別の場所でついた匂いかもしれないし、知り合いの勘違いかもしれない。でも、その仮説に立ってみた途端、色々なことに合点がいったんだ。どうして個室の席が八人掛けのテーブルだったのかも」

「そんなの、そっちの人数に合わせて……」

「そこだ、九いちじくさん。よく考えると不自然なんだよ。だって、その二日前に志し田ださんと話をしたときは、トモと俺の二人だけだった。慧けいと結ゆい園ぞのさんがついてきたのは、たまたまなんだ。ノルニルが三人なら、六人掛けのテーブルでよかったじゃないか」

「部屋がっ。あの日は、そこしか空いてなくてっ……」

「そう。そういう言い訳も成立する。だけど、あの部屋にはもう一つ決定的に不自然な点があった。それに気づいたのは昨日。自販機でジュースを買ったときだ」

「……そういえば、急に一人で帰るって……」

　呟つぶやく九を見つめて尋ねた。

「九さんは、常温かぬるめの飲み物しか飲まないんだよね？」

「うん……」

「じゃあ、どうして、君の席にはホットの紅茶とアイスティーが置いてあったんだ？」

　二人が、ほぼ同時に顔を青ざめさせた。

「あれはミスだよね。待っている間、十つなしさんも飲み物を頼んでしまったんだ。俺たちが来たとき、姿は消したけれど、テーブルに置かれていたアイスティーは残ってしまった。それを誤ご魔ま化かすために、九さんは自分の手元にそれを引き寄せるしかなかったんだ」

「そんなの、たまたま……」

　相手の弱々しい反論を押しつぶし、叡えい理りは十が手にしている写真を指さした。

「その写真も、よく見ると変なんだ。どうして椅い子すの後ろに三人並んで立っているんだ？　三人で写りたいだけなら、別にテーブル越しじゃなくていいだろ。どうしてわざわざテーブル越しに撮ったんだ？　三人の前に、誰も座っていない椅子があることを目立たなくするためじゃないのか？　そこに、コウイカで姿を消した十さんが座っていたからっ」

「違う！」

　九が叫んだ。

「違うっ。違う、そうじゃないっ。そうじゃないの！　四人で記念写真撮っておこうって……ライブ前の控ひかえ室でっ……。それなのに葵あおい、コウイカで姿を消しちゃって……」

「だって、私はノルニルじゃないし……。三人と一緒に写るなんて、ダメだよ……」

「何を言ってるのっ？　葵はノルニルのメンバーだよ！」

「違うよ！　ノルニルは三人組のアイドルなんだよ。私は入ってないのっ」

「入ってるよ！　そうじゃないと、そうじゃないと、私……。私は、葵のお陰で、アイドルになれたのにっ……」

　涙ぐむ九に、十はゆるゆると頭を振る。

「沙さ織おりは、私がいなくてもいつか夢を叶かなえられてたよ……。私が、私が『セイレーン』になんかならなければっ……。感染しなければ良かったのにっ……」

「葵は悪くない！　私がっ、私が葵に頼んだんだよ！　私が、弱かったから……」

　無理やり両肩を掴つかみ、九いちじくが十つなしを揺すった。

　けれど十は俯うつむいたままだ。

「総そう上がみさん……」

　目に涙をため、九がこちらを向く。

「私が『セイレーン』です」

　強い眼まな差ざしで訴えてくる。

　認めて欲しいと、求めている。

　けれど叡えい理りは、断言しなければならない。




「九さん。君は、キュウカンチョウだ」




　その言葉に、九の膝ひざが落ちた。

　十に慌てて支えられ、何とかこちらを見つめ返す。

「九さん。君はフェクターじゃない。オラクルに感染していないんだ。君はネメシスを投とう与よしている。ネメシスの『キュウカンチョウ』を。恐らく、かなり深度があるんだろう。４か５か。もしかしたら６かもしれない」

　智とも花かに確認してもらっている。ネメシス「キュウカンチョウ」なら他者の声せい紋もんをコピーできる。深度が深ければ、セイレーンの能力そのものをコピーすることも可能だろう。

「ここに波形探査器がある」

　叡理は二人に近づき、直方体の器具を見せた。智花自作のものだ。

「これで調べれば、はっきりするよ。九さんが、フェクターか、そうでないのかは。そして十さんがどうなのかも」

「…………」

「…………」

　二人とも、何も答えない。ただ、じっと叡理を見つめている。

　その視線は、叡理を責めていた。

　どうして、真相を暴いてしまったのだと。

　電子音が鳴った。

　室内だけではない。建物全体に鳴り響いている。

　叡理は時刻を確認した。

　午後七時。

　ライブ配信時刻だ。

　九がよろけ、今度こそ床にへたり込んでしまった。「沙さ織おりっ」と十が寄り添う。

　しかし、すぐにビクリと身を震わせた。

　叡理を振り仰ぎ、「あの……」と小さく洩もらす。ペン型携帯端末を取り出した。

「電話が……イヤホンをＯＮにしてもらっても、いいですか？」

　どうやら十つなしに電話がかかってきているらしい。そして通話の相手は叡えい理りにも会話を聞いてもらいたいようだ。

　叡理は端末からイヤホンを外して耳に押し込む。ＯＮにするなり、予想通りの声が聞こえてきた。

『王様、聞こえているかな？　このたびは、セイレーン発見おめでとう。ゲームは君の勝ちだ。約束通り、ノルニルのライブ配信は中止した。今、ネット界かい隈わいは騒ぎになりつつあるけれど、じきに落ち着くだろう。公式発表はメンバーの体調不良だ』

「随分とご機嫌だな、悪魔」

　マイク機能をＯＮにして、叡理は通話相手である「悪魔」に言った。

『やあやあ、王様。久し振りに声が聞けて嬉うれしいよ。どうだい？　今回のゲームは楽しめたかな？』

「最悪な気分だ」

『それはそれは。もっと趣しゆ向こうを凝らすべきだったかなあ？　ああ、そうだ。ゲームの勝者である王様に伝えておくことがあったね』

「ちょっと待て。その前に、俺から掛け金のつり上げ要求がある」

『うん？　ゲームが終わったっていうのに、そんなのが成立するわけないじゃないか』

「いいや。必ず成立する。お前、彼女たちに、ライブ配信に失敗したらノルニルの正体をばらすって脅したらしいな」

『ああ、そうだよ。敗者にはペナルティがあってしかるべきだろう？　王様ばかりにリスクを負わせはしないよ』

「それだ。俺はお前と勝負をしたんであって、ノルニルの四人とはしていない。だから、ペナルティを負うのは彼女たちではなくてお前自身であるべきだ」

『おやおや、穏やかじゃないなあ』

　通話口の声に、剣けん呑のんなものが混じる。

『それで、王様は俺に何を要求しようっていうんだい？』

「彼女たちの正体をばらすのは止やめろ。もちろん、ただでとは言わない。今からお前の企たくらみを一つ潰つぶしてやる。それが成功したら、彼女たちを解放して二度と関かかわらないと誓え」

『……面白いことを言うねえ、王様。俺の企み？　それは何かな？』

「お前がさっき言おうとしたことだよ」

　叡理はゴクリと唾つばを飲み込んだ。ここが正念場だ。

『俺が言おうとしたこと、ねえ……。王様、君がゲームに勝ったから、ライブの日本全国一斉配信は中止したよ。ただ──』

　悪魔が言葉を続ける。

『日本以外には一斉配信するけどねっ。ネットは広いから、回り回って日本のみんなにライブが届いても、まあ、仕方ないことかな。ちなみにライブ映像は昨日のリハーサルのものを使った。そのために、昨日は本番さながらのリハーサルをやらせたわけだし』

「そんなっ？」

　悲鳴を上げたのは十つなしだった。

　立ち上がり、虚こ空くうに向けて叫ぶ。

「そんなの聞いてません！　私たちまで騙だましたんですかっ？」

『おいおいおいおい。葵あおいちゃん、騙すだなんて人聞きが悪いなあ。確かに話してはいなかったけど、俺が君たちに計画の全すべてを説明する義理がどこにあるんだい？　それに良かったじゃないか。君たちのライブ映像はちゃんと世界中に届けられるよ』

「そうじゃ、そうじゃありません！　そういうことじゃないんです！　沙さ織おりはっ……」

　十が声を震わせ、鼻を啜すすった。堪こらえきれず、ぼろぼろ涙を零こぼす。

「沙織はっ……ずっと、あなたのせいでっ……この悪魔っ！」

『はーい、悪魔でーす。呼んだ？』

　悪魔は全く痛つう痒ようを感じていない。それどころか、とても楽しそうだ。

「おい、悪魔」

　叡えい理りはなるべく冷静に言葉を発した。

『何かな、王様？　もしかして王様もご立腹？　さすが、お優しいね』

「それだよ」

『…………』

「つり上げた掛け金は、それだ。本当に配信されているのか？」

『……王様。何かしたのかい？　全てブロックされて、配信が失敗している。リトライしてもまるで受けつけない。これは、ここじゃないな。別のところで配信が止められている。これ、王様がやったっていうのかい？』

「ゲームのルールを聞いたときから予想していたんだ。友人に頼んで先回りさせてもらった。かなり面倒な作業だったみたいだけれど、上う手まくいって良かったよ」

　悪魔からの反応は、しばらく聞こえてこなかった。

「どうした？　別にルール違反じゃないよな？　日本以外に配信されるものを遮しや断だんしただけなんだから。さあ悪魔、ペナルティを受けろっ。お前の負けだ！」

『ククククク……』

　イヤホンから、低く忍び笑いが聞こえてきた。

　それは徐々に大きくなっていく。

　そして大笑いに変わった。

『アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!　素晴らしい！　素晴らしいよ、王様！　そうでないと！　そうでないとね！　良かった。本当に良かったよ、君がバカでなくて！　君となら、本当に楽しいゲームができそうだ！　最高に面白いことがやれそうだよ！　ああ、やっと同じプレイヤーに巡めぐり会えた！　ハハッ！　最高の気分だ！』

　それは嫌みも負け惜しみも全く含まれていない、純粋な喜びの声。

『オッケー！　喜んでペナルティを受けるよ！　「セイレーン」は手放すには勿もつ体たいない能力だったけど、そんなのどうでもいいや！　俺はそれ以上の存在に出会えたんだからっ。分かったよ、王様。ノルニルには今後一切関かかわらない！　正体ばらしだってしない！　彼女たちは君が好きにするといいよ！　だから、だからさあっ』

　悪魔は心の底から楽しそうに笑い続けた。

『王様！　王様！　俺たち新世代ネクストの王様!!　遊ぼう！　もっともっと遊ぼう！　今度は更に楽しい趣しゆ向こうを用意するよ！　約束する。君を必ず満足させるからね！　だから王様も、俺のことを思い切り楽しませてくれ！』

　全く混じりけのない悪意。

　イヤホンから伝わる笑い声に、叡えい理りはそんなものを感じた。

『ああ、いいね。本当にいいよ。ところで王様。葵あおいちゃんでもいいけど、そこにまだ沙さ織おりちゃんはいる？』

「？」

　叡理は首を巡めぐらせる。ほぼ同時に、十つなしも隣にいたはずの親友を振り向いた。

　しかし、そこに九いちじくの姿はなかった。

「九さん!?」

「沙織っ？」

　ドアの方を見る。いつの間にか開け放たれていた。

「沙織っ？　どこにいったのっ？」

　十が真っ青になって廊下に飛び出す。叡理は怒鳴った。

「悪魔！　お前、彼女に何か吹き込んだなっ？」

『アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　そうかそうか、そこにはもういないかっ。王様！　詰めが甘かったねえっ。もちろん、吹き込んだよぉ。このゲームが始まる前にねえ。さあ、ここからはボーナスステージだ！　きっと、最高に楽しいものが見られるよ！　乞こうご期待！』

「いい加減にしろ！」

　怒鳴りつける。しかしイヤホンからは耳障りな笑い声が聞こえるばかりだ。

『王様。近いうちにまた楽しいゲームをしよう。じゃあね』

　その言葉を最後に、悪魔からの通話は切れた。

「そ、総そう上がみさんっ……」

　十が廊下にしゃがみ込んでいる。この世の終わりのような顔をしていた。

「十さん、落ち着いて！　捜さがそう。まだ間に合うから！」

　彼女を鼓舞して立たせる。九が行きそうなところに心当たりがないか尋ねた。

「こんなとき、沙織が行くとしたらっ……」

　下唇を噛かみしめ、十は懸命に考える。廊下の先から慧けいと志し田だが走ってきた。

「お兄ちゃん、やったね！」

「あおっち、さおっち、ごめん……。止められなかったんだよ……」

　笑顔の妹と、落ち込んでいる志し田だ。

　駆け寄ってきた妹に軽く手を挙げてから尋ねた。

「そっちに九いちじくさんは来なかった？」

「九さん？　ううん、見てないよ」

　慧けいが首を振る。志田が彼女を追い抜き、項うな垂だれている十つなしに身を寄せた。

「あおっち、さおっちに何かあった？　私たちの方には来なかったんだよ」

「二人が見てないってことは、こっちか？　でも、この先って行き止まりじゃ？」

「非常階段があるんだよ。それより、さおっちはどうしたの？　答えて欲しいんだよ」

　志田に腕を掴つかまれる。

　叡えい理りは「移動しながら話そう！」と非常階段へ走り出した。隣に並んだ慧と、十の腕を引いて続く志田に悪魔との会話をかいつまんで話す。

「あの悪魔っ……。私たちには何も言ってなかったんだよ。やっぱり、初めからさおっちを弄もてあそぶのが狙ねらいだったんだ。『H.A.W.K.』に連絡したのも、あいつに決まってるんだよ」

「志田さん、何か知ってるのか？」

「……悪魔がろくでもない奴やつだっていうのは、よく知ってるんだよ」

　非常階段へと繋つながるドアにたどり着く。

　押し開けると、温ぬるい夜風がまとわりついてきた。

　外階段が地上へと続いている。

「まだ、そんなに遠くには行ってないはずだ！　手分けして捜さがそう！」

「あおっち、しっかりするんだよ。一緒に捜そう」

「うん……」

「そうだ！　昨日の公園っ」

　叡理は閃ひらめいた。ノルニルにとって大切な思い出の場所なら、そこに向かった可能性は高そうだ。叡理は端末を使って地図を出した。それを慧と共有する。

「慧っ。一人でいけるか？」

「大丈夫！　お兄ちゃんも気をつけてねっ」

　金属製の手すりを踏みつけ、慧が夜空に舞い上がった。

「さっきまで私と殴り合ってたのに、吸血鬼はタフなんだよ」

　志田がしみじみと頷うなずく。叡理は目を剥むいた。

「殴り合ってたのか!?」

「比ひ喩ゆ表現込みなんだよ。そんなことより急ぐんだよ」

「ああ、そうだな！」

　甲高い音を響かせながら、非常階段を駆け下りる。スタジオの裏手に出た。

「十さん！　他に、九さんの行き先に心当たりはある？」

　振り向く。ずっと俯うつむいて考え込んでいた十は、真剣な眼まな差ざしで告げた。

「沙さ織おりは、きっとライブ配信を諦あきらめてません……。だから、どこか配信ができそうなところに……でも……まだ、セイレーンをコピーしてないのに……」

「そっか。だとすると……」

「よく使う他のスタジオは……」

　志し田だがペン先を空中に走らせる。周辺の地図上にある三つの建物に印をつけた。

「この三つか。えっと、一番遠いところに俺が行こうっ。残り二つは、いけるかい？」

　地図を受信し、叡えい理りもペン型端末で行き先を決める。志田がコクリと頷うなずいた。遅れて十つなしも頷く。その目には力が戻りつつあった。

「さおっちを見つけ次第、連絡して欲しいんだよ」

「もちろん。そっちも頼む。十さん、無理しなくていいからね」

「大丈夫です。やれますっ」

　二人と別れて夜道を走る。叡理は大通りまで出た。

　九いちじくがどこかのスタジオを目指したとしても、徒歩ならそれほどの距離は進んでいないだろう。運が良ければ途中で見つけることもできるはずだ。

　ただ、車を利用していれば話は違ってくる。叡理は大通りに出るなり、端末を操作した。近くにいる空車タクシーの位置情報を知らせるアプリを起動させる。都心だけあって、すぐに一台のタクシーを掴つかまえることができた。

　自動運転の入力パネルに住所を書き込む。

　タクシーが走り出し、シートに落ち着いたところで腕時計から智とも花かの声がした。

『エーリ、聞こえるかい？』

「あ、トモっ。ごめん、連絡してなかった。ちょっとバタバタしてて」

『ううん。それについては聞いていたから、ある程度のことは把握しているよ』

「そっか。改めて、さっきはありがとう。上う手まく配信を止められて良かったよ。悪魔の計画は潰つぶえさせられたと思ったんだけど……」

『九さんだね。ボクもネット界かい隈わいの様子を調べているから、何か分かったらすぐに連絡する。シーさんに車を出してもらおうと……エーリっ？』

「どうした？　何か……」

『今すぐ、ノルニルの公式サイトにアクセスするんだ！』

　智花の声とほぼ同時に、メールの着信音が鳴る。開くと、ノルニルの公式動画配信サイトに繋つながった。目の前に映像が映し出される。

　そこには、緑のドレスを着た九が、一人佇たたずんでいた。




『いつも私たちを応援して下さっている皆様。今日は、本当にすみませんでした！　メンバーの体調不良で、予定していたライブの配信ができませんでした！』

　画面の中で、九が深々と頭を下げる。

　視界の隅に別ウィンドウが開いた。視聴者のコメント欄らんだ。ものすごい勢いでコメントが流れていく。「おおおおおおおお」とか「キタ───────」といった単純な喜びの声から、「さおりん大丈夫？」「俺のてぃあらたそがお熱なのか!?」「無理しなくていいから休んでくれー」といった彼女たちを気遣うコメントまで大量に寄せられた。

「これ、どこだ……？」

　叡えい理りは目を凝らす。しかし背景はシンプルな青い壁紙だけで、他に情報らしい情報は見当たらなかった。

「トモ！　送信元は突き止められるっ？」

『今、やってるよ！　それより、まずいねエーリ。悪魔が彼女に何か吹き込んだんだろ？　この配信映像に細工が施されていたら、もうボクには手の打ちようがないよ』

「それは……多分、大丈夫だ……」

　苦々しい智とも花かの声に、しかし叡理は首を振る。

『大丈夫？　悪魔の言うことを信じるのかい？』

「トモ……九いちじくさんは今、セイレーンをコピーしていないんだ。だから、これから起きるのは、もっと残酷なことなんだよ。オラクルが全国に無差別配信されるよりも」

『ううん。エーリ、それって……』

　二人が話している間にも九の挨あい拶さつは進み、一区切りついたところで彼女が真まっ直すぐこちらを見つめて言った。

『今回のお詫わびになるとは思いませんけど、せめてもの償いとして、ここでソロ曲を歌いたいと思います！　精一杯頑張りますので、どうか聞いて下さい！』

　勢いよく頭を下げる。

　再びコメントが爆発的に流れた。

　歓喜に包まれたネットの反応を、彼女もリアルタイムで確認しているのだろうか。

　九は視線を少し右下に落とし、眩まぶしそうに微笑ほほえんだ。

　一度、画面外に出る。ややあって、イントロが流れ出した。

　九が戻ってきて、画面中央に立つ。

　コメントの速度が尋常でない。皆、期待に満みち溢あふれた文章を次々に打ち込んでいる。

　叡理は黙って九の姿を見つめた。

　彼女が歌い出す。

　きれいな声だ。

　声量もあり、音程も外さない。

　要所要所でビブラートを利かせる技術もある。

　高音も低音も安定していて、歌詞がしっかり聞き取れた。

　真面目まじめにトレーニングを積み、長年努力してきた賜たま物ものだろう。

　間違いなく、上手に歌っている。




　けれど、物足りない。




　何がどう違うのか、説明は困難だ。

　大半の人が「何となく」としか言えないに違いない。

　ただ、それは致命的な問題で──

　彼女にとっては絶望的な問題だった。

「…………」

　叡えい理りはコメント欄らんを見る。

　歌が始まったときは、あんなに盛り上がっていたコメントが、今は滞とどこおりがちだ。

　出てくるコメントも「？」「あれ？」「さおりん、どうした？」といった困惑が目立つ。

「さおりん　こんな声だっけ？」

「音響設備悪くね？」

「レア姉のコーラスが重要説再浮上！」

「てぃあらたそマダー？」

「さおりんも調子悪そう」

「無理しないで休んでー」

「中途半端なもん流すとかプロ失格」

「声にいつもの伸びがないね」

「俺氏、退席する模様」

「文句言ってるクソども４ね」

「いつもと比べると、やっぱり何か違う」

　徐々に辛しん辣らつなコメントが増えていく。

　画面内の彼女は、それでも一人、歌い続けた。

　コメントに新たな展開が起きる。

「こいつ偽物じゃね？」

「あー　それか」

「おかしいと思った」

「ＨＰ管理者さん　乗っ取られてますよー」

「【悲報】偽物がさおりんのふりするが歌の下手さで瞬時にバレる」

「ひっこめー（笑）」

　一つのコメントがきっかけになり、一気に「偽物説」が多数を占めていった。

　歌に対する誹ひ謗ぼう・中傷から、歌っている彼女自身を罵ののしるコメントへと移る。

「偽物さん　早く消えて下さい」

「よく見ると顔も全然似てねえし　消えろ不細工」

「よく人前に出ようと思ったな」

「勘違い女の末路ｗｗｗ」

　コメントは完全に「偽物説」で固まった。

　あとはひたすらに「偽物」を口汚く罵るコメントばかり。

「…………」

　叡えい理りは携帯端末を握りしめた。

「いい加減なこと言わないでください！　沙さ織おりは本物です！」

　そこに、新たなコメントが書き込まれる。

「沙織の良さが分からない人は黙っててください！」

「うはー　自演乙ｗｗｗ」

「【速報】勘違い女　コメントに登場ｗｗｗｗｗ」

「よし　みんなで制裁だ」

「おｋ」

「おｋ」

「祭りが始まったと聞いて」

「偽物を吊つるす大変健全なお祭りです」

「偽物を袋ふくろ叩だたきにするだけの簡単なお仕事です」

　再びコメントが勢いよく流れ始めた。

　もはや誰も九いちじくの歌を聞いていない。

　懸命に擁よう護ごするコメントが出るたび、その数十倍に及ぶ罵ば倒とうコメントがついた。

　叡理は歯がみする。

　必死に九を擁護するコメントを書き込んでいるのが誰なのか、すぐに見当がついた。書き込みをやめさせようとＬＩＮＫで呼びかけてもみた。

　しかし、彼女からの応答はなかった。

「ダメだ、十つなしさん。それは逆効果だ……。悔しいけど、それはあいつらを喜ばせるだけなんだよっ……。何より、あの悪魔が喜ぶ展開なんだ……」

　今頃、白髪の悪魔は、この事態を楽しんで眺めているに違いない。

「十さんっ……」

　コメントは荒れに荒れた。

　見るに堪たえない個人攻撃ばかり。

　反論するたび、酷ひどいコメントが増えていった。

　そして曲が終わる。

『ありがとうございました』

　お辞儀をする彼女のことなど、もはや誰も気にしていなかった。




『ネットは荒れ続けているね』

　配信が終わるなり、智とも花かの声がした。

　叡理はシートに凭もたれ、「うん」と小さく返す。

『これはしばらく治まりそうにないな。……もう海外にも流れてる。こうなると世界中へ拡散されるのは時間の問題だね』

「うん……」

『エーリ、彼女の歌は悪くなかったよ。それなりに上う手まいと思う。ただ……』

「上手い、だけなんだ」

『そうだね。そういう印象を受けたよ。それに、条件が悪すぎる。セイレーンの強制力に取り憑つかれている人々に、ただの人間の歌を聞かせたところで魅み了りようできるわけがない。そのくらい彼女だって分かっていただろうに。ううん。理解不能だね』

「…………トモ。彼女の居場所は分かった？」

『ん？　ああ、送信元の特定はできたよ。今、地図を送る。これはスタジオでも何でもないな。高層ビルの一室だ。このために前もって用意しておいたんだろうね』

「悪魔がね」

　歯がギリッと鳴った。

　智とも花かから送られてきた住所を改めて入力し、行き先を変えた。

　そして慧けいと志し田だ、十つなしに連絡する。

　十は泣いていた。

　叡えい理りは痛みを伴うほど固く拳こぶしを握りしめ、強く目を瞑つぶった。




　生暖かい風が叡理、志田、十の三人を迎える。

　空には真夏の星々が瞬またたいていた。

　たどり着いたビルの屋上は広く、ほとんど何もない。普段、滅めつ多たに人が立ち入ることはないのだろう。夜風はそれほど強くない。叡理は九いちじくの姿を探して周囲を見回した。

「こっち」

　志田が前に出て一直線に歩いていく。十と叡理は彼女の後を追った。

　屋上の端はしへと突き進んでいく。

　ほどなくして、微かすかに歌声が聞こえてきた。

　その声は徐々に大きくなる。

　そして、星空の下、屋上の端に腰掛けて歌う彼女を見つけた。

　摩ま天てん楼ろうを見下ろし、一人歌っているのは、ついさっき彼女が披ひ露ろうしたソロ曲。

「沙さ織おりっ」

　十が彼女の名を呼ぶ。

　歌うのを止やめ、九沙織がこちらを振り向いた。

「ああ……。来ちゃったんだ……」

「沙織っ。そんなところ──」

「危ないのは分かってるよ。でも、これしかないんだ」

　九の返答に十が身を竦すくませる。

　立ち上がり、九が親友に微笑ほほえんだ。とても悲しそうに。

「ごめんね、葵あおい。あのとき、私がこんなこと言わなければ良かったのにね」

「九いちじくさん。とりあえず、こっちに来てくれないかな？　そこだと話もしにくいだろ？」

　叡えい理りはなるべく相手の神経を逆さか撫なでしないように言った。九が首を傾かしげる。

「私は別に、話しにくくはないかなあ」

　そう言って、屋上の端はしに沿って歩き出した。十つなしが小さく悲鳴を上げる。

「もう三年近く前になるんだね」

　九は平気な顔で、昔語りを始めた。

　叡理たちは彼女と平行に歩いていく。

　十が声を震えさせながら謝った。

「ごめんっ。ごめんなさいっ……。ごめんなさい、沙さ織おりっ……」

「葵あおいが謝ることはないよ。葵は、私のワガママにつき合ってくれただけなんだから」

「でもっ……でもっ……」

　十がしゃくり上げる。九はまた悲しそうに笑った。

「昔から、葵は泣き虫だね。ねえ聞いて？　私、この二年間、本当に楽しかったんだよ。葵とティアラとレアの四人で、ノルニルで活動した日々はとても楽しくてキラキラしてて、夢のような時間だった」

「さおっち。私たちの活動はまだまだ続くんだよ。これで終わったりはしないんだよ」

　志し田だが、いつになく固い口調で言う。

「九さん！　悪魔は君に、ノルニルのライブ配信ができなかったとしても、ソロライブを配信すれば、君たちの秘密を暴露しないと言ったんじゃないか!?」

　叡理も声を上げた。九が小さく頷うなずく。

「うん……。でも、元々ソロライブはやりたかったんです。私の、私自身の……。それで、思い残すことはなくなると思ったから……」

「総そう上がみさんが悪魔と交渉してくれたんだよ。もう、あいつとは縁が切れたから、さおっちは何も心配しなくていいんだよっ」

　志田の声に珍しく焦りが混じった。九はそんな彼女を見つめて、目を細める。

「ティアラ……。普段は捻ひねくれてて、ちょっと意地悪で、だけどステージに立つとすごく華やかで誰よりもアイドルしてて……いつも助けてもらってたよ」

「そういう話は後で、れあっちも入れて楽しくするんだよ」

「レア……レアも、すごく見栄えが良くてダンスが映えて格好良くて、リーダーとしていつも引っ張って励ましてくれた。……直接、お礼を言いたかったな」

「お礼なら、後でいくらでも言うといいんだよ。早くこっちに来るんだよ」

「……ダメ」

　九が立ち止まった。

　夜空を振り仰ぐ。細い月に手を伸ばした。

「初めから、間違ってたんだ。私が間違えたんだ。だから、天罰が下ったの。悪魔が天罰を持ってくるなんて変な話だけど、でも、神様は何でもお見通しなんだよね。きっと私には悪魔みたいなのがお似合いだってことなんだ……」

「九いちじく沙さ織おりさん」

　叡えい理りは思いきって切り込む。

「三年近く経たつって言ったね。十つなしさんが『セイレーン』に感染したとき、一体何があったんだ？　良かったら聞かせてくれないか？」

「……ごめんなさい」

　少しの躊躇ためらいの後、九は叡理に向き直った。

「私は弱くて臆おく病びようだから、自分の罪を告白する勇気はないんです。総そう上がみさん、ありがとうございました。どうか、みんなを、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げる彼女を見て、十が「ダメぇっ！」と叫ぶ。

　九が瞳ひとみを潤ませ、優しく笑った。

「ティアラ、レアにごめんなさいって伝えて。葵あおい、こんな私と一緒にいてくれて、本当にありがとう」

　じゃあね、と小さく手を振り、彼女はビルの端はしから飛び降りた。












ＣＯＤＥ：００９







　昨日のことのように思い出せる。

「葵あおいっ？　葵、しっかりして!?」

　あの日。葵が「セイレーン」に感染した日。

　私は生まれて初めて、親友のことを、憎いと思った。




　テレビで観みたアイドルの華やかな姿に憧あこがれて、自分も真ま似ね事ごとをするようになり、小学五年生のとき芸能事務所の養成所に通わせてもらえることになった。

　憧れのアイドルを目指して一生懸命レッスンをした。自慢ではないけれど、練習を欠かしたことはない。養成所には他にも通っている子たちがいて、すぐに辞めてしまう子もいたけれど、同じ夢を追う仲間がいるのはとても励みになった。

　でも、仲間の数は徐々に減っていった。

　デビューできた子もいる。それは本当に嬉うれしかったし、私もいつか華やかな舞台に立つんだと目標にすることができた。中には養成所に来て三ヶ月も経たたずにデビューした子もいた。私より遥はるかに才能があったんだ。

　なかなかオーディションに受からないまま中学に上がった頃、さすがに私も不安になっていた。自分がこのまま埋もれて潰つぶれてしまうんじゃないかと考えて、頻ひん繁ぱんに悪夢を見るようになった。

　その頃、不採用になったオーディションの評価をこっそり教えてもらえた。

　一番多かった意見は「可もなく不可もなし」。歌もダンスも悪くないけど、何か決め手に欠ける。それが私に下された評価だった。

　私は思い知った。

　どんなに努力しても努力しても努力しても、いくら練習しても練習しても練習しても、才能がないとダメなんだ。決め手に欠けるって、つまりそういうことなんだ。

　世の中は、きっと一〇〇点満点中、全部八〇点～九〇点取れる人より、他は〇点でも、何か一つだけ一〇〇〇〇点くらい取っちゃう人の方が評価される。私は、どうしても凡ぼん庸ような、アイドルを目指している女の子Ｃに過ぎなかった。

　その日から、何か個性を作ろうと、得意分野を持とうと模も索さくを始めた。

　無理やりキャラを作ってみたこともある。

　でも、どれも合わなかった。

　結局、上辺だけのものは見透かされてしまう。失笑を買うだけになる。

　当時の私は、正直、どうしたらいいのか分からなくなっていた。

　そんなとき、オラクルの噂うわさを耳にした。

　それを視聴すると死んでしまうとか、化け物になるとか、色んなことが言われていた。私もただの都市伝説だと思っていた。でも、あるときオラクルが一つ送られてきた。

　怖いもの見たさとか、話のネタになるかなって下心とか、そういうものが私にそれを視聴させた。ものすごく気持ち悪い映像と音楽だった。

　ただ、身体からだに特別な変化はなかった。

　それで俄が然ぜん、興味が湧わいてしまい、積極的にオラクルを探して回るようになった。

　そんなことしなければよかったのに……。

　そして私は、オラクル「セイレーン」を見つけた。

　ギリシャ神話で船乗りを惑わす歌を歌う化け物。「セイレーン」の名前を目にした瞬間、私の中の悪魔が耳元で囁ささやいた。

　これに感染できれば、他人を魅み了りようする歌声を手に入れられるかも。

　どれもこれも凡ぼん庸ような、決め手に欠ける私の、とっておきの武器になるかもしれない。

　そう、思ってしまったんだ。

　その日から毎日、時間を見つけては「セイレーン」を視聴した。感染の確率は低いらしいから、気持ち悪くても、私は何度も何度も視聴を繰り返した。

　だけど、感染できなかった。




　私は、セイレーンになれなかった。




　そして、あの日が訪れた。

「葵あおい、目を覚ましてっ……」

「……ん」

「葵！　大丈夫っ？」

　その日は、葵が家に遊びに来ていた。

　私が迂う闊かつだったんだ。

　いつもの習慣で、オラクル「セイレーン」のファイルを開きっ放しにしていた。

　それを「これ何？」って、軽い気持ちで葵が視聴してしまった。

　たった一回の視聴で、葵は「セイレーン」に感染した。

　目を覚まし、訳が分からず怯おびえる葵を宥なだめながら私は──

　幼い頃からの親友を、激はげしく嫉ねたんでしまった。

「怖い……。怖いよ、沙さ織おりっ。何だか変なのっ……。上う手まく言えないけど、私の身体が、おかしいのっ……」

　でも、自分の身体を抱いて震える葵を見ているうちに、私は恥ずかしくなった。大切な友だちがこんなに怯えているというのに、自分の都合ばかり考えるだなんて。

「落ち着いて、葵。あのね……」

　私は葵に全すべてを話した。

　そして、彼女に少し歌を歌ってもらった。

　よく聞いていた歌。そのサビの部分だけだったのに、すごかった。

　震える声で、たどたどしく歌った葵あおいの歌声に、心が全すべて持っていかれる感覚があった。




　それから私たちは、「セイレーン」の治療法を探した。

　セントラル・メディックという会社が「ネメシス」を無料配布していると知って、それを二人で一生懸命調べていった。

　そのときの私は、心の底から葵の治療を手伝いたいと思っていたんだ。

　それだけだったんだ。

　それなのに、今度はネメシスの中に「キュウカンチョウ」を見つけてしまった。

　他人の声せい紋もんをコピーする「キュウカンチョウ」の副作用。

　私はそれに手を出した。

　平凡な自分の声ではなく、もっと魅力的な声をコピーできたら。

　そのくらいの、軽い気持ちだったと思う。

　だけど、私は「キュウカンチョウ」と相性が良すぎたんだ。

　きっと私が、物もの真ま似ねしかできない「偽物」だったから。




　葵の声をコピーしてみたのは、「セイレーン」の力を少しでも自分のものにできないだろうかと思ったからだ。

　まず、葵に何でもいいから歌を歌ってもらう。

　それに合わせて私も歌う。

　すると、すぐに波長が合って、そのまま私は「セイレーン」の放つ、あの他人を魅み了りようする波長の音波を出せるようになった。

　私は歌声だけでなく、「セイレーン」の能力そのものを写し取れてしまった。

　初めは、それでも五分程度のものだった。

　私も、これを自分のアイドル活動に利用しようなんて考えていなかった。

　ただただ、「セイレーン」の歌声が気持ち良くて、それに誰より自分が酔いしれたくて、歌い続けていただけなんだ。

　それだけのはずだったんだ……。

　それだけのはずだったのに……。

　思えば、あのときから運命の歯車は狂い始めていたんだと思う。

　投とう与よするたび、「キュウカンチョウ」の副作用は長くなっていった。

　五分が十分になり、十分が三十分になった。そしてじきに一時間を越えた。

　私は、自分のものでないその歌声がすごく気持ち良くて、練習の合間にもこっそり小声で歌ってしまっていた。

　それはいつの間にか周りの練習生に聞かれ、スタッフさんたちに聞かれ、そして飛ひ龍りゆうプロデューサーの耳にまで届いた。

「九いちじく沙さ織おりさんはいるかしら？」

　レッスンスタジオでいきなり腕を取られ、そのままボイストレーニングの先生のところに連れて行かれたときは、怖かった。

　何かが、足下から崩れてしまう予感がしたから。

　それでも、私に選択肢はなかった。

　ボイトレの先生の前で「セイレーン」の歌声を披ひ露ろうして、絶賛されて、感動されて。

　いつしか、引き返せなくなっていた。




　それでも断る手立てはいくらでもあったんだ。

　葵あおいの「セイレーン」はともかく、「キュウカンチョウ」のことを話して、自分が物もの真ま似ねをしていただけだと説明すれば、きっと飛ひ龍りゆうさんも私のデビューを思おもい止とどまったと思う。

　ただ、そうなったとき、私は一生デビューさせてもらえなくなると思った。

　それは、耐えられなかった。

「どうしたらいいと思う……」

　苦しくて辛つらくて怖くて心細くて……とうとう葵に相談してしまった。

　きっと私は、彼女に甘えたんだ。

　心のどこかで、葵が私に尽くしてくれることを期待していた。

　そして葵は、私の期待通りの言葉を言ってくれた。

「分かった。沙織っ、私のことを利用してっ」

「葵……本当に、いいの？」

「うん！　沙織がいままでどれだけ頑張ってきたか、私、知ってるものっ。これはきっと神様が沙織にくれたチャンスなんだよっ。私、沙織のためなら何だってするからっ」

「ありがとう、葵っ」




　このとき私は、決定的に間違えたんだ。




　少し前にオーディションで選ばれたティアラと、街中でスカウトされたっていうレア。二人とも一目で魅力が伝わる頼もしい仲間とともに、私はデビューした。

　悪魔に遭ったのは、その数日前。

「やあ、偽物の『セイレーン』さん」

　初めて会ったときから、あいつは私の心を抉えぐるのが上う手まかった。

　悪魔は何な故ぜか私と葵の関係を知っていた。それどころか、ティアラとレアの秘密も知っていた。ノルニルは私以外、皆フェクターだったんだ。

　それを知らされたとき、私はむしろ安あん堵どした。

　秘密の共有は私たちの結束を強くし、四人で「セイレーン」の秘密を隠し続けた。

　悪魔が何を企たくらんでいるのか分からなくて、時折、不安に苛さいなまれたけれど、ノルニルとして過ごす毎日はとても楽しくて、美しく輝いていた。

　だからだと思う。

　いつしか、罪の意識に押しつぶされそうになっていた。

　ノルニルでの毎日が美しければ美しいほど、輝いていれば輝いているほど、心のどこかにヒビが入った。あんなに大好きで楽しかった歌も、歌うたび色あせていく気がして仕方なかった。幸せなはずなのに、急に涙が止まらなくなることがあった。

　ただ、葵あおいが、ティアラが、レアが、ノルニルの仲間だけが私の支えだった。

　彼女たちを守まもらなければ。

　彼女たちだけは守らなければ。

　セイレーンは船乗りを魅み了りようして、船を難なん破ぱさせる。

　そう、私は初めから破は滅めつの道を選んでしまっていたんだ。

　このままいけば、きっとノルニルは崩壊する。

　その前に、私が罰を受けなければいけない。

　偽物がいつまでも「奇跡の歌姫」と呼ばれていてはいけない。

　過あやまちを正そう。

　自分の命で償おう。

　そう決心したとき、まるで私の心を読んだかのように白髪の悪魔が現れた。

「良い提案があるよ」

　あの、人を小馬鹿にした笑みで、悪魔は私に囁ささやいた。

「君自身のソロライブを、みんなに披ひ露ろうすれば良い。それができたらノルニルの秘密はばらさないでいてあげよう。君の大切なお友だちは助かるよ。そして何より、君自身の本当の実力が、みんなにどう評価されるのかも分かるだろう？」

「……そうですね。分かりました」

「準備は任せておいてくれ、奇跡の歌姫さん」

　私は自分の罪を清算して、それから──

「ごめんなさい、本当に……。私は、やっちゃいけないことをしたの……」

　ソロライブの結果は、分かりきっていた。

　だけど、ほんの少しだけ、期待しちゃってもいたんだ。私はバカだから。

　やっぱり、みんなの求めている「歌姫」は私じゃなかった。私はただのキュウカンチョウ。セイレーンになりたくて、物もの真ま似ねをしてセイレーンの振りをしていた単なる偽物。

　そんな偽物に、価値なんてない。

　生きる価値だって。




　ビルの屋上から飛び降りるのは、思っていたよりずっと簡単だった。

　もっと足が震えたりするのかなと心配していたのに、すんなり虚こ空くうに飛び出せた。

　今になって思う。

　もっと早く、夢を諦あきらめることができたら良かったのに。

　どうしてみんな、夢を諦めるな、なんて無責任に言えるんだろう。

　私が諦めてさえいれば、葵あおいを泣かせることもなかったのに……。

「…………！」

　風の音に紛れて、何かが聞こえた気がした。

　それはとても力強い声。

　それは──




「九いちじく沙さ織おりいいいいいいいっ！　飛べええええええええええ!!」





　　　　※　※　※






　じゃあね、と小さく手を振り、九はビルの端はしから飛び降りた。

　この世の終わりかという十つなしの悲鳴。

　志し田だの怒声。

　気づいたときには、駆けだしていた。

　叡えい理りは躊ちゆう躇ちよなく屋上から跳ぶ。

　耳元でゴッと風が唸うなった。

「九さん！」

　彼女の体はずっと先にあった。とても手が届く距離ではない。

　ほんの数秒が、絶望的な差となって二人の間に広がっている。

　すぐに、九は地面に叩たたきつけられて死ぬ。

　迷っている時間はなかった。

　叡理は閃ひらめきのままに、大声で命じた。

「九沙織いいいいいいいっ！　飛べええええええええええ!!」




　瞬間、九の背中から漆黒の翼が生えた。




　キュウカンチョウの羽が大きく広がり、空気を受け止める。

　一気に彼女の落下速度が下がった。

「あっ……」

　叡理は目を見張る。

　街の明かりが、まるで満天の星空のように輝いている。

　それを背に、翠すい玉ぎよく色のドレスを纏まとった美少女が、光沢のある黒い羽を大きく広げて空に浮いている。

　実際には緩ゆるやかに落ちているのだが、それより速く落下している叡理にはまるで飛んでいるように見えた。

　きれいだ、と率直に感じる。

　眼前に迫った彼女を受け止めた。

「よし！　これでっ……」

　そこで気づく。

　とてつもないミスに。

「これで……ここから、どうするんだ？　あれ？　俺、ここからどうするんだよっ？」

　咄とつ嗟さに飛び出して彼女を捕まえたけれど、このままでは二人とも落下するだけだ。

　そして、叡えい理りの体は普通の人間のものに過ぎない。「王」の命令も、オラクル感染者かネメシス投とう与よ者しやにしか効果がない。

　つまり、このままでは二人とも助からない。

「うおおっ？　どうするっ？　どうするどうするどうするっ？」

　懸命に周りを見回し、助かる術すべを探す。

　しかし、もはや地面はすぐそこだった。

「こんなところでっ……」

「お兄ちゃん！」

　凛りんとした声が叡理の耳じ朶だを打つ。

　見下ろすと、慧けいの姿があった。その隣には大おお貫ぬきもいる。

「しっかり受け止めなさいよおおおおおっ！」

「大丈夫です！」

　大貫に背中を押され、慧が跳躍した。

　落ちてきた叡理と九いちじくを一いつ旦たん跳び越え、くるりと身を返して背中から抱きつく。

「慧っ？　さすがに無理だっ」

「大丈夫！　お兄ちゃん、忘れ物だよっ」

　妹が身体からだを離し、何かを大きく広げた。

　瞬間、落下速度が著しく下がる。

　何が起きたのか、すぐには分からなかった。

　自分の胸に黒い布が巻き付けられている。反対側の裾すそを慧が掴つかんで広げていた。

　漆黒のコート。

　以前、叡理自身が餞せん別べつとして受け取ったものだ。

「トモちゃんに言われて、これを取りに戻ってたんだ。すごく丈夫だね、これっ」

　パラシュートの要領で空気を受け、それでも生身には少々きつい着地だったが、三人とも無事に降り立つことが出来た。

「……っはあ！　良かったあああ」

　と思いきや、慧は尻しり餅もちをついてひっくり返る。

　羽が消え去った九は、地面にごろりと横たわった。気を失っている。

「さおり！　しっかりしろっ」

　大おお貫ぬきが駆け寄り、彼女を抱える。

　叡えい理りは慧けいに引っ張られる形で妹の上に覆い被かぶさってしまった。

「け、慧っ。ありがとう！　大丈夫かっ？」

「うん……。平気っ……でも、ないかな？」

　どこか色っぽく答えられる。

　数日前、似たような状況になったなあと思い出し、叡理は緊張した。

「お兄ちゃん……」

「な、何だっ？」

「ちょっと、ごめんねっ」

　いきなり抱きつかれる。あっという間もなく、噛かみつかれた。

「えっ？」

「力使いすぎたから……栄養補給……」

　妹に血を吸われる。

　得えも言われぬ高こう揚よう感かんに、叡理は慧を抱きしめた。

「んっ……。美お味いしい……でもっ……」

　慧の唇が叡理の喉のどから離れる。

　ツウッと名な残ごり惜しそうに、唾だ液えきが糸を引いた。

「はあっ……。我慢、しないと……」

　背筋を撫なでる甘ったるい声。

　あまりに艶なまめかしくて、妹のものだとはにわかに信じられなかった。

「慧？」

「んん？　大丈夫だよぉ、お兄ちゃん」

　熱に浮かされているのか慧の頬ほおは上気している。

　叡理の脳裏に、結ゆい園ぞのの言葉が蘇よみがえった。

　まさか、慧の思考も吸血鬼のものに……？

「ちょっと、お二人さん。兄きよう妹だいでいつまでいちゃついてんのよ」

　大貫にツッコまれ、慌てて妹を離す。

　慧はまだ蕩とろけた顔をしていたが、叡理と一緒に立ち上がった。

「大貫さん、ありがとう。助かったよ」

「いいわよ。あんたも命がけでさおりを助けようとしてくれたんだから。それに、今回ばかりは眼がん帯たい女の言うことを聞いて正解だったわね」

「トモ？」

　意外な名前が出てきたと思ったところに、腕時計から不機嫌そうな声が聞こえてきた。

『エーリ。さてはボクのことを忘れていたね。状況はずっと把握していたよ。間に合って良かった。ケイに話して、大貫さんにも協力してもらったんだ』

「私の力で慧けいちゃんの力を増幅したのよ。いくら吸血鬼でも、高層ビルから落ちてきた人間を受け止めるのは至難の業わざだったろうから」

「あ……トモ、ありがとう。またフォローしてもらったな」

『ううん。これも貸しにしておこう』

　智とも花かの声に陽気なものが混じる。

「お兄ちゃん。早くここから離れた方がいいよ」

　慧に囁ささやかれ、叡えい理りは周囲を見回した。

　建物の窓からこちらを見ている人々がいる。何ごとかと近づいてくる人の姿もあった。

「場所を変えようか。てぃあらにもあおいを連れて来るよう伝えておくよ」

　大おお貫ぬきが気絶している九いちじくを抱え上げた。




「お願いします。もう、終わりにして下さい」

　ビルから少し離れたところにある公園で志し田だたちと合流した。

　緑地化計画の一環で作られた美術館等も建てられている広大な公園であり、街灯が並んでいても人ひと気けのない場所はすぐに見つかった。

　ベンチに九を寝かせてしばらく待つと、志田と十つなしが走ってやって来た。

　十は九にしがみつき、「良かった」と言って泣いた。

　少しして九も目を覚まし、自分が生きていることに残念そうな顔を見せたものの、十に泣きながら怒られて、「ごめんなさい」と彼女も泣き出してしまった。

　そして、二人揃そろって叡理に頼んだのだ。

「総そう上がみさん。あなたの『王おう』の力なら、オラクルに干渉することができるんですよね。私の、『セイレーン』の力を封じて下さい。もう、耐えられません……」

「私も、これ以上、葵あおいを巻き込みたくない……。お願いします、総上さん。私の『キュウカンチョウ』も、封じてもらえませんか？」

　十が頭を下げ、それに続いて九も懇こん願がんする。

「力を封じるって、さおりっ、アイドル辞める気なのっ？」

　大貫が目を見開いた。志田が彼女の胸を手の甲で軽く叩たたく。

「二人とも限界なんだよ……。もう、精神が保もちそうにない。心が死んだら、体もじきに死ぬんだよ。そういう人を、私は何人も見てきたんだよ……」

「……そっか。あーっ、そっか。そっか、そっか。解散かーっ！」

　うあーっと大貫が大きく伸びをした。

「けっこう楽しかったんだけどなーっ。ま、でもしゃーないな。さおりやあおいを苦しめながら続ける意味なんてあるわけないしっ。スタッフのみんなには悪いけど」

「終わりにするんだよ……」

　残念そうに、けれど二人とも納得した様子で言う。

　叡理に向き直り、頭を下げた。

「頼むっ。力を封印してやってくれ。王様の力にけっこうなリスクがあるってのは知ってる。だけど、このままじゃ二人がダメになっちまう」

「どうせ、今回の騒ぎで私たちのことは『H.A.W.K.』にばれてしまったんだよ。もうアイドルは続けられない。フェクターの歌なんて誰も聞きたがらないんだよ。

　みんな、ノルニルの真実を知ったら失望する。それから騙だまされたと怒り出すんだよ。手の平を返すのは一瞬で、他人にひどく冷たい。世の中はそういうものなんだよ。みんな『純粋』なものばかり求めて、自分に都合の悪いものは受け入れないから。

　王様、ノルニルを殺して欲しいんだよ。王様の負担については、できる限り、償うつもりなんだよ」

「私だって何でも言うこと聞くよっ。そのくらいの覚悟は、たった今、した！」

　はははーっと大おお貫ぬきが笑う。

「お兄ちゃん……」

　慧けいが叡えい理りを見上げた。

『エーリ。ボクは反対だよ。「王」の力にどんなリスクがあるのか、まだはっきりしていないんだ。佐さ嶋じまさんのときは一部を書き換えた。でも、今回は能力を封じる。それはかなり大きな変更になるよ。君自身に、どれだけの負荷がかかるか分からない』

　腕時計から智とも花かの声がする。

　叡理は頭を下げたままの二人を見た。

「お兄ちゃん」

　慧が服の裾すそをつまむ。

「二人を、助けてあげてっ」

　その言葉で、決めた。

「分かったよ、慧」

　そう言って妹の指をそっと外す。

　セイレーンとキュウカンチョウの前に立った。

　二人が顔を上げる。

　ようやく楽になれるという憔しよう悴すいしきった顔で。

　叡理は二人に告げた。




「断る」




　九いちじくと十つなしが同時に凍りつき、大貫が「何だとっ？」と叫んだ。「こんなときに冗談はやめて欲しいんだよ」と志し田だが怒気を孕はらんだ声音で言う。

「断るよ。俺は、君たちの生き方を否定したくない」

　叡理は二人の目を交互に見つめた。

「俺の力にどんなリスクがあるかとか、そんなことはどうでもいいんだ。ただ、こんな書き換えは間違っていると思う」

「意味が分からないんだよ！」

　志し田だが詰め寄ってきた。

「さおっちもあおっちも苦しんでいるんだよ！　それを取り除いてあげる力があるのに、助けてあげないなんて薄はく情じようなんだよ！」

「薄情だって言うなら、言えばいい。でも、俺は納得できない。『セイレーン』は他人を魅み了りようする歌を歌う。『キュウカンチョウ』は他人の声こえ真ま似ねをする。それが、間違いなのか？　そこに罪があるのか？」

　詰め寄ってきた志田を指さす。

「君だってそうだろ？　『死神』は、その存在自体が害悪か？　生きていてはいけない存在か？　冗談じゃない。そういう存在ってだけだ。乱暴な言い方になるけれど、個性の一つだよ」

「それは……」

　志田が狼狽うろたえる。

「『セイレーン』の能力を封じるっていうのは、つまり人間で言ったら舌を引っこ抜く行為じゃないか？　もしかしたら、もっと恐ろしい行為なのかも。そうやって『人間』の都合で好き勝手に弄いじり回したって、ろくなことにならない」

　環境問題は、所しよ詮せん、人間が生き残れるかどうかの問題に過ぎない。

　安あん西ざいの言葉が頭をかすめる。

「十つなしさん。俺は、『セイレーン』の力そのものが不幸をもたらすとはどうしても思えない。『セイレーン』の歌声はすでにたくさんのファンを獲得しているんだよ。その人たち全員が不幸になったのか？　ライブに来てくれた人たちは、絶望したのか？」

　十が小さく首を振る。

「九いちじくさん。君は自分のやったことを悔やんでいるけれど、『キュウカンチョウ』の力だけでノルニルがここまで人気を勝ち得えたとはとても思えない。絶対に、君の積み上げてきたものが土台になって飛べたんだ。その行為を、俺はバカだと切り捨てられない」

　九は呆ぼう然ぜんと叡えい理りを見つめ返した。

「さっき、屋上から飛び降りた君を追って叫んだとき、俺は『王おう』の力を使った。多分、そのせいだ。俺の中に君の記憶が幾らか流れ込んできた。だから、知ってる。君の苦しみも後悔も、それから自傷的な決意も」

　叡理は二人を見下ろす。

「ノルニルは終わり？　フェクターの歌なんて誰も聞きたがらない？　飛ひ龍りゆうさんが言っていたよ。そんなのどうでもいいって。フェクターだろうが何だろうが、これほど他人の心を虜とりこにできる存在は滅めつ多たにいない。正に奇跡の産物なんだって」

　九と十が目を見開いた。志田と大おお貫ぬきは固唾かたずを呑のんで見守まもっている。

「悪魔との繋つながりは切れた。多分、飛龍さんは君たちの味方になってくれる。だったら、あとは『H.A.W.K.』をどうにかすればいいだけだ」

『エーリ、君、まさか……』

　腕時計からの声に応こたえるように、叡えい理りは頷うなずいた。

「セメディと、鷲わし崎ざきと決着をつける。『王おう』として。それが俺の役割だ」

『時期尚早だよ！』

「ごめん、トモ。それでも、もたもたしてはいられない。きっと、ノルニルだけじゃないんだ。彼女たちと似たような境きよう遇ぐうの人たちが、他にもいる。彼ら彼女らを見殺しにするような真ま似ねは、もうできない」

　慧けいが腕を掴つかんでくる。その手のぬくもりから力が伝わってきた。

「悪魔とは違うやり方で、俺はフェクターを守まもるために行動する。だから九いちじくさん、十つなしさん、大おお貫ぬきさんも志し田ださんも、頼むっ」

　彼女たちを真まっ直すぐ見つめ、訴える。

「戦ってくれ。これから押し寄せるだろう困難と。抗あらがってくれ。酷ひどい荒波に。もがいてもがいて藻も掻がき苦しんでくれっ。そうして自分自身で、変わってしまった自分で、変われなかった自分で、生き抜いてくれ」

　拳こぶしを胸に打ちつけ、宣言した。

「長くは待たせない。できるだけ早くセメディの陰いん謀ぼうを明るみにしてみせる。そうすれば『H.A.W.K.』だって無む闇やみにフェクターを殺そうとはしなくなるはずだ。正義感で戦っている人たちが大半なんだから」

　呆ぼう然ぜんと叡理を見つめる四人。

　その中で一番最初に声を上げたのは、大貫だった。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ……」

　それから、じわじわと頬ほおを緩ゆるめていく。

　不敵に口の端はしをつり上げた。

「でも、そうだよな。今度こそ守り抜くって、決めたんだった」

　仲間たちを見て大きく頷く。

「酷いんだよ。総そう上がみさんは、悪魔よりも酷い男なんだよ」

　続いて志田が口を開いた。

「私たちに、楽には死なせないって言ったんだよ。抗って抗って、ボロボロになってしまえって言ったんだよ。悪魔よりもずっと厳しいんだよ」

「好きなだけ恨んでくれ」

「いいえ。恨まないよ。私には見えているんだよ。さおっちとあおっち、二人とも生命力が上がっているんだよ。さっきまで死にかけていたのに……。王様のお陰なんだよ」

　叡理は九と十を振り向いた。

　二人も叡理を見つめていた。

　二人揃そろって、小さく頷く。

　そこには戦う意志があった。

『仕方ないね……。準備不足だけど、やるしかないか。エーリ、かなり無む茶ちやな作戦を立てることになるけど、ボクの言うことを聞いてもらうからね』

　智とも花かも観念したように告げる。

「ありがとう、トモ。そうと決まれば早い方がいい。これから合流して……？」

　不意に叡えい理りの視界がかすんだ。

「お兄ちゃんっ？」

　慧けいの声が、遠く聞こえ──





　　　　※　※　※






「ああっ……はあ……しつっこいなあ、佐さ嶋じまさん……早く、死んでよっ……」

　目の前に血まみれの結ゆい園ぞのが立っている。

　右腕は上腕から千切れかけ、脇腹には穴が開いていた。

　満まん身しん創そう痍いだというのに、彼女は笑っている。

　牙きばを剥むき出しにした、凄せい絶ぜつな笑顔だ。

　柱に叩たたきつけられ、寄りかかるような体勢で倒れている佐嶋は、荒い呼吸を繰り返す。息をするたび胸の辺りに痛みが走り、喉のどからヒューッと変な音が鳴った。

　尻尾しつぽを結園に踏み潰つぶされているので思うように動けない。

　それでも、まだ死ぬわけにはいかない。

「千ち夏なつちゃん……もう、コウちゃんに近づかないでっ」

「まぁだ、それを言うんですか、この蛇女！　邪魔なのはあんたの方なのっ。私と公こう平へいさんのっ、ラブラブな未来をっ、邪魔すんじゃハッ……カッ……」

　叫んだ拍子に結園の口から血の塊が飛び出した。ビチャッと床を汚す。

「ああ、もうっ……。さっさと殺そうっと……」

　左手に持っていた、さっきまで車だった棒状の金属塊を振り上げた。

「これで百回くらい殴れば、さすがに死にますよね？」

　残虐に笑う。

　佐嶋はギュッと目を瞑つぶった。

　風の唸うなる音。

　重い金属音が地下駐車場内に響き渡った。

「？」

　しかし佐嶋の頭に鉄塊は落ちていない。

　恐る恐る開けた彼女の目に、赤い「H.A.W.K.」のロゴマークが飛び込んできた。

　白ジャケットを羽は織おった広い背中。

　固く尖とがった鱗うろこに全身を包まれていても、それが誰のものかすぐに分かる。

「コウ、ちゃん……」

　安あん堵どと同時に、悲しみが胸に湧わき起こった。

　会わせてしまった。

　この二人を。

「礼れい、生きているな」

　問いではなく確認口調なのが彼らしい。

　佐さ嶋じまは何とか声を振り絞り、「はい……」と答えた。

「しばらく休んでいろ。こいつは……」

　ギシギシと歯を擦り合わせる音がする。

「俺の獲物だぁっ！」

　金属の塊を弾はじき飛ばし、伊い切きり公こう平へいが結ゆい園ぞの千ち夏なつに向かって飛びかかった。

「公平さん！　私に会いに来てくれたんだぁっ！」

　結園が声を弾ませる。

　繰り出された伊切の攻撃を、左腕だけで捌さばいていった。

　猛もう烈れつな連撃を飛び退すさって躱かわす。

　お陰で佐嶋の身体からだは拘束から解放されたが、とても安心できる状況ではなかった。

「逃げるな、結園!!」

「あれーっ？　どうしたんですか、公平さん？　前は私のこと、千夏ちゃんって呼んでくれてたじゃないですかー。前みたいに呼んで下さいよー」

「黙れえっ！」

　尻尾しつぽが唸うなりを上げて床を叩たたく。コンクリートの床に亀き裂れつが走った。

「つれないなー……。ま、いいか。すぐに私なしじゃいられない身体にして……あれ？」

　ガクンと結園の膝ひざが落ちる。

　その隙すきを見逃さず、伊切が尖とがった鱗うろこに覆われた尻尾で彼女を打ち据すえた。

「あうっ……」

　横っ飛びに転がり、床に倒れる結園。

　追い打ちをかけるため、伊切が突っ込んだ。

　彼女の頭に太く鋭い爪つめを叩き落とす。

　床が放射状に粉砕された。

「チッ」

　舌打ちして顔を上げる。

　一瞬早く、結園は伊切の攻撃を避よけていた。

「あーあ、せっかく公平さんと楽しく遊ぼうと思ってたのに……」

　残念そうに呟つぶやく。再び飛びかかってきた伊切に対し、結園は完全に逃げの一手だ。どんどん距離を取っていく。

「そこのお邪魔女のせいで、血が減りすぎちゃったみたいです」

　飛び退すさりながら、彼女は伊い切きりに話しかけた。

「だから、とっても残念なんですけど、今日はこの辺で失礼しますね。あ、でも、安心して下さい」

　愛らしく頬ほおを染め、恋する乙女の顔で言う。

「公こう平へいさんのことは、ちゃーんと迎えに来ますから」

　パチリとウインクをして、吸血鬼・結ゆい園ぞの千ち夏なつは地下駐車場から外に飛び出した。

　あっという間に夜の闇やみの中へ消えてしまう。

「ふっざけるなああああああああっ！」

　伊切が怒号を上げた。

　必死に自分の身体からだを引きずってきた佐さ嶋じまは、全身から怒りを立ち上らせている幼なじみの少年の慟どう哭こくを聞き──




　意識を失った。





ＣＯＤＥ：ＮＥＸＴ？







　目を覚ましたとき、叡えい理りは車の後部座席に寝かされていた。

「お兄ちゃん！　良かった……」

　慧けいが安あん堵どした顔でこちらを覗のぞき込んでいる。

　それで、後頭部に当たる柔らかい感触とぬくもりに気づいた。

　慧の、膝ひざ枕まくらっ？

「エーリ、お目覚めのようだね」

　氷点下に達した智とも花かの声に、浮き上がりかけた気持ちが治まった。彼女は助手席から叡理のことをじーっと見つめている。

「おはよう……二人とも」

「私もいるわよ」

　運転席から安あん西ざいの声がした。「どうも」と寝たまま会え釈しやくをする。

　智花があからさまな咳せき払ばらいをした。

「意識が戻ったんなら、もう起き上がっていいんじゃないかなあ、エーリ」

「あ、えっ？　そ、そうだねえ……」

　名な残ごり惜しくはあったが、そろそろと身を起こす。慧が恥ずかしそうに頬を染めつつ、「もう平気？」と上目遣いに尋ねてきた。

「大丈夫！　もう何ともないからっ。ありがとうなっ」

「突然、倒れたから本当に心配したんだよ……」

「ごめん。……多分、『王おう』のリスクだと思う」

「エーリ。『王』のリスクが何なのか、分かったのかい？」

「何となく、想像がつく……。九いちじくさんの記憶といい、佐さ嶋じまさんの視界といい……この力を使えば使うほど、恐らく俺は……」

「人間でなくなっていくだろうね」

　智とも花かの冷徹な言葉に、慧けいが小さく悲鳴を上げた。

「エーリ。さっきは準備不足だと言ったけど、むしろ早く動いた方が良さそうだ。関かかわる存在が増えれば増えるほど、君の背負うものは重くなっていく」

「うん……。ノルニルのみんなは？　九さんたちは無事？」

「ううん。また別の女の話かい？」

「茶ちや化かさないでくれっ。……俺のせいで、彼女たちは危険な立場に立たされているんだ」

「それについては、志し田だが面白いことを言っていたよ。とっておきの隠れ家があるって。灯台もと暗しとも言っていたね。とりあえず、大丈夫じゃないかな」

「あ、あのねっ」

　慧に袖そでを引かれる。

「言こと伝づてを頼まれたの。ノルニルの四人から」

「……何て？」

「『次のライブ、是非、見に来て下さい』って」

　その言葉に救われた気がした。

　改めて気合いが入る。

「うん。全すべて終わったら、みんなでノルニルのライブを見に行こうっ。……チケット取れるかな？」

「ちょっと。死亡フラグはやめて」

　安あん西ざいがつまらなそうにぼやいた。

　少し笑いが起きる。

　車は街灯に照らされた夜道を疾しつ駆くした。

　向かう先は闇やみに沈んでいる。

　遠目に、セントラル・メディック本社の陰が夜空を突き刺すように聳そびえ立っていた。

　これから、長い長い暗闇を走り続けることになるのかもしれない。

　そんな予感に少し身震いする。

　オラクルとは何なのか？

　自分たちは、世界に受け入れられる存在なのか？

　本当に、オラクルは人類進化のために拡散されたのか？

　疑問は尽きない。

　ただ、今は生いき存ながらえたい。

　変わりつつある自分で、変わりつつある世界で。

「慧けい、トモ、安あん西ざいさんも、生き残ろう。何が何でも」

　三人がそれぞれに返事をする。

　叡えい理りは遠く聳そびえ立つビルを見み据すえた。





（了）







あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　めっきり夏ですね。このあとがきを書いている時点では、まだそこまで暑くないんですけど、皆様のお手元に届く頃には夏真っ盛りであることでしょう。

　さて、実は頁がないので、さらりと謝辞に移りたいと存じます。




　今回もイメージ以上の絵を描いていただいております、イラストのミユキルリア先生。ありがとう、ありがとう。時折タイミング悪くてすみません、担当編集さん。ありがとう、ありがとう。いつも生暖かい目で見守ってくれる友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。この本に携わって下さった全すべての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。




　それでは縁がありましたら、またお会いしましょう。





二○一五年　六月　櫂末高彰











　著者

　櫂末高彰（かいま・たかあき）

　　１９７７年、福岡生まれ。

　　そういえばエアコンが部屋になかった頃、真夏は窓とドアを全開にして風を通しながら濡らしたタオルを冷凍庫で冷やしたものを使って汗を拭いつつ過ごしていたのにエアコンが設置された途端、真夏は窓とドアを閉め切って過ごすようになりました。暑ければ暑いほど部屋を閉め切るって、考えてみると不思議な行動ですね。

　　それはそれとして、日々是精進。




　イラスト

　ミユキルリア（みゆきるりあ）

　　７月11日、東京生まれ。

　　この間ふくろうカフェに初めて行ってきました。

　　ほとんど寝てたりで、動かないのに見ていて飽きない不思議。可愛いです。ふわっふわです。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ミユキルリア

　　装丁／團夢見
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